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はじめに

本書『Solaris 9 9/05HWご使用にあたって』は、Solaris 9 9/05HWをご使用になるにあ
たって最初に読んでいただくマニュアルです。『Solaris 9 9/05HWご使用にあたって』は
SolarisTM 9 9/05HWのインストールする際の問題と、その他の問題が記述されています。
このリリースのハードウェアに特に依存する問題は『 Solaris 10 Sunハードウェアマ
ニュアル』に記述されています。その他の Solaris 9 9/05HWOSに関する全ての情報につ
いては、http://docs.sun.comにある、Solaris 9 9/04のマニュアルを参照してください。
特定の Solaris 9 9/04のマニュアルには、この最新リリース Solaris 9 9/05HWに適合する情
報が記載されています。

注 – Solarisソフトウェアは、SPARC®プラットフォームおよび x86プラットフォーム上で動
作します。また、Solarisソフトウェアは、64ビットおよび 32ビットのアドレス空間で動
作します。本書で説明する情報は、章、節、注、箇条書き、図、表、例、またはコード
例において特に明記しない限り、両方のプラットフォーム、および両方のアドレス空間
に該当します。

Solaris 9 9/05HWリリースは、特定の SPARCハードウェア製品に対する Solaris 9 OSサポー
トを提供します。これは、x86プラットフォームには対応していません。x86プラット
フォームの場合は、既存の Solaris 9 9/05リリースを引き続き使用できます。本書は、
Solaris 9 9/05ソフトウェアを使用している x86プラットフォームに適用される情報を含ん
でいます。

対象読者
本書は、Solarisに関する知識を持つ方、現在習得中の方を対象に、Solaris 9 9/05HWソフ
トウェアをインストールして使用するために必要な情報を提供します。

注 –このバージョンのソフトウェアは、SPARCプラットフォームだけに対応しています。
SPARCまたは x86プラットフォーム上で Solaris 9 9/05ソフトウェアを使用している場合
は、代わりに『Solaris 9 9/05ご使用にあたって』を参照するようにしてください。
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内容の紹介
本書は、Solaris 9 9/05HWソフトウェアに関する以下の情報を提供します。

第 1章では、インストールに関する注意事項とバグについて説明しています。この章の
内容を理解してからインストールを開始してください。

第 2章では、Solaris 9 9/05HW実行時の注意事項とバグについて説明しています。

第 3章では、サポートを終了するソフトウェア機能またはハードウェアについて説明し
ています。

第 4章では、Solaris 9 9/05HWのマニュアル中の記述に関する、補足事項や訂正事項を説
明しています。

付録Aでは、Solaris 9 9/05HWオペレーティングシステムのパッチについて説明していま
す。

Solarisのほかに付属のソフトウェアをインストールする場合は、付属ソフトウェアに含
まれている最新リリース情報を参照して、そのソフトウェアに関する注意事項とバグ情
報を確認してください。

関連マニュアル
Solaris 9 9/05HWに適用されるドキュメントを次に示します。

� GNOME 2.0 Desktop 9/04 Collection - Japanese
� iPlanet Directory Server 5.1 Collection (Solaris Edition) - Japanese
� Solaris 9 9/04AboutWhat’s NewCollection - Japanese
� Solaris 9 9/04 ReferenceManual Collection - Japanese
� Solaris 9 9/04 Software Developer Collection - Japanese
� Solaris 9 9/04 SystemAdministrator Collection - Japanese
� Solaris 9 9/05 on SunHardware Collection
� Solaris 9 9/05HWRelease and Installation Collection - Japanese
� Solaris 9 CommonDesktop Environment Developer Collection - Japanese
� Solaris 9 KCMSCollection
� Solaris 9 User Collection - Japanese
� SunONEApplication Server 7 ReferenceManual Collection
� SunONEApplication Server 7, Update 3 - Japanese
� SunONEMessage Queue 3.0.1 Collection (Solaris Edition) - Japanese

Solarisソフトウェアのインストール時に、次のドキュメントを参照することが必要な場
合があります。

� GNOME 2.0 Desktop Collection - Japanese
� iPlanet Directory Server 5.1 Collection (Solaris Edition) - Japanese
� 『Solaris 9インストールの手引き』

はじめに
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� 『Solaris 9 9/04インストールガイド』
� 『Solaris 9 9/04ご使用にあたって』
� 『Solaris 9 9/05ご使用にあたって』
� Solaris 9 SystemAdministrator Collection - Japanese
� Solaris 9 User Collection - Japanese
� Solaris (x86 Platform Edition) Hardware Compatability List
� SunONEApplication Server 7 Update 3 Collection (Solaris Edition) - Japanese
� Solaris 9 9/04AboutWhat’s NewCollection - Japanese

SunTM JavaTM Enterprise System 2004Q2については、http://docs.sun.comで『Sun Java
Enterprise Systemリリースノート』を参照してください。

SunONEApplication Server 7 Update 3 Collection (Solaris Edition) - Japaneseには、『SunONE
Application Server 7, Update 3プラットフォームの概要』が提供されています。『SunONE
Application Server 7, Update 1プラットフォームの概要』については、http://docs.sun.comを
参照してください。

最新のCERT勧告については、CERTの公式Webサイト http://www.cert.orgを参照してくだ
さい。

ハードウェア構成によっては、Solarisソフトウェアをインストールするために、ハード
ウェア固有の補足説明が必要になることがあります。ある時点において、使用している
システムにハードウェア固有の動作が必要になる場合、そのハードウェアの製造元から
Solarisインストールの補足文書が提供されています。それらの資料 (『Solaris 9 9/05 Sun
ハードウェアマニュアル』など)で、ハードウェア固有のインストール手順を参照してく
ださい。

他社の関連するWebサイト
このマニュアルでは、他社が提供しているURLで関連する追加情報を参照します。

注 –このマニュアル内で引用する第三者のWebサイトの可用性について Sunは責任を負い
ません。こうしたサイトやリソース上またはこれらを通じて利用できるコンテンツ、広
告、製品、その他の素材について Sunは推奨しているわけではなく、Sunはいかなる責任
も負いません。こうしたサイトやリソース上で、またはこれらを経由して利用できるコ
ンテンツ、製品、サービスを利用または信頼したことに伴って発生した (あるいは発生し
たと主張される)いかなる損害や損失についても、Sunは一切の責任を負いません。

はじめに
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マニュアル、サポート、およびトレーニング
SunのWebサイトでは、次のサービスに関する情報も提供しています。

� マニュアル (http://jp.sun.com/documentation/)
� サポート (http://jp.sun.com/support/)
� トレーニング (http://jp.sun.com/training/)

表記上の規則
このマニュアルでは、次のような字体や記号を特別な意味を持つものとして使用しま
す。

表P–1表記上の規則

字体または記号 意味 例

AaBbCc123 コマンド名、ファイル名、ディレク
トリ名、画面上のコンピュータ出
力、コード例を示します。

.loginファイルを編集します。

ls -aを使用してすべてのファイルを
表示します。

system%

AaBbCc123 ユーザーが入力する文字を、画面上
のコンピュータ出力と区別して示し
ます。

system% su

password:

AaBbCc123 変数を示します。実際に使用する特
定の名前または値で置き換えます。

ファイルを削除するには、rm filename
と入力します。

『』 参照する書名を示します。 『コードマネージャ・ユーザーズガイ
ド』を参照してください。

「」 参照する章、節、ボタンやメニュー
名、強調する単語を示します。

第 5章「衝突の回避」を参照してくだ
さい。

この操作ができるのは、「スーパー
ユーザー」だけです。

\ 枠で囲まれたコード例で、テキスト
がページ行幅を超える場合に、継続
を示します。

sun% grep ‘^#define \

XV_VERSION_STRING’

コード例は次のように表示されます。

� Cシェル

machine_name% command y|n [filename]

はじめに
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� Cシェルのスーパーユーザー

machine_name# command y|n [filename]

� BourneシェルおよびKornシェル

$ command y|n [filename]

� BourneシェルおよびKornシェルのスーパーユーザー

# command y|n [filename]

[ ]は省略可能な項目を示します。上記の例は、filenameは省略してもよいことを示してい
ます。

|は区切り文字 (セパレータ)です。この文字で分割されている引数のうち 1つだけを指定
します。

キーボードのキー名は英文で、頭文字を大文字で示します (例: Shiftキーを押します)。た
だし、キーボードによっては Enterキーが Returnキーの動作をします。

ダッシュ (-)は 2つのキーを同時に押すことを示します。たとえば、Ctrl-Dは Control

キーを押したまま Dキーを押すことを意味します。

はじめに
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インストールに関する注意事項とバグ情
報

この章では、Solaris 9 9/05HWオペレーティングシステムのインストールに関連した問題
を説明します。

日本語環境をインストールする前に知っておく必要があ
る情報

必要なディスク容量
Solaris 9 9/05HWの日本語環境とDOCUMENTATIONCDをインストールする場合に必要
なディスク容量について説明します。

Solaris 9 9/05HWのソフトウェア容量
次の表に、Solaris 9 9/05HWSOFTWARE 1 of 2 CD、Solaris 9 9/05HWSOFTWARE 2 of 2
CD、Solaris 9 9/05HWLANGUAGESCDに含まれている日本語ロケール (ja、ja_JP.PCK、
ja_JP.UTF-8)のパッケージをインストールするために必要なディスク容量を示します。
Solaris 9より、ファイルシステムの自動配置でデフォルトとして選択される領域は、ルー
ト (/)とスワップ (swap)だけになりました。記載されている値は、このデフォルトの
ファイルシステムでインストールする場合に必要なルートファイルシステムの推奨値 (括
弧内は最小値)で、スワップ領域に必要な容量は含まれていません。

なお、Solaris suninstallプログラムで「ソフトウェアの選択」画面に実際に表示される
各ソフトウェアグループの値は、スワップ領域を含んだ値です。この値は、インストー
ルするシステムのディスクやメモリーのサイズによって異なります。

1第 1 章
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表 1–1 Solaris 9 9/05HW(SPARC版)のソフトウェア容量 (単位: Mバイト)

ソフトウェアグループ ルート (/)ファイルシステムのサイズ

全体ディストリビューションとOEMサポート 2600 (2210)

全体ディストリビューション 2552 (2170)

開発者システムサポート 2003 (1702)

エンドユーザーシステムサポート 1415 (1204)

コアシステムサポート 261 (224)

注 –この表に記載されている値は、Sun4Uアーキテクチャのシステムにソフトウェアをデ
フォルトでインストールする場合に必要な容量で、64ビット (sparc v9)サポートパッケー
ジの容量を含んでいます。64ビットパッケージをインストールしない場合や、Sun4U以
外のアーキテクチャにインストールする場合には、この表の値よりも推奨値で 60M～
250Mバイト、最小値で 50M～ 220Mバイトほど少ない容量で済みます。

表 1–2 Solaris 9 9/05HW(x86版)のソフトウェア容量 (単位: Mバイト)

ソフトウェアグループ ルート (/)ファイルシステムのサイズ

全体ディストリビューションとOEMサポート 2182 (1855)

全体ディストリビューション 2182 (1855)

開発者システムサポート 1670 (1420)

エンドユーザーシステムサポート 1184 (1007)

コアシステムサポート 168 (142)

Solaris DOCUMENTATIONCDのソフトウェア容量
次の表に、アジア言語版のDOCUMENTATION 2 of 2 CDに含まれている、英語および日
本語のドキュメントパッケージとその容量を示します (その他のアジア言語のパッケージ
は省略)。これらのパッケージのうち *印がついているパッケージは、デフォルトで /opt

にインストールされます。

注 – Solaris 9 9/05HWでは、Solaris 9 9/04DOCUMENTATIONCDを使用します。

表 1–3 Solaris 9 9/04DOCUMENTATION2 of 2 CDのソフトウェア容量 (単位 : Mバイト)

パッケージ コレクション名 必要な容量の概算値

SUNWaadm * Solaris 9 9/04 SystemAdministrator Collection (HTML版) 29
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表 1–3 Solaris 9 9/04DOCUMENTATION2 of 2 CDのソフトウェア容量 (単位 : Mバイト) (続き)
パッケージ コレクション名 必要な容量の概算値

SUNWdev * Solaris 9 9/04 Software Developer Collection (HTML版) 20

SUNWids * iPlanet Directory Server 5.1 Collection (Solaris Edition)
(HTML版)

8

SUNWsdocs * DocumentationNavigation for Solaris 9 1

SUNWjaadm * Solaris 9 9/04 SystemAdministrator Collection - Japanese
(HTML版)

28

SUNWjabe * Solaris 9 User Collection - Japanese (HTML版) 15

SUNWjaman * Solaris 9 9/04 ReferenceManual Collection - Japanese
(HTML版)1

15

SUNWjdad * Solaris 9 CommonDesktop Environment Developer
Collection - Japanese (HTML版)

9

SUNWjdev * Solaris 9 9/04 Software Developer Collection - Japanese
(HTML版)1

14

SUNWjids* iPlanet Directory Server 5.1 Collection (Solaris Edition) -
Japanese (HTML版)

8

SUNWjinab * Solaris 9 9/04 Release and Installation Collection - Japanese
(HTML版)

4

SUNWwnabj * Solaris 9 9/04AboutWhat’s NewCollection - Japanese
(HTML版)

1

SUNWjasdc * SunONEApplication Server 7 Update 1 Collection (Solaris
Edition) - Japanese (HTML版)1

3

SUNWjqdoc * SunONEMessage Queue 3.0.1 Collection (Solaris Edition)
- Japanese (HTML版)

3

SUNWjgndoc * GNOME 2.0 Desktop 4/04 Collection - Japanese (HTML
版)

4

SUNWpaadm Solaris 9 9/04SystemAdministrator Collection (PDF版) 26

SUNWpdev Solaris 9 9/04Software Developer Collection (PDF版) 20

SUNWpids iPlanet Directory Server 5.1 Collection (Solaris Edition)
(PDF版)

8

SUNWpjaadm Solaris 9 9/04 SystemAdministrator Collection - Japanese
(PDF版)

29

SUNWpjabe Solaris 9 User Collection - Japanese (PDF版) 15
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表 1–3 Solaris 9 9/04DOCUMENTATION2 of 2 CDのソフトウェア容量 (単位 : Mバイト) (続き)
パッケージ コレクション名 必要な容量の概算値

SUNWpjaman Solaris 9 9/04 ReferenceManual Collection - Japanese (PDF
版)1

16

SUNWpjdad Solaris 9 CommonDesktop Environment Developer
Collection - Japanese (PDF版)

10

SUNWpjdev Solaris 9 9/04 Software Developer Collection - Japanese
(PDF版)1

18

SUNWpjids iPlanet Directory Server 5.1 Collection (Solaris Edition) -
Japanese (PDF版)

12

SUNWpjinab Solaris 9 9/04 Release and Installation Collection - Japanese
(PDF版)

5

SUNWpwnabj Solaris 9 9/04AboutWhat’s NewCollection - Japanese
(PDF版)

2

SUNWpjqdoc SunONEMessage Queue 3.0.1 Collection (Solaris Edition)
- Japanese (PDF版)

5

SUNWpjasdc SunONEApplication Server 7 Update 1 Collection (Solaris
Edition) - Japanese (PDF版)1

4

SUNWpjgndoc GNOME 2.0 Desktop 4/04 Collection - Japanese (PDF版) 5

注 1:一部のみの翻訳となりますので、全情報を参照する場合は、対応する英語のコレク
ションをご覧ください。

注 – *印のついていないPDF版のパッケージはデフォルトではインストールされません。
これらのパッケージをインストールする場合には次の手順を実行してください。

1. DOCUMENTATION 2 of 2 CDのインストーラを起動する。
2. 「インストール形式の選択」画面で、「カスタム」を選択する。
3. 「コンポーネントの選択」画面で、パッケージを選択し、インストールを実行する。

次の表は、英語 +ヨーロッパ言語版のDOCUMENTATION 1 of 2 CDにのみ含まれてお
り、日本語に翻訳されていないマニュアルを含む英語のドキュメントパッケージです。

それらのマニュアルをインストールする場合には、次の手順を実行してください。

1. DOCUMENTATION 1 of 2 CDのインストーラを起動する。
2. 「インストール形式の選択」画面で、「カスタム」を選択する。
3. 「コンポーネントの選択」画面で、該当するパッケージを選択し、インストールを実
行する。

パッケージはデフォルトで /optにインストールされます。
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表 1–4 Solaris 9 9/04DOCUMENTATION1 of 2 CDのソフトウェア容量 (単位 : Mバイト)

パッケージ コレクション名 必要な容量の概算値

[英語]

SUNWaman Solaris 9 9/04 ReferenceManual Collection (HTML版) 54

SUNWpaman Solaris 9 9/04 RerferenceManauall Collection (PDF版) 29

SUNWakcs KCMSCollection (HTML版) 3

SUNWpakcs KCMSCollection (PDF版) 4

SUNWadoc SunONEApplication Server 7 Update 1 Collection
(Solaris Edition) (HTML版)

14

SUNWpadoc SunONEApplication Server 7 Update 1 Collection
(Solaris Edition) (PDF版)

20

SUNWaref SunONEApplication Server 7 ReferenceManual
Collection (HTML版)

2

SUNWparef SunONEApplication Server 7 ReferenceManual
Collection (PDF版)

1

SUNWgndoc GNOME 2.0 Desktop 4/04 Collection (HTML版) 4

SUNWpgndoc GNOME 2.0 Desktop 4/04 Collection (PDF版) 4

日本語環境の選択
Solaris 9 9/05HWのインストール中に行うことができる、日本語環境の選択について説明
します。日本語環境の選択では、「デフォルトロケール」と「インストールするロケー
ル」の 2つを選択します。インストール手順の詳細は、『Solaris 9 9/04インストールガイ
ド』を参照してください。

Solaris 9 9/05HWは、次に示すように 3種類の文字エンコーディングに対応した 4つの日
本語ロケールをサポートしています。

� EUCをサポートする jaおよび ja_JP.eucJPロケール
� PCK (PC漢字コード)をサポートする ja_JP.PCKロケール (シフト JISと同等)
� UnicodeのUTF-8をサポートする ja_JP.UTF-8ロケール

デフォルトロケールの選択
インストール後のシステムのデフォルトロケールを選択します (具体的には、
/etc/default/initファイル内に LANG環境変数が定義されます)。

日本語環境をインストールする場合に、システムのデフォルトロケールとして日本語ロ
ケールを選択しなければならないわけではありませんが、日本語ロケールを選択するこ
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とをお勧めします。システムのデフォルトロケールとして日本語ロケールが設定されて
いると、たとえば、システムログイン時の LANGの設定を、ユーザーごとに環境設定
ファイルで定義しなくても済むようになります。また、dtloginの言語設定で、デフォル
トで日本語ロケールが設定されます。

� SolarisWeb Start 3.0 (CD)インストールの場合

最初にインストール画面の表示言語を選択するプロンプトが表示されるので、日本語
環境でインストールするには、「Japanese」を選択してください。システムのデ
フォルトロケールは、「ja」に設定されます。

� Solaris suninstallプログラムまたは SolarisWeb Start 3.0 (DVD)インストールの場合

最初にインストール画面の表示言語を選択するプロンプトが表示されるので、日本語
環境でインストールするには、「Japanese」を選択してください。次に、日本語ロ
ケールとして「Japanese EUC (ja)」、「Japanese PCKanji (ja_JP.PCK)」、「Japanese
UTF-8 (ja_JP.UTF-8)」のいずれかを選択してください。ここで選択したロケールが、
システムのデフォルトロケールとして設定されます。

SolarisWeb Start 3.0インストールでは、次の手順を実行することでデフォルトロケール
を選択し直すことができます。

(例) ja_JP.PCKロケールをデフォルトロケールにする場合

1. 「インストールの形式の選択」画面で、「カスタムインストール」を選択する。

2. 「ソフトウェアのロケール選択」画面で、ja_JP.PCKロケールのチェックボックス
をONにする (ここでチェックされていないロケールは、次の選択画面で表示され
ません。)

3. 「システムのロケール選択」画面で、ja_JP.PCKロケールを選択する。

注 –いずれのインストール方法を選択した場合でも、ja_JP.eucJPロケールをデフォル
トロケールとして選択することはできません。

� システムのデフォルトロケールを、インストール後に設定または変更する場合には、
/etc/default/initファイルでの LANG環境変数の設定を次のようにしてから、システ
ムを再起動します。

jaロケールに設定 LANG=ja

ja_JP.eucJPロケールに設定 LANG=ja_JP.eucJP

ja_JP.PCKロケールに設定 LANG=ja_JP.PCK

ja_JP.UTF-8ロケールに設定 LANG=ja_JP.UTF-8

Cロケールに設定 LANG=の行を削除、または LANG=C

インストール前に、このデフォルトロケールをあらかじめ設定しておくことも可能で
す。この事前設定をしておくと、GUIインストール時にもロケール設定画面が表示され
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ません。この設定は、カスタム JumpStartによる自動インストールの場合など、意図的に
ロケール設定画面を表示させたくない場合に有効です。1

インストールするロケールの選択
インストールしたいロケールを選択すると、ロケールに依存するソフトウェアパッケー
ジがインストールされます。日本語環境をインストールするには、必ず日本語パッケー
ジをインストールする必要があります。

注 –インストールするロケールとして、日本語ロケールを 1つだけ選択した場合でも、ほ
かの日本語ロケールのパッケージもインストールされます。たとえば、jaロケールのみ
を選択した場合でも、ja_JP.eucJP、ja_JP.PCK、および ja_JP.UTF-8ロケールのパッケー
ジもインストールされます。ただし、日本語 BCPパッケージをインストールするには、
jaロケールを選択する必要があります。

� Solaris suninstallプログラムの場合

「地域の選択」画面で、インストールするロケールを選択します。この画面では、あ
らかじめ選択したシステムのデフォルトロケールが自動的に選択された状態になって
います。たとえば、システムのデフォルトロケールとして jaロケールを選択した場
合、この画面では jaロケールのみが選択されますが、実際にはほかの日本語ロケー
ルのパッケージもインストールされます。

� SolarisWeb Start 3.0インストールの場合

「インストール形式の選択」画面にて、「デフォルトインストール」を選択した場
合、システムのデフォルトロケールのみが自動的に選択され、ロケールを選択するた
めの画面は表示されません。たとえば、システムのデフォルトロケールとして jaロ
ケールを選択した場合、ja、ja_JP.eucJP、ja_JP.PCKおよび ja_JP.UTF-8ロケールの
みがインストールされます。他の言語のロケールをインストールする場合は「カスタ
ムインストール」を選択して、「ソフトウェアのロケール選択」画面で、追加したい
ロケールを選択してください。

� カスタム JumpStartインストールの場合

カスタム JumpStartインストールが参照するプロファイルに localeキーワードを追加
します。2

日本語ロケール環境をインストールする場合には、localeキーワードの値に ja、
ja_JP.eucJP、ja_JP.PCKまたは ja_JP.UTF-8のいずれかを指定します。

なお、プロファイル中で localeキーワードを明示的に定義しない場合でも、デフォル
トロケールとして日本語ロケールが設定されていれば、ほかの日本語ロケール環境も
インストールされます。

1 デフォルトロケールの事前設定を行う方法には、「ネームサービスに事前に定義しておく方法」と「sysidcfgファイルを使用す
る方法」の 2通りがあります。詳細は、『Solaris 9 9/04インストールガイド』を参照してください。

2 localeキーワードは、日本語パッケージのインストールに影響しますが、システムのデフォルトロケールを決定するものではあ
りません。
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Solaris 9 9/05HWソフトウェアをインストールする前に
知っておく必要がある注意事項

Solaris 9 9/05HWソフトウェアをインストールする前に知っておく必要がある注意事項に
ついて説明します。

注 – Solaris 9 9/05HWリリースは、x86プラットフォームには対応していません。本書は、
Solaris 9 9/05ソフトウェアを使用している x86プラットフォームに適用される情報を含ん
でいます。

特定の SPARCプラットフォームに必須の Solaris 9
9/05HWソフトウェア
特定の SPARCプラットフォームには Solaris 9 9/05HWソフトウェアが必須です。この種
のプラットフォームでは、Solaris 9 9/05ソフトウェアは使用できません。ある SPARCシス
テムが Solaris 9 9/05HWを使用する必要があるかどうかを判断するには、『Solaris 9 9/05
Sunハードウェアマニュアル (補足)』およびハードウェア互換リストを参照してくださ
い。

Solaris 9 9/05リリースによってサポートされていた SPARCプラットフォームにも、Solaris
9 9/05HWソフトウェアをインストールできます。

SunStorEdge SANFoundation Softwareとマニュア
ル
Sun StorEdge(TM) SAN Foundation software (SFS)は、ホストがストレージエリアネットワー
ク (SAN)上のデータを接続・監視・転送可能にするカーネルドライバーや、ユーティリ
ティを含んでいます。Sun StorEdge SAN 4.4リリース、更新されたファームウェア、およ
びマニュアルは、SunDownload Centerから入手できま
す。http://www.sun.com/storage/san/にあるDownload Centerの SAN製品のページにア
クセスしてください。

x86:特定のATAハードディスクドライブを搭載し
たシステムが、Solaris 9ソフトウェアのインス
トール後にリブートするとハングアップする
特定のATAハードディスクドライブを搭載したシステムに Solaris 9ソフトウェアをイン
ストールした場合、システムがハングアップします。インストールが完了した後でソフ
トリブートをしようとすると、システムがハングアップします。
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この問題は、システムが搭載するATAディスクドライブが、T13のATA/ATAPI-6仕様の
デフォルト状態に戻す機能を、Ultra DMAモードに関して実装している場合に発生しま
す。

このようなディスクドライブは、ソフトウェアのリセット後、この動作を無効にしない
かぎり、Ultra DMAモードからMultiwordDMAモードに戻ります。この動作を無効にす
るには、SET FEATURES / Disable reverting to power-on to defaults コマンドを使用しま
す。

この問題は、システム内の BIOSおよびATAハードディスクドライブの種類によって、次
のいずれかの状態で発生する可能性があります。

� BIOSでUltra DMAモードが有効で、ATAハードディスクドライブがUltra DMAモード
で動作する場合、インストール後にシステムをソフトリブートしようとすると、
BIOS内でシステムがハングアップする可能性があります。エラーメッセージは表示
されません。

� BIOSでUltra DMAモードが無効で、ATAハードディスクドライブがUltra DMAモード
で動作する場合、インストール後にシステムをソフトリブートしようとすると、シス
テムがハングアップする可能性があります。次のような警告メッセージが表示されま
す。

WARNING: /pci@0,0/pci-ide@1f,1/ide@0 (ata0):

timeout: abort request, target=0 lun=0

WARNING: /pci@0,0/pci-ide@1f,1/ide@0 (ata0):

timeout: abort device, target=0 lun=0

WARNING: /pci@0,0/pci-ide@1f,1/ide@0 (ata0):

timeout: reset target, target=0 lun=0

WARNING: /pci@0,0/pci-ide@1f,1/ide@0 (ata0):

timeout: reset bus, target=0 lun=0

回避方法:この問題を解決するには、次の手順を実行してください。

1. ブート時にシステムがハングアップする場合は、電源を切った後で再度電源を入れ、
システムの電源を再投入します。システムは正常にブートします。

2. システムがブートした後で、システムにログインし、スーパーユーザーになります。

3. テキストエディタを使用して、/platform/i86pc/kernel/drv/ata.confファイルを編集
します。

次の行を追加します。

ata-revert-to-defaults=0;

ハングアップすることなく、システムがリブートします。
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x86: Solaris 9 9/05HW INSTALLATIONCDのパー
ティションに関する問題
Solaris 9 9/05HW INSTALLATIONCDの SolarisWeb Start 3.0プログラムがシステムで Solaris
の fdiskパーティションを検出できない場合は、rootディスクに fdiskパーティションを
作成する必要があります。

注意 –現行の fdiskパーティションサイズを変更すると、パーティション内のデータはす
べて自動的に削除されます。Solarisの fdiskパーティションを作成する前に、データを
バックアップしてください。

SolarisWeb Start 3.0プログラムでインストールを実行するためには、次の 2つの fdisk

パーティションが必要になります。

� Solarisの fdiskパーティション

標準的な Solarisの fdiskパーティションです。
� x86ブート fdiskパーティション

10Mバイトの fdiskパーティションです。x86ベースのシステムで新しく作成された
スワップスライスからミニルートを起動できるようにします。そのスワップスライス
は Solarisの fdiskパーティション上に置かれます。

注 – Solaris 9 9/05HW INSTALLATIONCDに同梱されているインストールプログラムは、
x86ブートパーティションを作成し、Solarisの fdiskパーティションを 10Mバイトだけ削
除します。この削除により、既存の fdiskパーティションが変更されることはありませ
ん。

このパーティションは手動で作成しないでください。

したがって、Solaris 9 9/05HWインストールCDを使用して、Solaris 2.6または 7リリース
から Solaris 9 9/05HWソフトウェアにアップグレードすることはできません。詳細につい
ては、44ページの「アップグレードに関する注意事項」を参照してください。

x86:起動ディスクのデフォルトパーティションレ
イアウトの変更
Solaris 9 9/05HWリリースでは、起動ディスクに対するデフォルトのパーティションレイ
アウト方式が変更されました。SolarisWeb Startおよび suninstallプログラムを使用し
てSun LX50システムをインストールする際にこの新しい方式を使用すると、既存の
Serviceパーティションが保持されます。

新しいデフォルトの設定には次のパーティションが含まれています。

� 第 1パーティション – Serviceパーティション (既存の Serviceパーティション)
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� 第 2パーティション – x86ブートパーティション (約 11Mバイト)
� 第 3パーティション – Solarisパーティション (起動ディスクの残りの容量)

デフォルトのレイアウトを使用するには、SolarisWeb Startまたは suninstallプログラム
から起動ディスクのレイアウト選択を要求されたときに「デフォルト」を選択します。

注 – Serviceパーティションが作成されていないシステムに Solaris 9 9/05HWソフトウェア
(x86版)をインストールすると、SolarisWeb Startおよび suninstallプログラムはデフォル
トでは新しい Serviceパーティションを作成しません。システムに Serviceパーティション
を作成するには、30ページの「x86: Serviceパーティションがないシステムでは、デ
フォルトで Serviceパーティションが作成されない」を参照してください。

また、fdiskコマンドユーティリティを使用して、手動でディスクパーティションレイア
ウトを作成することもできます。次の場合、起動ディスクのパーティションを手動で編
集します。

� 既存の Sun Linuxパーティションを保持する場合
� Solarisパーティションを作成する必要はあるが、既存のパーティションをディスクに
残す場合

注 –システム上にアップグレード対象の Solarisソフトウェアがすでにインストールされて
いるが x86ブートパーティションがない場合、Solaris INSTALLATIONCDによるアップグ
レードは実行できません。x86ブートパーティションが作成されていないシステムを
Solaris 9 9/05HWリリースにアップグレードするには、Solaris 9 9/05HWSOFTWARE 1 of 2
CDに同梱されている suninstallプログラムを使用してください。

SPARC:デフォルトの Solaris JumpStartプロファイ
ルは小容量ディスクに複数のロケールをインス
トールしない可能性がある
Solaris 9 9/05HWメディアのデフォルトの Solaris JumpStartTMプロファイルを使用して、
ディスク容量の小さいシステムに複数のロケールをインストールすると、インストール
が失敗することがあります。この問題は、次の状況で発生する可能性があります。

� デフォルトの Solaris JumpStartプロファイルを使用して、2.1 Gバイトディスクのシス
テムにCロケール以外のロケールをインストールする

� デフォルトの Solaris JumpStartプロファイルを使用して、4 Gバイトディスクのシステ
ムに 2つ以上のロケールをインストールする
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x86: Serviceパーティションがないシステムでは、
デフォルトで Serviceパーティションが作成され
ない
Serviceパーティションが存在しないシステムに Solaris 9 9/05HWソフトウェアをインス
トールすると、インストールプログラムはデフォルトでは Serviceパーティションを作成
しません。Serviceパーティションを Solarisパーティションと同じディスクに作成するに
は、Serviceパーティションを作成しなおしてから、ソフトウェアをインストールする必
要があります。

Solaris 8 2/02ソフトウェアを Sun LX50システムにインストールする場合、インストールプ
ログラムが Serviceパーティションを保存しない可能性があります。fdiskブートパー
ティションのレイアウトを手動で編集して Serviceパーティションを保存しないと、イン
ストールプログラムはインストール時に Serviceパーティションを削除します。

注 – Solaris 8 2/02ソフトウェアをインストールしたときに Serviceパーティションを明示的
に保存しないと、Serviceパーティションを作成しなおして、Solaris 9 9/05HWリリースに
アップグレードできません。その場合、ソフトウェアを最初からインストールしなおす
必要があります。

回避方法: Solarisパーティションを含むディスク上に Serviceパーティションがある場合
は、次のいずれかを実行してください。

� SolarisWeb Startインストールプログラムを使用し、Solaris 9 9/05HW INSTALLATION
CDからインストールするには、次の手順を実行します。
1. ディスクの内容を削除します。
2. インストールを開始する前に、Sun LX50Diagnostics CDを使用して Serviceパー
ティションを作成します。

Serviceパーティション作成の詳細については、http://cobalt-knowledge.sun.com
で『Sun LX50 Server User’sManual (英語版)』および Sun LX50 Knowledge Base (英語
版)を参照してください。

3. Solaris 9 9/05HW INSTALLATIONCDをCD-ROMドライブに挿入します。
4. Solaris 9 9/05HWソフトウェアのインストールを開始します。
インストールプログラムが Serviceパーティションを検出すると、次のメッセージ
が表示されます。

デフォルトでは、ブートディスクの空いている領域に、x86 Boot パーティションと
Solaris パーティションが配置されます。サービス fdisk パーティションが
存在する場合は、デフォルトで保持されます。

継続するには次のいずれかを選択してください:

1) デフォルトのディスク配置を使用する
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2) fdisk を実行し、ディスクを手動で編集する
3) 終了する

選択してください: [ ]

5. 1を入力して、デフォルトレイアウトを選択します。

インストールプログラムにより Serviceパーティションが保存された後、x86ブート
パーティションと Solarisパーティションが作成されます。

注 – SolarisWeb Startインストールプログラムは、Solarisの fdiskパーティションを
10Mバイトだけ削除して x86ブートパーティションを作成します。このユーティリ
ティは、既存の fdiskパーティションが変更されないようにします。このパー
ティションを手動で作成しないでください。

6. インストールを完了します。
� ネットワーク上のインストールイメージを使用するか、Solaris 9 9/05HWDVDを使用
してネットワーク上でインストールするには、次の手順を実行します

1. ディスクの内容を削除します。

2. インストールを開始する前に、Sun LX50Diagnostics CDを使用して Serviceパー
ティションを作成します。

Serviceパーティション作成の詳細については、http://cobalt-knowledge.sun.com
で『Sun LX50 Server User’sManual (英語版)』および Sun LX50 Knowledge Base (英語
版)を参照してください。

3. ネットワーク上でシステムを起動します。

「fdiskパーティションのカスタマイズ」画面が表示されます。

4. 「デフォルト」をクリックし、デフォルトのブートディスクパーティションレイ
アウトを読み込みます。

インストールプログラムにより Serviceパーティションが保存された後、x86ブート
パーティションと Solarisパーティションが作成されます。

ネットワーク上でシステムをブートする詳細については、『Solaris 9 9/04インス
トールガイド』を参照してください。

� suninstallプログラムを使用し、Solaris 9 9/05HWSOFTWARE 1 of 2 CDまたはブート
サーバー上のネットワークインストールイメージでインストールするには、次の手順
を実行します。

1. ディスクの内容を削除します。

2. インストールを開始する前に、Sun LX50Diagnostics CDを使用して Serviceパー
ティションを作成します。

Serviceパーティション作成の詳細については、http://cobalt-knowledge.sun.com
で『Sun LX50 Server User’sManual (英語版)』および Sun LX50 Knowledge Base (英語
版)を参照してください。

3. システムを起動します。
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インストールプログラムで、Solarisパーティションの作成方法の選択を促すプロ
ンプトが表示されます。

4. 「残りのディスクを使用して Solaris パーティションを配置します」を選択しま
す。

インストールプログラムにより Serviceパーティションが保存された後、Solaris
パーティションが作成されます。

5. インストールを完了します。
ネットワーク上でシステムをブートする詳細については、『Solaris 9 9/04インス
トールガイド』を参照してください。

x86: Solaris Device ConfigurationAssistant (デバイス
構成用補助)ブート用フロッピーディスクが使用
できない
Solaris 9 9/05HWリリースでは、Solaris 9 Device ConfigurationAssistant (デバイス構成用補
助)はブート用フロッピーディスクとして配布されていません。Device Configuration
Assistant (デバイス構成用補助)をブートするには、次のいずれかの方法を選択してくださ
い。

� システムの BIOSがCDからのブートをサポートしている場合は、Solaris 9 9/05HW
INSTALLATIONCD (x86版)、Solaris 9 9/05HWSOFTWARE 1 of 2 CD (x86版)、または
Solaris 9 9/05HWSOFTWAREDVD (x86版)からブートします。

� システムがCDからのブートをサポートしていない場合は、ブート用ディスクのイ
メージをフロッピーディスクにコピーできます。ブート用ディスクのイメージは、
Solaris 9 9/05HWSOFTWARE 2 of 2 CD (x86版)にあります。

� システムが PXE (Preboot Execution Environment)によるブートをサポートしており、イ
ンストールイメージがネットワーク上で使用できる場合は、ネットワークからブート
します。

システムの BIOS設定ツールまたはネットワークアダプタの設定ツールを使用して、
PXEの使用を有効にします。

詳細は、『Solaris 9 9/04インストールガイド』を参照してください。

x86: BIOSバージョンGG.06.13のHewlett-Packard
(HP) Vectra XUシリーズのシステムをアップグレー
ドできない
Solaris 9 9/05HWソフトウェアには、サイズが大きいパーティションをインストールでき
る新しい機能が含まれています。システム BIOSは Logical BlockAddressing (LBA)をサポー
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トしている必要がありますが、BIOSバージョンGG.06.13は LBAアクセスをサポートして
いません。このような衝突を Solarisブートプログラムは処理できません。このことは他
のHPVectraシステムにも影響します。

このシステムをアップグレードすると、HPシステムはブートしなくなります。暗い画面
上に点滅する下線が表示されるだけです。

回避方法 :最新の BIOSバージョンGG.06.13のHPVectra XUシリーズシステムを Solaris 9
9/05HWリリースにアップグレードしないでください。Solaris 9 9/05HWリリースでは、
これらのシステムはサポートされていません。

ブートフロッピーディスクまたはブートCDを使用すれば、ブートにハードディスクコー
ドを使用しないので、システムをブートすることができます。ブート可能デバイスとし
て、ネットワークまたはCD-ROMドライブではなくハードディスクを選択してくださ
い。

Solaris 9 9/05HWソフトウェアをインストールする前に
知っておく必要があるバグ

Solaris 9 9/05HWソフトウェアをインストールする前に知っておく必要があるバグについ
て説明します。

パスワードに特殊文字が含まれる場合、ftpでの
DVDGUI対話式フラッシュ取得が動作しない
(6452743)
このフラッシュ取得が失敗するのは、DVDGUI対話式フラッシュインストールで、パス
ワードに特殊文字「@」(アットマーク)および「’」(単一引用符)が含まれる場合だけで
す。その他の特殊文字では、この問題は発生しません。

回避方法:特殊文字「@」または「’」を含まないパスワードを新しく作成してください。

SunFireV240とV440サーバー、および SunBlade
2000ワークステーションで SVMのミラー化を行
うと、Solaris 9 9/05ではパニックが発生し、
Solaris 9 9/05HWではハングアップする (6456542)
SVMのミラー作成が失敗するか、またはインストールの途中でインストーラがハング
アップすることもあります。インストールが成功した場合は、リブート後にパニックが
発生します。次のエラーメッセージが表示されます。
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Creation of SVM Metadb -- Hangs

—または—

Panic after reboot

回避方法:インストールの完了後に、SVMボリュームを作成してください。

SPARC: SunFireV1280サーバー上で SunNet
Connect 3.1 Serviceのインストールが失敗する
(6284815)
ExtraValueディレクトリからの SunSM Net Connect 3.1のインストールが、Sun FireTM V1280
サーバー上で失敗します。SunNet Connectインストールプログラムは、Sun Fire V1280
サーバーの機能を現場変換可能ユニット (FRU)として誤って認識します。この結果、イ
ンストールは失敗し、全てのインストール済みの SunNet Connectパッケージは削除され
ます。次のエラーメッセージが、インストールログに記録されます。

Error: pkgadd failed for SUNWfrunc

回避方法: https://srsnetconnect3.sun.comから、最新の SRSNet Connect Serviceをダウンロー
ドしてください。

x86:AdaptecUltra-160 SCSIインタフェースを持つ
システムでPXEネットワークインストールがハン
グアップする (5039573)
Intelの Preboot Execution Environment (PXE)を使用して、Adaptec Ultra-160 SCSIインタ
フェースを持つシステムにネットワークインストールを実行した場合、インストールが
ハングアップします。次のようなエラーメッセージが表示されます。

Error: Unable to Find Device Driver

The device driver, cadp160.bef, is missing.

この例では、cadp160.befドライバがシステムに見つからないことを示しています。影響
を受けるドライバの名前はシステムによって異なります。

このエラーは、システムの BIOSにおいて、Adaptec Ultra-160インタフェースがシステム
のネットワークインタフェースカード (NIC)と同じ割り込み要求 (IRQ)を使用するように
設定している場合に発生します。

回避方法:次のいずれかを実行してください。

� ネットワーク経由でインストールする場合は、Adaptec Ultra-160 SCSIインタフェース
を取り外してから、PXEでネットワークインストールを実行します。
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� Solaris 9 9/04のDVD-ROMまたはCD-ROMディスクからインストールします。

x86: Sun LX50サーバーにおいてXサーバーがマウ
スデバイスを開くことができない (5027771)
Sun LX50システムにおいて、Xサーバーが PS/2マウスデバイスを開くことができない場
合があります。このエラーは、インストール時、あるいは、システムのリブート時に発
生します。この問題が発生すると、次のエラーメッセージが表示されます。

ddxSUNWmouse: Error opening mouse device ’/dev/kdmouse;

/dev/kdmouse: No such device or address

結果として、Solarisインストールプログラムはコマンド行インタフェースでしか動作で
きません。この問題は、インストール後、Solaris実行時にも残ることがあります。

回避方法:サーバーの PS/2コネクタに接続されているYケーブル上で、PS/2キーボードと
マウス間の接続を切り替えてください。

その後、システムをリブートしても PS/2マウスが認識されない場合は、LX50サーバーの
Resetボタンを押してください。あるいは、次のブートプロンプトが表示されたときに、
再構成オプション (b -r)を使用してください。

Select (b)oot or (i)nterpreter:

SPARC: re-preinstallコマンドでカスタム
JumpStartソフトウェアをインストールすると失
敗する (5017239)
re-preinstallコマンドでカスタム JumpStartソフトウェアをインストールすると失敗し
ます。この失敗は、読み取り専用のアクセス権を持つファイルシステムのUFSログを
fsckコマンドが更新できないために発生します。

たとえば、次のコマンドを入力します。

# /usr/sbin/install.d/re-preinstall cXtXdXsX

システムがリブートした後、次のエラーメッセージが表示されます。

fsck of device failed, re-preinstall needs to be re-run.

syncing file systems... done

Program terminated

回避方法:次のいずれかを実行してください。どちらの方法を実行する場合も、スーパー
ユーザーである必要があります。
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� オプション 1:書き込み可能なネットワークインストールイメージを使用している場合
は、次の手順に進んでください。

1. インストールイメージが格納されているサーバー上で、
/usr/sbin/install.d/rcS.stubファイルを編集して、次の行を削除またはコメント
アウトします。

# # Make sure the root FS is clean

# # /etc/fsck -F ufs -o p ${RootfsRaw} >/dev/null

# if [ $? -ne 0 ]; then

# echo "fsck of ${RootfsRaw} failed, re-preinstall needs to be re-run."

# /usr/sbin/halt

# if

2. JumpStartソフトウェアをインストールしているシステム上で、ネットワークイン
ストールイメージをシングルユーザーモードでブートします。

ok boot net -s

3. re-preinstallコマンドを通常どおりに実行します。

# /usr/sbin/install.d/re-preinstall cXtXdXsX
� オプション 2: CD-ROMまたはDVD-ROMディスクから直接ブートしている場合は、
次の手順に進んでください。

1. CD-ROMまたはDVD-ROMディスクからブートします。

2. インストーラを終了します。

3. re-preinstallコマンドを実行します。

4. 手順 3で作成したデバイスをマウントします。

たとえば、手順 3で「re-preinstall c0t0d0s0」というコマンドを入力した場合、
このファイルシステムを次のようにマウントします。

# mount /dev/dsk/c0t0d0s0 /mnt

5. マウントしたファイルシステム上で、sbin/rcSスクリプトを編集して、オプ
ション 1の手順 1と同じ行を削除またはコメントアウトします。

6. ファイルシステムをアンマウントします。

# umount /mnt

7. システムをリブートして、JumpStartソフトウェアのインストールを継続します。
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Solaris 2.6および Solaris 7ソフトウェアを実行して
いる場合は、Solaris 9 9/05HWDVD上のデータに
アクセスできない (4511090)
Solaris 2.6ソフトウェアまたは Solaris 7ソフトウェアを実行しているシステムでは、Solaris
9 9/05HWDVDがボリューム管理によって正しくマウントされません。そのため、イン
ストールサーバーを設定したり、Live Upgradeを実行したり、メディア上のデータにアク
セスしたりできません。

回避方法:次のどちらかを実行してください。

� システムに対応したパッチを適用する。

リリース パッチ ID

Solaris 2.6 (SPARC版) 107618-03

Solaris 7 (SPARC版) 107259-03

Solaris 2.6 (x86版) 107619-03

Solaris 7 (x86版) 107260-03

� Solaris 9 9/05HWDVDをマウントする。

ただし、ボリューム管理を使用しないでください。次の手順に従って、手動でDVD
をマウントします。

1. スーパーユーザーになります。

2. ボリューム管理を停止します。

# /etc/init.d/volmgt stop

3. 手動でDVDをマウントします。

# mkdir /mnt1

# mount -F hsfs -o ro /dev/dsk/c0t6d0s0 /mnt1

4. DVDがマウントされていて、DVD上のデータにアクセスできることを確認しま
す。

# cd /mnt1

# ls

DVDが正しくマウントされている場合は、システムから次の情報が返されます。

Copyright Solaris_9
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SolarisWebStart 3.0に関する注意事項とバグ情報
SolarisWeb Start 3.0を使用したインストールに関する情報と問題について説明します。こ
の節に記載されている問題は、Solaris suninstallプログラムを使用するときには発生し
ません。

SolarisWebStart 3.0を使用して英語の Solaris 9 9/04
ドキュメントをインストールする方法
Solaris 9 9/04 DOCUMENTATION 1 of 2 CD (英語版 +ヨーロッパ言語版)には、英語のド
キュメントがすべて含まれています。アジア版のDOCUMENTATION 2 of 2 CDには、一
部のアジア言語にだけ翻訳されている、またはまったく翻訳されていない、以下の英語
ドキュメントが含まれています。

Solaris 9 9/04 Software Developer Collection

Solaris 9 9/04 SystemAdministrator Collection

iPlanet Directory Server 5.1 Collection (Solaris Edition)

DOCUMENTATION 2 of 2 CDに付属のインストーラでは、これらのドキュメントのHTML
版が、デフォルトでインストールされます。すべての英語ドキュメントをインストール
する場合は、DOCUMENTATION 1 of 2 CDからインストールする必要があります。

Solaris 9 9/05HW INSTALLATIONCDから SolarisWeb Start 3.0を使用して Solarisソフト
ウェアをインストールする場合、上記の英語版HTMLドキュメントは
DOCUMENTATION 2 of 2 CDからデフォルトでインストールされます。すべての英語ド
キュメントをインストールする場合は、SolarisWeb Start 3.0の「製品の選択」画面
で「Solaris 9 Documemtation European」を選択して、DOCUMENTATION 1 of 2 CDからド
キュメントをインストールしてください

インストール全般に関する注意事項とバグ情報
Solaris 9 9/05HWのインストール全般に関する注意事項とバグ情報を説明します。

フラッシュインストールの実行後に SUNWcsrや
SUNWnisrで pkgchkエラーが発生する (4692667)
Solaris 9 9/05HWのフラッシュアーカイブインストールの実行後に、SUNWcsr、
SUNWkrbr、および SUNWnisrパッケージで pkgchkエラーが発生します。

SUNWcsrパッケージの場合は、次のエラーメッセージが表示されます。

SolarisWeb Start 3.0に関する注意事項とバグ情報
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ERROR: /etc/default/init

group name <sys> expected <root> actual

ERROR: /etc/dgroup.tab

group name <sys> expected <root> actual

ERROR: /etc/format.dat

group name <sys> expected <root> actual

ERROR: /etc/inet/hosts

group name <sys> expected <root> actual

ERROR: /etc/inet/netmasks

group name <sys> expected <root> actual

ERROR: /etc/net/ticlts/hosts

group name <sys> expected <root> actual

ERROR: /etc/net/ticots/hosts

group name <sys> expected <root> actual

ERROR: /etc/net/ticotsord/hosts

group name <sys> expected <root> actual

ERROR: /etc/nsswitch.conf

group name <sys> expected <root> actual

ERROR: /etc/vfstab

group name <sys> expected <root> actual

SUNWkrbrパッケージの場合は、次のエラーメッセージが表示されます。

ERROR: /etc/krb5/krb5.conf

pathname does not exist

SUNWnisrパッケージの場合は、次のエラーメッセージが表示されます。

ERROR: /var/yp/aliases

回避方法:この問題は、フラッシュアーカイブのインストール時にのみ発生するため、代
わりに初期インストールを実行してください。

SPARC: JumpStartインストール時にdiag-switch?
=trueである場合、インストーラによりユーザー
に通知が行われる (6463765)
PROMの diag-switchが trueに設定されていると、インストール中に起動デバイスが変更
されていない場合でも、JumpStartインストーラはデフォルトの起動デバイスの変更を求
める警告を出します。次のエラーメッセージが表示されます。

WARNING: CHANGE DEFAULT BOOT DEVICE

If you want the system to always reboot Solaris from the boot

device that you’ve specified (c1t0d0s0), you must change the

system’s default boot device using the eeprom(1M) command after

installing Solaris software.
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回避方法: diag-switchを falseに設定してください。

SPARC: Solaris 9 9/05HWWebStartインストールプ
ログラムは、特定の場合のパネルを適切に表示し
ないことがある (5002175)
SolarisWeb Startインストールプログラムを使用して Solaris 9 9/05HWソフトウェアをイン
ストールすると、いくつかの情報および Sun Remote Services (SRS) Net Connectソフト
ウェアの終了パネルが適切に表示されないことがあります。

インストールパネルのフレームおよび「取消し」ボタンは表示されますが、インストー
ルパネルの内容が表示されません。

注 –この問題は、Solarisオペレーションシステムリリースに含まれているほかのソフト
ウェア製品を SolarisWeb Startでインストールしている場合にも発生することがありま
す。

回避方法:次の手順に従ってください。

1. 空のインストールパネルが表示されたら、「取消し」ボタンをクリックして、SRSNet
Connectインストールを省略します。

2. Solaris 9 9/05HWソフトウェアのインストールが完了したあとで、SRSNet Connectソ
フトウェアを Solaris DVDまたは SOFTWARE 2 of 2 CDから手動でインストールしま
す。

最初に Solaris 9 9/05HWソフトウェアインストールを完了したあとで SRSNet Connectソフ
トウェアをインストールすると、すべてのパネルが正しく表示されます。

SPARC:インストールまたはアップグレード後、複
数のインタフェースを持つシステムがすべてのイ
ンタフェースを使用可能と認識する (4640568)
複数のネットワークインタフェースを持つシステムに Solaris 9 9/05HWリリースをインス
トールまたはアップグレードした場合、システムはすべてのシステムインタフェースが
使用可能であると認識します。つまり、ネットワークに接続されていない、あるいは使
用する予定のないインタフェースが ifconfig -aコマンドの出力に表示されます。さら
に、同じイーサネットアドレスを持つインタフェースに同じ IPアドレスが割り当てられ
ることがあります。その場合、次のエラーメッセージが表示されます。

ifconfig: setifflags: SIOCSLIFFLAGS: qfe3: Cannot assign requested address

インストール全般に関する注意事項とバグ情報
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この問題は、local-mac-address PROM変数が falseに設定されているシステム上でも発
生します。この問題が発生するのは、すべてのインタフェースが同じ IPアドレスで構成
されるためです。

回避方法:次のいずれかを実行してください。

� 構成されたインタフェースだけを使用するには、初期ブート後にシステムをリブート
する。

� 各ネットワークインタフェースに異なる IPアドレスを割り当てるには、次のいずれか
の方法で local-mac-address PROM変数を trueに設定する。

� okプロンプトで、次のコマンドを入力する。

ok setenv local-mac-address? true

� スーパーユーザーとして、次のコマンドを端末ウィンドウに入力する。

# eeprom local-mac-address?=true

スワップ不足によって SolarisWebStart 2.xインス
トールが失敗する (4166394)
同梱されているCDを、そのCDに含まれている SolarisWeb Start 2.x (installer)を使用して
日本語ロケール (日本語表示)でインストールしているときに、スワップ容量の不足のた
めインストールが失敗することがあります。この場合、コンソールにエラーメッセージ
が表示されますが、エラーメッセージは次のように文字化けしています。

RunCmd Error:java.io.IOException: ????????????????????

回避方法 :同梱されているCDに含まれている SolarisWeb Start 2.xは、実行時におよそ
50Mバイトのメモリーを消費します。SolarisWeb Start 2.xを使用してインストールする場
合は、swap -sコマンドなどで空きスワップ容量を確認し、不足している場合は、メモ
リーの消費量が多いアプリケーションを終了するか、スワップファイルを作成してス
ワップ領域を追加してください。詳細は、swap(1M)のマニュアルページを参照してくだ
さい。

[日本語環境のみ]デフォルトロケールに関係なく
インストールログが EUCテキストファイルで生成
される
選択したデフォルトロケールに関係なく、install_log、upgrade_logなどの Solarisのイ
ンストールログファイルは、EUC (jaロケール)テキストとして生成されます。

回避方法:コードコンバータで変換して参照するか、テキストエディタなどのGUIツール
を jaロケールで起動して参照してください。

インストール全般に関する注意事項とバグ情報
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[日本語環境のみ]日本語キーボード入力
日本語タイプ 5キーボードはOpenBoot PROMのバージョンによっては、モニターレベル
でタイプ 4キーボードとして動作します。そのため、モニターレベルでは、キーボード
上の印字と実際の入力が一部異なります。次の表を参照してください。その他の注意事
項は、U.S.タイプ 5キーボードと同じです。『Sunタイプ 5キーボードプロダクトノー
ト』を参照してください。

表 1–5日本語キーボード上の印字と実際の入力文字

日本語タイプ 5キーボード上の印字 実際の入力文字

“ @

& ^

’ &

( *

) (

Shift-0 )

= _

~ +

^ =

￥ \

@ [

‘ {

[ ]

{ }

+ :

: ’

* “

] ‘

} ~

_ LF

\ LF
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Solaris 9 9/05HWSOFTWARE1of 2CDからのインストール
に関する注意事項とバグ情報

Solaris 9 9/05HWSOFTWARE 1 of 2 CDからインストールする場合の注意事項と問題につい
て説明します。

ファイルシステムの作成時に警告メッセージが出
力されることがある (4189127)
インストール中、ファイルシステムの作成時に、次のどちらかの警告メッセージが出力
される可能性があります。

Warning: inode blocks/cyl group (87) >= data blocks (63) in last

cylinder group. This implies 1008 sector(s) cannot be allocated.

または

Warning: 1 sector(s) in last cylinder unallocated

この警告メッセージは、作成中のファイルシステムのサイズと使用しているディスク上
の容量が等しくない場合に表示されます。この場合、ディスク上に、作成中のファイル
システムには取り込まれない未使用の領域ができます。この未使用のディスク領域は、
他のファイルシステムに割り当てることはできません。

回避方法:警告メッセージは無視してください。警告メッセージが表示されても問題は発
生しません。

[日本語環境のみ] CDからのインストールで「コア
システムサポート」をインストールする場合の注
意事項
CDからのインストールにおいて、ソフトウェアグループとして「コアシステムサポー
ト」を選択した場合、インストールするロケールとして日本語ロケールを選択しても、
LANGUAGESCDに含まれる日本語パッケージはインストールされません。これは、
SOFTWARE 1 of 2 CDのインストールが完了し、システムがリブートした後、コアシステ
ムの環境で LANGUAGESCDのインストールを起動できないためです。

回避方法 :インストール終了後、次のように pkgadd(1M)コマンドを使用して
LANGUAGESCDに含まれる必要な日本語パッケージをインストールしてください。

# cd /cdrom/sol_9_904_lang_sparc/components/Japanese/sparc/Packages

# pkgadd -d . SUNWjfpre SUNWjfpue SUNWjos SUNWjws2

Solaris 9 9/05HWSOFTWARE 1 of 2 CDからのインストールに関する注意事項とバグ情報
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LANGUAGESCDのイメージを含むインストールサーバーを使用して Solaris suninstallプ
ログラムによるインストールを行う場合や、SolarisWeb Start 3.0でインストールする場合
は、この問題は起こりません。

アップグレードに関する注意事項
Solaris 9 9/05HWリリースにアップグレードする場合の注意事項について説明します。

Solaris LiveUpgradeを実行するには、追加パッチ
が必要
Solaris Live Upgradeを正しく操作するためには、使用するOSバージョンに特定のパッチ
リビジョンのセットをインストールする必要があります。

Live Upgradeをインストールする、または実行する前に、特定のパッチリビジョンの
セットをインストールする必要があります。http://sunsolve.sun.comを参照して、最新の
パッチリストを使用しているかどうか確認してください。さらに詳しい情報は、SunSolve
のWebサイトで、info Doc 72099を参照してください。

Solaris LiveUpgradeパッケージをインストールす
るときの制限
Solaris 2.6、Solaris 7、または Solaris 8リリースを実行している場合、 Solaris Live Upgradeイ
ンストールプログラムを実行できない可能性があります。これらのリリースには、JavaTM

2実行環境を実行するのに必要なパッチセットが含まれていません。

これにより発生する失敗で一番多いのは、Javaの例外エラーです。次のメッセージが表
示される場合があります。

InvocationTargetException in ArchiveReader constructornull

java.lang.reflect.InvocationTargetException

at install.instantiateArchiveReader(Compiled Code)

at install.<init>(Compiled Code)

at install.main(Compiled Code)

Solaris Live Upgradeインストールプログラムを実行してパッケージをインストールするた
めには、Java 2実行環境の推奨パッチクラスタが必要です。

回避方法:次の回避方法を完了してください。

� pkgaddコマンドを使用して、Solaris Live Upgradeパッケージをインストールします。
詳細な手順については、『Solaris 9 9/04インストールガイド』の第 35章「Solaris Live
Upgradeによるブート環境の作成 (作業)」の「Solaris Live Upgradeによるブート環境の
作成」を参照してください。

アップグレードに関する注意事項
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� Java 2実行環境の推奨パッチクラスタをインストールします。パッチクラスタは、
http://sunsolve.sun.comで入手できます。その後、 Solaris Live Upgradeインストールプ
ログラムを使用してパッケージをインストールできます。

Solaris 9 9/05HWソフトウェアに、SUNWsanがイン
ストールされていると StorageAreaNetwork (SAN)
にアクセスできない
使用している Solaris 8システムが、 StorageArea Network (SAN)に接続されている場合、
Solaris 9 9/05HWリリースにアップグレードする前にサポートエンジニアに確認してくだ
さい。SUNWsanがインストールされている Solaris 8システムを、Solaris 9 9/05HWリリース
にアップグレードするには特別な手順が必要なことがあります。システムに SUNWsan

パッケージがインストールされているかどうかを確認するには、端末ウィンドウで次の
コマンドを入力します。

# pkginfo SUNWsan

SUNWsanパッケージがインストールされていると、次の情報が表示されます。

system SUNWsan SAN Foundation Kit

Solaris suninstallプログラムによるアップグレー
ドでのロケール選択
Solaris 8から、インストールするロケールを選択する機構が変更されました。このため、
Solaris suninstallプログラムを使用して Solaris 8より前のシステムを Solaris 9 9/05HWへ
アップグレードすると、既存システムのインストール時に明示的にインストールしな
かったロケールが「地域の選択」画面で自動的に選択されます。これは、既存システム
のインストール時に明示的に指定していないロケールのソフトウェアが、暗黙のうちに
インストールされていたためです。

既存システムのインストール時にインストールするロケールとして明示的に指定しな
かったロケールが含まれている地域を、「地域の選択」画面で選択解除することができ
ます。余分なロケールをそのまま選択解除せずにアップグレードを行なっても問題はあ
りません。アップグレードしたシステムには、アップグレード前と同じレベルのロケー
ル環境がサポートされます。ただし、既存のシステムに明示的にインストールしたロ
ケールは、「地域の選択」画面で削除することはできません。

アップグレードに関する注意事項
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x86: Solaris 9 9/05HW INSTALLATIONCD (x86版)を使
用して Solaris 2.6ソフトウェアまたは Solaris 7ソ
フトウェアを実行する x86システムをアップグ
レードできない
Solaris 9 9/05HW INSTALLATIONCD (x86版)を使用して、Solaris 2.6ソフトウェアまたは
Solaris 7ソフトウェアを実行する x86システムを Solaris 9 9/05HWリリースへアップグ
レードすることはできません。アップグレードができないのは、x86ブートパー
ティションに関する制限事項のためです。

回避方法:x86システムでは、Solaris 9 9/05HWSOFTWARE 1 of 2 CD (x86版)を使用して、
Solaris 2.6または Solaris 7ソフトウェアから Solaris 9 9/05HWリリースへのアップグレード
を行なってください。

旧バージョンの SolarisManagement Consoleソフ
トウェアは Solaris管理コンソール (Management
Console) 2.1ソフトウェアと互換性がない
Solaris管理コンソール (Management Console) 2.1ソフトウェアは、旧バージョンの Solaris
Management Console 1.0、1.0.1、1.0.2ソフトウェアと互換性がありません。Solaris
Management ConsoleTM 1.0、1.0.1、1.0.2のいずれかのソフトウェアがインストールされた
状態で Solaris 9 9/05HWリリースおよびその互換バージョンにアップグレードしたい場合
は、 SolarisManagement Consoleソフトウェアをアンインストールする必要があります。
システムに SEAS 2.0、SEAS 3.0、Solaris 8Admin Packのいずれかがインストールされてい
ると、SolarisManagement Consoleソフトウェアが終了することがあります。

回避方法:次のいずれかを実行してください。

� アップグレードする前に /usr/bin/prodregコマンドを実行して、SolarisManagement
Consoleソフトウェアのフルアンインストールを行います。

� Solaris 9 9/05HWリリースへのアップグレード前に SolarisManagement Consoleソフト
ウェア 1.0、1.0.1、1.0.2をアンインストールしていなかった場合は、Solaris
Management Consoleソフトウェア 1.0、1.0.1、1.0.2のすべてのパッケージを削除する必
要があります。パッケージの削除には prodregコマンドではなく、pkgrmコマンドを使
用します。必ず、手順に記載された順番どおりに削除してください。以下の手順に従
います。

1. スーパーユーザーになります。
2. 次のコマンドを実行します。

# pkginfo |grep "Solaris Management Console"

# pkginfo |grep "Solaris Management Applications"

# pkginfo |grep "Solaris Diskless Client Management Application"

アップグレードに関する注意事項
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上記の出力結果で、パッケージ名の説明文の先頭に「SolarisManagement Console
2.1」という文字列がない場合、そのパッケージは SolarisManagement Console 1.0ソ
フトウェアのパッケージです。

3. pkgrmを使用して、SolarisManagement Console 1.0ソフトウェアパッケージのすべて
のインスタンスを次の順序で削除します。

注 –説明文に「SolarisManagement Console 2.1」という文字列が含まれている
パッケージは削除しないでください。たとえば、SUNWmc.2は Solaris管理コンソー
ル 2.1ソフトウェアのパッケージです。

pkginfoの出力に、複数のバージョンの SolarisManagement Console 1.0ソフト
ウェアパッケージが含まれている場合は、pkgrmを使用して、すべてのバージョン
を削除してください。このとき、パッケージ名の末尾に番号が付いていないもの
を先に削除します。その後で、末尾に番号が付いているものを削除してくださ
い。たとえば、pkginfoの出力に SUNWmcmanと SUNWmcman.2が含まれている場合、
最初に SUNWmcmanを削除して、次に SUNWmcman.2を削除します。prodregは使用し
ないでください。

# pkgrm SUNWmcman

# pkgrm SUNWmcapp

# pkgrm SUNWmcsvr

# pkgrm SUNWmcsvu

# pkgrm SUNWmc

# pkgrm SUNWmcc

# pkgrm SUNWmcsws

4. 端末エミュレータで次のコマンドを実行します。

# rm -rf /var/sadm/pkg/SUNWmcapp

これで Solaris管理コンソール 2.1ソフトウェアが正しく機能するようになります。将
来 Solaris管理コンソール 2.1ソフトウェアの保守を行う際は、または、Solaris管理コ
ンソール 2.1ソフトウェアが正しく機能しない場合は、Solaris管理コンソール 2.1ソフ
トウェアをいったん削除します。次の手順で再インストールしてください。

1. pkgrmを使用して、Solaris管理コンソール 2.1ソフトウェアパッケージのすべての
インスタンスを次の順序で削除します。

注 – SUNWmcと SUNWmc.2のように、ある Solaris管理コンソール 2.1ソフトウェア
パッケージに対して複数のインスタンスがシステム上に存在する場合は、最初に
SUNWmcを削除して、次に SUNWmc.2を削除してください。prodregは使用しないでく
ださい。

# pkgrm SUNWjadcl

# pkgrm SUNWjrmui

# pkgrm SUNWjlvmg
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# pkgrm SUNWjmga

# pkgrm SUNWjsmc

# pkgrm SUNWpmgr

# pkgrm SUNWrmui

# pkgrm SUNWlvmg

# pkgrm SUNWlvma

# pkgrm SUNWlvmr

# pkgrm SUNWdclnt

# pkgrm SUNWmga

# pkgrm SUNWmgapp

# pkgrm SUNWmcdev

# pkgrm SUNWmcex

# pkgrm SUNWwbmc

# pkgrm SUNWmc

# pkgrm SUNWmcc

# pkgrm SUNWmccom

2. Solaris 9 9/05HWSOFTWARE 1 of 2 CDをCD-ROMドライブに挿入し、端末エ
ミュレータで次のコマンドを実行します。

# cd /cdrom/sol_9_904_sparc/s0/Solaris_9/Product

# pkgadd -d . SUNWmgapp

3. CDを取り出して、Solaris 9 9/05HWSOFTWARE 2 of 2 CDをCD-ROMドライブに挿
入し、端末エミュレータで次のコマンドを実行します。

# cd /cdrom/sol_9_904_sparc_2/s0/Solaris_9/Product

# pkgadd -d . SUNWmccom SUNWmcc SUNWmc SUNWwbmc SUNWmcex SUNWmcdev SUNWmga SUNWdclnt

4. CDを取り出して、Solaris 9 4/04 LANGUAGESCDをCD-ROMドライブに挿入し、
端末エミュレータで次のコマンドを実行します。

# cd /cdrom/sol_9_904_lang_sparc/s0/components/Japanese/sparc/Packages

# pkgadd -d . SUNWjsmc SUNWjmga SUMWjadcl SUNWjlvmg SUNWjrmui

これによって、すべての旧バージョンの SolarisManagement Consoleソフトウェアが削
除され、Solaris管理コンソール 2.1ソフトウェアが正しく機能するようになります。

アップグレード時に発生するバグ情報
Solaris 9 9/05HWリリースへのアップグレード時に発生するバグ情報について説明しま
す。

アップグレード時に発生するバグ情報
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Solaris LiveUpgradeの使用時にインストールプロ
グラムが表示するテキストに関する問題
(4736488)
Solaris Live Upgradeで luupgrade(1M)コマンドに -iオプションを指定して、アクティブで
ないブート環境をアップグレードした場合、言語によってはインストールプログラムが
表示するテキストが判読不能になります。これは、現在のブート環境にはあるが古いリ
リースには存在しないフォントを、インストールプログラムが要求した場合に発生しま
す。

回避方法:次のいずれかを実行してください。

� SOFTWARE 1 of 2 CD、2 of 2 CD、および LANGUAGESCDを統合したネットワークイ
ンストールイメージを使用してインストールします。

� システムの環境変数を設定し、Cロケールを有効にします。
� BourneシェルまたはKornシェルを使用している場合は、次の手順を実行します。

1. Cロケールを設定します。

# LANG=C; export LANG

2. インストールを開始します。
� Cシェルを使用している場合は、次の手順を実行します。

1. 次のコマンドを入力します。

# csh

2. Cロケールを設定します。

# setenv LANG C

3. インストールを開始します。

SPARC:アップグレードの際に、SUNWjxcft

パッケージの削除でエラーが記録される
(4525236)
Solaris 8ソフトウェアから Solaris 9またはそれ以降のリリースへのアップグレードの際、
SUNWjxcftパッケージが削除されるときに、次のようなエラーメッセージが upgrade_log

ファイルに記録されます。

Removing package SUNWjxcft:

Can’t open /a/usr/openwin/lib/locale/ja/X11/fonts/TTbitmaps/fonts.upr

Can’t open /a/usr/openwin/lib/locale/ja/X11/fonts/TTbitmaps/fonts.scale

アップグレード時に発生するバグ情報
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Can’t open /a/usr/openwin/lib/locale/ja/X11/fonts/TTbitmaps/fonts.alias

Can’t open /a/usr/openwin/lib/locale/ja/X11/fonts/TT/fonts.upr

Can’t open /a/usr/openwin/lib/locale/ja/X11/fonts/TT/fonts.scale

Can’t open /a/usr/openwin/lib/locale/ja/X11/fonts/TT/fonts.alias

Removal of <SUNWjxcft> was successful

回避方法:このエラーメッセージは無視してください。アップグレード後の環境で問題は
発生しません。

Solaris 9 9/05HWリリースにアップグレードする
と既存の Secure Shellデーモン (sshd)が使用できな
くなることがある (4626093)
/etc/init.d/sshdデーモンから他社の Secure Shell (OpenSSHなど)を実行しているシステ
ムの場合、Solaris 9 9/05HWリリースにアップグレードすると、既存の Secure Shellデーモ
ンが使用できなくなります。アップグレード時に、Solaris 9 9/05HWのソフトウェアが、
Solaris 9 9/05HWの sshdで /etc/init.d/sshdの内容を上書きし、既存の sshdが失われま
す。

回避方法:次のいずれかを実行してください。

� システムに Secure Shellプロトコルサーバープログラムが不要な場合は、アップグレー
ド時に SUNWsshdrパッケージと SUNWsshduパッケージをインストールしない。

� システムに Secure Shellプロトコルサーバープログラムもクライアントプログラムもど
ちらも不要な場合は、アップグレード時に Secure Shell Cluster (SUNWCssh)をインストー
ルしない。

/exportディレクトリが満杯に近いシステムの
アップグレードが失敗する (4409601)
/exportディレクトリの空き容量がゼロに近い状態で、システムを Solaris 9 9/05HWリ
リースにアップグレードしようとすると、/exportディレクトリ容量の必要条件の計算に
誤りが発生し、アップグレードに失敗します。この問題は、ディスクレスクライアント
がインストールされている場合によく発生します。または、/exportディレクトリに他社
製のソフトウェアがインストールされている場合にも発生します。次のエラーメッセー
ジが表示されます。

WARNING: Insufficient space for the upgrade.

回避方法:アップグレードの前に、次のいずれかを実行してください。

� アップグレードが完了するまで、一時的に /exportディレクトリの名前を変更する
� アップグレードが完了するまで、/etc/vfstabファイル内の /exportの行を一時的にコ
メントアウトする

アップグレード時に発生するバグ情報
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� /exportが別のファイルシステムである場合は、アップグレードを実行する前に
/exportのマウントを解除する

ディスクレスサーバーおよびディスクレスクライ
アントのアップグレード (4363078)
現在のシステムが、SolsticeAdminSuiteTM 2.3のDiskless Clientツールによってインストール
されたディスクレスクライアントをサポートしている場合、2つの手順を実行する必要が
あります。

1. 既存のディスクレスクライアントのうち、サーバーと同じ Solarisバージョンで同じ
アーキテクチャのものをすべて削除します。

2. Solaris 9 9/05HWリリースをインストールするか、または Solaris 9 9/05HWリリースに
アップグレードします。

具体的な手順については、『Solarisのシステム管理 (基本編)』を参照してください。

ディスクレスクライアントを削除せずに Solaris 9 9/05HWソフトウェアをインストールし
ようとすると、次のようなエラーメッセージが表示されます。

スライス <xxxxxxxx> 上の Solaris のバージョン (version-number) が
アップグレードできません。ディスク上にインストールされたソフトウェア構成に
未知の問題があります。

このエラーメッセージの version-numberは、現在、システムで稼働している Solarisのバー
ジョンを表します。<xxxxxxxx>は、このバージョンの Solarisソフトウェアを実行してい
るスライスです。

アップグレード後に発生するバグ情報
Solaris 9 9/05HWリリースへのアップグレード後に発生するバグ情報について説明しま
す。

Solaris LiveUpgradeを使用して、以前の Solarisリ
リースをアップグレードした場合に、廃止された
アンインストーラーは削除されない (6198380)
Solaris Live Upgradeを使用して、次のリリースからSolaris 9 9/05HWに更新した場合に
は、廃止されたアンインストールプログラムは、削除されません。

� Solaris 8 OS
� Solaris 9 9/05HWOSより以前のSolaris 9

アップグレード後に発生するバグ情報
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/var/sadm/prodディレクトリに過去のOSのアンインストールプログラムが残ります。

次の廃止されたアンインストーラーは削除されません。

� uninstall_Alternate_Pathing_2_3_1.class
� uninstall_CDRW_1_1.class
� uninstall_CDRW_1_0.class
� uninstall_Java3D_1_3.class
� uninstall_Java3D_1_2_1_04.class
� uninstall_Java3D_1_2_1_03.class
� uninstall_Man_Page_Supplement.class
� uninstall_OpenGL_1_2_3.class
� uninstall_Netscape_6_2_3.class
� uninstall_Netscape_6_2_1_Beta.class
� uninstall_PC_launcher_1_0_2.class
� uninstall_PC_launcher_1_0_1_PCfileviewer_1_0_1.class
� uninstall_RSC_2_2_2.class
� uninstall_RSC_2_2_1.class
� uninstall_RSC_2_2.class
� uninstall_ShowMeTV_1_3.class
� uninstall_Sun_Hardware_AnswerBook.class
� uninstall_SunATM_5_0.class
� uninstall_SunFDDI_PCI_3_0.class
� uninstall_SunFDDI_SBus_7_0.class
� uninstall_Sun_Fire_880_FC-AL_Backplane_Firmware_1_0.class
� uninstall_SunForum_3_1.class
� uninstall_SunVTS_5_1_PS6.class
� uninstall_SunVTS_5_1_PS5.class
� uninstall_SunVTS_5_1_PS4.class
� uninstall_SunVTS_5_1_PS3.class
� uninstall_SunVTS_5_1_PS2.class
� uninstall_SunVTS_5_1_PS1.class
� uninstall_SunVTS_5_0.class
� uninstall_System_Management_Services_1_4.class
� uninstall_System_Management_Services_1_3.class
� uninstall_System_Management_Services_1_2.class
� uninstall_WBEM_DR_1_0.class
� uninstall_Web_Start_Wizards_SDK_3_0_1.class
� uninstall_Web_Start_Wizards_SDK.class

回避方法:システムをアップグレードした後に /var/sadm/prodディレクトリから、廃止さ
れたアンインストーラーを手動で削除してください。

アップグレード後に発生するバグ情報
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SPARC:推奨パッチのアップグレードまたは適用
後、SAM-FS/QFSに関連する問題が発生する
(5003346)
次のいずれかの操作を実行すると、SAM-FS/QFSデーモンが起動せず、ファイルシステム
がマウントできない状態になります。

� Solaris 9 4/04リリースにアップグレードする。
� Solaris 9推奨パッチ群 (Solaris 9パッチ ID 112233-11)を適用する。

このエラーは、デーモンが通常使用するシステムコール 181を、異なるモジュールが使
用しているために発生します。これらのモジュールは、上記操作で適用したパッチに
よって導入されます。次のエラーメッセージが /var/adm/messagesに記録されます。

/var/adm/messages

Jan 5 13:28:46 host genunix: [ID 147998 kern.warning] WARNING: system

call entry 181 is already in use

Jan 5 13:28:46 host samfs: [ID 798779 kern.warning] WARNING: SAM-FS:

modload(samsys) failed.

さらに、次のエラーメッセージも /var/adm/sam-logに記録されます。

/var/adm/sam-log

Jan 5 13:30:08 host sam-fsd[355]: [ID 617651 local4.alert] Fatal error -

samsys module not loaded

Jan 5 13:30:08 host sam-fsd[355]: [ID 765074 local4.alert] Correct

problem and ’kill -HUP 355’

次の手順を実行してください。

1. スーパーユーザーになります。
2. modinfoの出力に grep 181を実行して、システムコール 181がほかのモジュールに
よって使用されているかどうかを判断します。

# modinfo | grep 181

8 1181aa0 38c4 1 1 TS (time sharing sched class)

15 11b1092 181a 12 1 sad (STREAMS Administrative Driver ’)

43 1295cd8 ce9 181 1 ssc050 (SSC050 i2c device driver: v1.4)

158 7813a87f 181c 95 1 cpc (cpc sampling driver v1.10)

158 7813a87f 181c 179 1 cpc (cpc sampling system call)

158 7813a87f 181c 179 1 cpc (32-bit cpc sampling system call)

この例では、システムコール 181がほかのモジュールによって使用されています。し
たがって、ほかの未使用のシステムコール値を使用するように samsysを構成します。

3. /etc/name_to_sysnumを編集して、samsysが使用するシステムコール値を 182またはほ
かの未使用の値 (0～ 255)に変更します。

アップグレード後に発生するバグ情報
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samsys 182

4. システムをブートして、samsysを再構成します。

# shutdown -y -g0 -i0

OK> boot -r

5. /var/adm/messagesにエラーメッセージがなく、すべての SAM-FSファイルシステムが
マウント可能であることを確認します。

SPARC:アップグレード後にパッチを削除すると
WBEMリポジトリが破壊されることがある
(4820614)
次のような手順で操作した場合、WBEMリポジトリのCommon InformationModel (CIM)
データベースが破壊される可能性があります。

� Solaris 9ソフトウェアを実行しているシステムに Solaris 9リリースのパッチ 112945の
リビジョンを適用します。

� 上の手順で適用したパッチを削除します。

WBEMリポジトリが破壊された場合、Solaris管理コンソールのログビューアに次のエ
ラーメッセージが表示されます。

CIM_ERR_FAILED:

/usr/sadm/lib/wbem/../../../../var/sadm/wbem/logr/

preReg/PATCH113829install/Solaris_Application.mof,18,ERR_SEM,

ERR_EXC_SET_CLASS,CIM_ERR_FAILED:Other Exception:

java.io.StreamCorruptedException: invalid stream header

回避方法:次のいずれかを実行してください。

� WBEMリポジトリの破壊を防ぐには、次の手順を実行します。
1. スーパーユーザーになります。
2. パッチを適用する前に、WBEMリポジトリのバックアップを作成します。

# cp -r /var/sadm/wbem/logr path/logr

pathには、バックアップ用WBEMリポジトリのパスを指定します。
3. パッチのバックアウト後、WBEMリポジトリが破壊されたら、WBEMサーバーを
停止します。

# /etc/init.d/init.wbem stop

4. バックアップ用WBEMリポジトリを復元します。

# cp -rf path/logr /var/sadm/wbem/logr

アップグレード後に発生するバグ情報
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5. WBEMサーバーを再起動します。

# /etc/init.d/init.wbem start

� 次の手順で、新しいWBEMリポジトリを作成します。

注 –この方法では、すでに破壊されたWBEMリポジトリのデータを回復することはで
きません。インストール時にリポジトリに追加されたデータはすべて失われます。

1. スーパーユーザーになります。

2. WBEMサーバーを停止します。

# /etc/init.d/init.wbem stop

3. /logrディレクトリからファイルを削除します。

# rm /var/sadm/wbem/logr/*

4. /notFirstTimeディレクトリを削除します。

# rmdir notFirstTime

5. WBEMサーバーを起動します。

# /etc/init.d/init.wbem start

6. 独自のManagedObject Format (MOF)ファイルを手動でコンパイルします。

# /usr/sadm/bin/mofcomp MOF-filename

アップグレードを行うと、システムのデフォルト
ロケールが正しく設定されない (バグ ID: 4233535)
Solaris 9 9/05HWへのアップグレードを行うと、アップグレード時に設定したデフォルト
ロケールがシステムのデフォルトロケールに正しく設定されない場合があります。

Solaris 9 9/05HWSOFTWARE 1 of 2 CDを使用したアップグレードの場合、SOFTWARE 1 of
2 CDのインストールの終了後、自動ブートしたシステムが英語環境で起動し、
SOFTWARE 2 of 2 CDおよび LANGUAGESCDのインストール画面が英語で表示されるこ
とがあります。

回避方法:アップグレード終了後、システムのデフォルトロケールを /etc/default/init

ファイルの LANG環境変数に設定してください。

アップグレード後に発生するバグ情報
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日本語フォントディレクトリに、古いフォント設
定ファイルが残ってしまう (4677463)
Solaris 8および Solaris 8アップデートリリースから Solaris 9 9/05HWへアップグレードを
行うと、古いフォント設定ファイル (ファイル末尾に :8が付く)が残ります。

回避方法:古いフォント設定ファイルは削除してください。

# rm /usr/openwin/lib/locale/ja/X11/fonts/TTbitmaps/fonts.upr:8

# rm /usr/openwin/lib/locale/ja/X11/fonts/TTbitmaps/fonts.scale:8

# rm /usr/openwin/lib/locale/ja/X11/fonts/TTbitmaps/fonts.alias:8

# rm /usr/openwin/lib/locale/ja/X11/fonts/TT/fonts.upr:8

# rm /usr/openwin/lib/locale/ja/X11/fonts/TT/fonts.scale:8

# rm /usr/openwin/lib/locale/ja/X11/fonts/TT/fonts.alias:8

64ビット Solarisに関する注意事項とバグ情報
64ビット Solarisをインストールする場合の、注意事項とバグ情報について説明します。

SPARC:一部の SunUltraSPARCシステム (sun4U)で
は、ブート FlashPROMをアップデートする必要が
ある

注 –システムがすでに 64ビット対応のファームウェアを実行している場合、Flash PROM
のアップデートは不要です。

UltraSPARCTMシステム上で 64ビット Solarisソフトウェアを実行する場合、システムの
Flash PROMファームウェアのアップデートが必要な場合があります。 Solaris 9 9/05HWイ
ンストールプログラムには、64ビットサポートを追加する選択肢があります。
UltraSPARCシステムにインストールする場合は、この 64ビットサポートがデフォルトで
選択されます。64ビットシステムは、200MHz以上のCPU速度を持つ場合のみ、デ
フォルトで 64ビットでブートします。

注 – SunシステムまたはUltraSPARCシステムで 32ビット Solarisソフトウェアを実行する
場合は、Flash PROMのアップデートは不要です。

次の表に、UltraSPARC (sun4UTM)システムと必要な最小限のファームウェアバージョンを
示します。システムタイプは、uname -iコマンドを実行して確認できます。実行中の
ファームウェアバージョンは、prtconf -Vコマンドを実行して確認できます。

64ビット Solarisに関する注意事項とバグ情報
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表 1–6UltraSPARCシステム上で 64ビット Solarisソフトウェアを実行するために必要な
ファームウェアバージョン
ファームウェアバージョン (続き)

システムタイプ (uname -iで出力される)
必要最小限のファームウェアバージョン (prtconf -Vで出
力される)

SUNW,Ultra-1-Engine 3.10.0

SUNW,Ultra-1 3.11.1

SUNW,Ultra-2 3.11.2

SUNW,Ultra-4 3.7.107

SUNW,Ultra-Enterprise 3.2.16

注 –この表に記載されていないシステムでは、Flash PROMをアップデートする必要はあ
りません。

Solaris CDを使用して Flash PROMをアップデートする方法については、Solaris 9 on Sun
Hardware Collectionのマニュアルをご覧ください。このコレクション中のマニュアルは、
http://docs.sun.comで参照できます。

DOCUMENTATIONCDに関する注意事項
Solaris 9 9/05HWリリースのDOCUMENTATIONCDに関する注意事項について説明しま
す。

Solaris 2.6、7、および8ソフトウェアが稼働して
いる文書サーバーに9文字より長い名前のド
キュメントパッケージをインストールできない
翻訳された PDF形式の文書コレクションの中には、パッケージ名が 9文字を超えるもの
があります。Solaris 7または 8ソフトウェアが稼働しているサーバーに、このような PDF
コレクションをインストールする場合は、先にパッチを 2つインストールしておく必要
があります。

注 –このリリースの時点では、Solaris 2.6サーバー用のパッチはありません。

回避方法:これらのパッチのインストール手順については、ドキュメントメディア、
Solaris 9 9/04 Documentation CD 1 of 2、2 of 2、またはDVDにある Solaris Documentation
Important Informationファイルを参照してください。ファイルは次のディレクトリにあり
ます。

DOCUMENTATIONCDに関する注意事項

第 1章 • インストールに関する注意事項とバグ情報 57

http://docs.sun.com


mount-point/README/locale/install_locale.html

たとえば、Solaris 9 9/04 Documentation CD 1 of 2の英文ファイルは次のディレクトリにあ
ります。

sol_9_doc_1of2/README/C/install_C.html

DOCUMENTATIONCDのインストールに関するバグ情報
Solaris 9 9/05HWリリースのDOCUMENTATIONCDのインストールに関するバグ情報に
ついて説明します。

Solaris 9 9/04DOCUMENTATIONCDの uninstaller

ユーティリティのUninstallが適切に機能しない
(4675797、4627776)
Solaris 9 Product Registryから立ち上げる Solaris 9 9/04 DOCUMENTATIONCDの
uninstallerで「全体」を選択した場合、uninstallerはデフォルトでインストールされ
るマニュアルパッケージしか削除しません。

回避方法: uninstallerのアンインストール形式の選択で「部分」を選択して、アンイン
ストールしたいパッケージを選択します。

コマンド行インタフェースモードでは
DOCUMENTATIONCDの確認画面が表示されない
(4520352)
-nodisplayオプションを指定してSolaris 9 9/04 DOCUMENTATIONCDのインストールプ
ログラムを使用すると、確認画面が正しく表示されないことがあります。

回避方法: Solaris 9 9/04 DOCUMENTATIONCDのインストールプログラムを使用するとき
に、-nodisplayオプションを指定しないでください。Solaris 9 9/04 DOCUMENTATIONCD
をインストールするときには、グラフィカルユーザーインタフェース (GUI)モードを使
用してください。

DOCUMENTATIONCDのインストールに関するバグ情報
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インストール時のローカライズに関する注意事項
Solaris 9 9/05HWソフトウェアのインストール時のローカライズに関する注意事項につい
て説明します。

選択したロケール以外のロケールもインストール
されることがある
Solaris 9 9/05HWリリースでは、インストールするロケールを選択した場合、関連するほ
かのロケールもインストールされることがあります。これは、すべての完全ロケール
(メッセージが翻訳されている)とアジアおよび日本語の部分ロケールが、言語単位で
パッケージ化し直されたためです。ほかの部分ロケールは従来通りに地理上の分類 (中央
ヨーロッパなど)に基づいて、パッケージ化されてインストールされます。

インストール時のローカライズに関するバグ情報
Solaris 9 9/05HWリリースのインストール時のローカライズに関するバグ情報について説
明します。

Solaris LiveUpgradeを使用すると、LANGUAGECD
からデフォルトですべての言語がインストールさ
れる (4898832)
Solaris 9 9/05HWリリースをインストールするのに複数のCDを使用する Solaris Live
Upgradeで行うと、LANGUAGECDからデフォルトですべての言語がインストールされ
ます。

インストール後、インストール時に選択したロケール以外のロケールでシステムにログ
インすると、判読できない文字が表示される可能性があります。

回避方法:インストール時に、カスタムインストールオプションを選択します。
LANGUAGECDインストール時にインストールする必要のない言語のチェックをすべて
解除します。

インストール時のローカライズに関するバグ情報
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タイ語、ロシア語、ポーランド語、カタロニア語
を完全にサポートする Solaris 8ソフトウェアを実
行しているシステムをアップグレードすると、無
効なパッケージがシステムに残る (4650059)
Solaris 8 Language Supplement CDがインストールされている Solaris 8ソフトウェアを実行
しているシステムを Solaris 9 9/05HWリリースにアップグレードする場合、いくつかの無
効なパッケージがあります。タイ語、ロシア語、ポーランド語、およびカタロニア語の
ロケールパッケージがシステムに残ります。これらのロケールパッケージでは
ARCH=sparcallが設定されているので、Solaris 9 9/05HWリリースへのアップグレード時に
削除されません。

回避方法: Solaris 9 9/05HWリリースにアップグレードする前に、Solaris Product Registryア
プリケーションを使用して Solaris 8 Languages Supplement CDパッケージを削除してくださ
い。

インストール時のローカライズに関するバグ情報
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実行時の注意事項とバグ情報

この章では、問題として認識されている実行時の問題について説明します。

注 – Solaris 9 9/05HWリリースは、x86プラットフォームには対応していません。本書は、
Solaris 9 9/05ソフトウェアを使用している x86プラットフォームに適用される情報を含ん
でいます。

64ビット Solarisのバグ

SPARC: luxadm -eのportがデバイスパスを切り詰
める (5028518)
Seattle (V215およびV245)、Boston (V445)、およびChicago (U45)の新しいハードウェアプ
ラットフォーム上で、Solaris 5.9の SANKit 4.4.11によって提供される luxadmユーティリ
ティーに -eオプションを指定して使用すると、ポートの出力が切り詰められます。この
ユーティリティーは、FC物理パスを 65文字に切り詰めます。しかし、前述のプラット
フォームでは、物理デバイスの文字列の長さが 65文字を超えます。この切り詰めが起こ
ると、NBU、EBS、VXSFなどの他社製アプリケーションを実行しているすべての fc hba
で障害を引き起こします。

この問題は 113043–13パッチによって修正されるため、これらのプラットフォームのユー
ザーはこのパッチをインストールする必要があります。このパッチは、SUNWluxop
パッケージで構成され、SANKit 4.4.11のインストール後にインストールする必要があり
ます。このパッチに一覧されているバイナリ (付録Aの SPARCパッチの一覧を参照)は、
Solaris 5.9用 SANKit 4.4.11の SUNWluxopパッケージ内の既存バイナリを置き換えます。

次のエラーメッセージが表示されます。

luxadm -e port is truncated to 65 characters.
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回避方法:

1. Solaris 9 9/05HWリリースをインストールします。
2. SANKit 4.4.11をインストールします。
3. パッチ 113043–13をインストールします。

システムパニックの問題

SPARC: ql_task_thread+0x660でqlcパニックが発生
する (6390862)
タイミングによって、さまざまな状況でシステムパニックが発生します。

回避方法: SunDownload Centerから入手できる、最新の Sun StorEdge SAN 4.4.11 (またはそ
れ以降のバージョン)をインストールしてください。

rloginの問題

SPARC:バグ5104883の修正適用後にコンソール上
で rloginからログアウトすると、壊れた出力が生
成される (6403830)
この問題が発生するとき、実際にエラーメッセージが表示されるわけではありません。
ただし、プロセスが rloginセッションから出るときに、通常のメッセージ「Connection

closed ...」が壊れることがあります。

回避方法:実行可能な操作や回避方法はなく、また必要ありません。

理論上は、これが原因でコンソールがハングアップすることがありえます。ただし、い
かなるテストによってもこの動作が発生したことはなく、顧客による報告もありませ
ん。これまでにあった事例すべての中で検出された異常は、壊れた「Connection closed

...」メッセージだけです。極端な場合には、シリアルコンソールがハングアップして、
以降の接続ができなくなる可能性がありますが、問題のマシンには telnet、ssh、または
ほかのリモートアクセスプロトコルを使って引き続きアクセスできるはずです。ただ
し、シリアルコンソールは、リブートするまでハングアップしたままになります。

システムパニックの問題

Solaris 9 9/05HWご使用にあたって • 2006年 9月62



ハードウェア関連の注意事項とバグ情報
Solaris 9 9/05HWリリースのハードウェア関連の注意事項とバグ情報について説明しま
す。

サポートされるUSBデバイスと対応するハブの構
成
このリリースの Solarisは、USB 1.1とUSB 2.0の両方のデバイスをサポートします。次の
表は、特定の構成で動作するUSBデバイスをまとめたものです。接続の種類は、コン
ピュータに直接接続しても、USBハブ経由で接続してもかまいません。USB 1.1デバイス
とハブは低速または全速であり、USB 2.0デバイスは高速であることに注意してくださ
い。ポートと動作速度の詳細については、『Solarisのシステム管理 (デバイスとファイル
システム)』を参照してください。

表 2–1USBデバイスと構成

USBデバイス 接続の種類

USB 2.0ストレージデバイス 直接、USB 1.1ハブ、USB 2.0ハブ

USB 1.1デバイス (オーディオデバイスを除
く)

直接、USB 1.1ハブ、USB 2.0ハブ

USB 1.1オーディオデバイス 直接、USB 1.1ハブ

USB 2.0オーディオデバイス サポートされません。

SPARC: PGX32ハードウェアで拡張表示識別データ
が遅延する (6272648)
PGX32TMフレームバッファー上の拡張表示識別データ (ExtendedDisplay IdentificationData:
EDID)が、モニターが電源管理状態から切り替わった際には、即座に表示されないこと
があります。モニターは、すでに電源管理状態ではありません。しかしながら、
fbconfig -prconfコマンドで生成される出力は EDIDデータ領域を「使用不可能」として
示します。数秒の遅延の後このコマンドを再入力すると、このデータ領域は「使用可
能」になります。

回避方法:無し

ハードウェア関連の注意事項とバグ情報
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USB2.0ホストコントローラを持つシステムがハ
ングアップまたはパニックすることがある
(5030842)
USB 2.0ホストコントローラを持つシステムは、このリリースの Solarisを実行している
と、頻繁にハングアップまたはパニックすることがあります。これらの問題は、NEC製
チップセットを搭載していないUSB 2.0デバイスに起因します。これらの問題が発生した
場合、EnhancedHost Controller Interface (EHCI)に関連するエラーメッセージが生成されま
す。

回避方法:システムのハードウェア構成によって、次のいずれかを実行してください。

� USB 2.0ホストコントローラハードウェアをNEC製チップセットを搭載したハード
ウェアと交換します。NEC製チップセットを搭載したUSB 2.0ハードウェアは Solaris
OSで正しく動作することが確認されています。

� USB 2.0ホストコントローラがマザーボード上に組み込まれているシステムでは、空
いている PCIスロットを利用して、次の手順を実行します。

1. NEC製チップセットを搭載したUSB 2.0 PCIカードを追加します。

2. スーパーユーザーになります。

3. マザーボード上のUSB 2.0サポートを無効にして、PCIカード上のUSB 2.0サポート
だけを有効にします。次のコマンドを実行します。

# update_drv -d -i ’"pciclass,0c0320"’ usba10_ehci

# update_drv -a -i ’"pci1033,e0"’ usba10_ehci

# reboot

4. 速度が求められるUSB 2.0デバイスについては、マザーボード上のUSBポートでは
なく、PCIカード上のUSBポートに接続します。

� 新規にUSBハードウェアをシステムに追加できない場合でも、システムの EHCIを無
効にできます。この場合は、次の手順を実行します。

1. スーパーユーザーになります。

2. 次のコマンドを実行します。

# update_drv -d -i ’"pciclass,0c0320"’ usba10_ehci

# reboot

ハードウェア関連の注意事項とバグ情報
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注 –USB 2.0ポートは 2つのハードウェア構成要素で動作します。

� 高速の場合は、EHCIで動作します。
� 低速と全速の場合は、OpenHost Controller Interface (OHCI)またはUniversal Host

Controller Interface (UHCI)で動作します。

x86ベースのシステムには、OHCI用のドライバとUHCI用のドライバが存在します。
SPARCベースのシステムには、OHCI用のドライバが存在します。したがって、SPARC
ベースのシステムの場合、EHCIを無効にしても、OHCIを持つUSB PCIカードは動作し
ます。また、x86ベースのシステムの場合、EHCIを無効にしても、OHCIまたはUHCIを
持つUSB PCIカードは動作します。どちらの場合も、EHCIを無効にしたポートに接続さ
れているUSB 2.0デバイスは、USB 1.1デバイスの速度で動作します。

自分の SPARCベースのシステムで EHCIとOHCIが存在するかどうかを確認するには、
次のコマンドを入力します。

# prtconf -D

次の例のように、EHCIエントリは 1つまたは複数のOHCIエントリの後に出力されま
す。

pci, instance #0 (driver name: pci_pci)

usb, instance #0 (driver name: usba10_ohci)

usb, instance #1 (driver name: usba10_ohci)

usb, instance #0 (driver name: usba10_ehci)

スマートカードのバグ情報
Solaris 9 9/05HWオペレーションシステムのスマートカードのバグ情報について説明しま
す。

スマートカードに対してシステムが反応しない
(4415094)
ocfservが終了し、ディスプレイがロックされている場合は、スマートカードを挿入して
も取り出しても、システムはロックされたままになります。

回避方法:次の手順を実行してシステムのロックを解除してください。

1. ocfservプロセスが終了したマシンにリモートログインして接続します。

2. スーパーユーザーになります。
3. 端末ウィンドウで次のように入力して、dtsessionプロセスを終了させます。

# pkill dtsession

スマートカードのバグ情報
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ocfservプロセスが再起動し、スマートカードのログインおよびその他の機能が復元され
ます。

スマートカードConsoleの「構成ファイルを編
集」メニュー項目が使用できない (4447632)
スマートカードConsoleの「構成ファイルを編集」メニュー項目を使用して、
/etc/smartcard/opencard.propertiesにあるスマートカードの構成ファイルを編集するこ
とができません。メニュー項目を選択すると、テクニカルサポートを受けないと編集を
継続できないことを示す警告メッセージが表示されます。

回避方法:スマートカードConsoleの「構成ファイルを編集」メニュー項目は使用しない
でください。スマートカードの設定に関する情報は、『Solarisスマートカードの管
理』を参照してください。

共通デスクトップ環境 (CDE)に関する注意事項とバグ情
報

Solaris共通デスクトップ環境 (CDE)の実行時に発生するバグの情報および注意事項につ
いて説明します。

共通デスクトップ環境 (CDE)に関する注意事項
Solaris 9では、文字集合 JIS X 0212:1990に対するフォントが、「HeiseiMin-W3H」から、
「HG-GothicB-Sun」と「HG-MinchoL-Sun」に変更になりました (今までの平成明朝体も
引き続きインストールされますが、利用するにはシステム側の変更が必要となります)。

また、文字集合 JIS X 0213:2000に関してはUTF-8ロケール上で利用可能ですが、
UNICODE3.1で定義された文字集合が対象となります (ただし、JavaおよびDPSからの利
用はできません)。

SPARC:共通デスクトップ環境のログインサービス
において、いくつかのUTF-8ロケールが利用でき
ない (5042573)
ログインサーバーが起動し、共通デスクトップ環境 (CDE)ログインサービスが起動した
とき、次のUTF-8ロケールが利用できません。

� ar_SA.UTF-8

共通デスクトップ環境 (CDE)に関する注意事項とバグ情報
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� el_GR.UTF-8
� nl_BE.UTF-8
� nl_NL.UTF-8
� pt_PT.UTF-8

回避方法:これらのロケールを使用するには、まず、これら以外のUTF-8ロケールにログ
インします。その後、コマンド行で LC_ALL変数を設定します。次に例を示します。

export LC_ALL=ar_SA.UTF-8

注 –この回避方法は SPARCベースのシステムだけに適用されます。これらのロケール
は、x86ベースのシステムでは利用できません。

CDEのリムーバブルメディア自動実行機能が削除
されている (バグ ID: 4634260)
CDEデスクトップ環境のリムーバブルメディア自動実行機能は、Solaris 9 9/05HWソフト
ウェアから一時的に削除されています。

回避方法:CD-ROMなどのリムーバブルメディアの自動実行機能を使用するには、次のい
ずれかを実行する必要があります。

� リムーバブルメディアのファイルシステムに移動し、最上位のディレクトリで
volstartプログラムを実行します。

� CDに記載されている指示に従って、CDE以外の環境からリムーバブルメディアにア
クセスします。

SPARC: FontListオプションが指定されている場
合、コマンド行から起動した dtmailがク
ラッシュする (4677329)
dtmailをコマンド行から起動した場合、FontListオプションが指定されていると、IMAP
サーバーに接続した後で dtmailがクラッシュします。次の例を参照してください。

/usr/dt/bin/dtmail -xrm "Dtmail*FontList: -*-r-normal-*:"

次のエラーメッセージが表示されます。

Segmentation Fault

この問題は、Cおよび jaロケールの両方で発生します。

回避方法: dtmailをコマンド行から起動するときは、FontListオプションを指定しないで
ください。

共通デスクトップ環境 (CDE)に関する注意事項とバグ情報
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行数の多い電子メールの表示中にCDEがハング
アップしたようになる (4418793)
Solaris 9 9/05HWUnicodeまたはUTF-8ロケールで、行数の多い電子メールメッセージを
読むと、CDEMailer (dtmail)がハングアップしたようになり、メッセージがすぐには表示
されません。

回避方法:次のどちらかを実行してください。

� 132桁が表示されるように、dtmailメールボックスウィンドウを拡大する。

� 次の手順で、Complex Text Layout機能を使用不可にする。

1. スーパーユーザーになります。

2. 使用システムのロケールディレクトリに切り替えます。

# cd /usr/lib/locale/locale-name

上の例では、locale-nameはシステムの Solaris 9 9/05HWUnicodeロケール名または
UTF-8ロケール名です。

3. ロケールレイアウトエンジンのカテゴリ名を変更します。

# mv LO_LTYPE LO_LTYPE-

注 –パッチを適用する場合は、ロケールレイアウトエンジンのカテゴリ名を元の名
前 (LO_LTYPE)に戻してから、ロケールレイアウトエンジンにパッチを適用してく
ださい。

Solaris PDASyncがデスクトップ上の最後のエント
リを削除できない (4260435)
デスクトップから最後のエントリを削除した後に、PDAデバイスに対して同期処理を実
行すると、最後のエントリが PDAデバイスからデスクトップに復元されてしまいます。
たとえば、カレンダの最後のアポイントメントやアドレス帳の最後のアドレスが、削除
した後に復元されてしまいます。

回避方法:同期処理を実行する前に、PDAデバイスから最後のエントリを手動で削除して
ください。

共通デスクトップ環境 (CDE)に関する注意事項とバグ情報
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Solaris PDASyncがPDAデバイスとの国際化された
複数バイトのデータ交換をサポートしていない
(4263814)
PDAと Solaris共通デスクトップ環境の間で複数バイトのデータを交換すると、その両方
の環境でデータが壊れることがある。

回避方法:SolarisTM PDASyncを実行する前に、パソコン上で PDAのバックアップ機能を使
用してデータのバックアップを取ります。誤って複数バイトのデータを交換したために
データが壊れた場合は、バックアップからデータを復元してください。

Solaris PDASyncのロケールとはコードセットが異
なるPDAデバイスとデータを交換する場合の注意
事項 (4851847)
Solaris PDASyncで日本語などの複数バイト文字を扱えるようになりましたが、PDAデバ
イスではコードセット Shift_JIS、Solaris環境では jaまたは ja_JP.eucJPロケール (コード
セット eucJP)のように、PDAデバイスと Solaris環境で異なるコードセットを利用する環
境でデータを交換すると、両方の環境において、交換した複数バイト文字データが壊れ
る可能性があります。

回避方法: PDASyncを実行する前に必ず、PDAデバイスに付属しているバックアップ機能
やバックアップユーティリティを使用して、PCなどにデータの完全なバックアップを
とってください。間違ってデータ交換をしてしまった場合には、バックアップデータか
らデータを復旧させてください。

dtmailで不在返信メッセージを作成すると、
dtmailを起動したロケールと同じエンコーディン
グで不在返信メッセージが保存される (4394110)
不在返信メッセージを作成する場合、dtmailはその内容を (日本語のメールの場合)
ISO-2022-JPエンコーディングではなく、dtmailを起動したエンコーディングで保存しま
す。このため、不在返信メールを受信した際に、メールの内容が文字化けすることがあ
ります。

回避方法:不在返信メッセージが保存されている .vacation.msgファイルを、次のように
入力して (日本語のメールの場合) ISO-2022-JPエンコーディングに変更し、保存し直しま
す。

% /usr/bin/iconv -f org_locale -t ISO-2022-JP $HOME/.vacation.msg \

> $HOME/.vacation.msg_tmp

% /usr/bin/cp $HOME/.vacation.msg_tmp $HOME/.vacation.msg

共通デスクトップ環境 (CDE)に関する注意事項とバグ情報
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上記の org_localeには、iconvで使用されるコードセット (dtmailで作成した .vacation.msg

ファイルのエンコーディングに対応)を指定します。日本語環境では、次の 3つのいずれ
かです。

eucJP (jaロケールの場合)
PCK (ja_JP.PCKロケールの場合)
UTF-8 (ja_JP.UTF-8ロケールの場合)

[日本語環境のみ] ja_JP.PCKロケールおよび
ja_JP.UTF-8ロケールに関する注意事項
� ボリュームマネージャのメッセージを表示するためのダイアログウィンドウは

XViewTMアプリケーションなので、ja_JP.PCKロケールおよび ja_JP.UTF-8ロケールで
は英語表示で起動されます。

� jaロケールで登録したカレンダは、ja_JP.PCKロケールおよび ja_JP.UTF-8ロケールで
起動されたカレンダ・マネージャで見ることができません (ja_JP.PCKロケールまたは
ja_JP.UTF-8ロケールで作成した場合も同様です)。

[日本語環境のみ]移動メニューの設定で追加した
メールボックス名が文字化けする (4066565)
Solaris CDE 1.2より前のメールプログラムで、オプションメニューの「移動メニューの設
定」で登録したメールボックス名に日本語文字列が含まれている場合、Solaris CDE 1.2以
降のメールプログラムではそれらのメールボックス名が文字化けすることがあります。

回避方法: Solaris CDE 1.2あるいは Solaris CDE 1.3のメールプログラムで、再度登録してく
ださい。

GNOME2.0に関する注意事項とバグ情報
以下は、GNOME 2.0デスクトップに関する情報です。

GNOME2.0のマニュアル
GNOME 2.0デスクトップに関するリリースノートおよび問題の解決に関する情報は、
http://docs.sun.comで次のマニュアルを参照してください。

� 『GNOME 2.0ご使用にあたって (Solaris版)』
� 『GNOME 2.0問題の解決方法 (Solaris版)』

GNOME 2.0に関する注意事項とバグ情報
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日本語入力方式がGTK+2アプリケーションより先
にキーイベントを取得できない (5013233)
GTK+2アプリケーションと日本語入力方式で同じキーをそれぞれの処理に割り当ててい
る場合、GTK+2アプリケーションが日本語入力方式より先にキーイベントを取得しま
す。たとえば、gnome-terminal上でATOK12を利用しているとき、F10キーを入力しても
ATOK12の文字入力モードが変更せず、gnome-terminalのメニューバーのファイルが表示
されます。

回避方法:重複するキーがある場合は、日本語入力方式のキーバインドを変更してくださ
い。

システム管理に関するバグ情報
Solaris 9 9/05HWリリースにおけるシステム管理に関するバグ情報について説明します。

Solaris 8、6/00、10/00のOSサービスにはパッチ
が必要 (4384092)
Solaris 8、Solaris 8 6/00、Solaris 8 10/00のディスクレスクライアントを日本語環境で構成す
る場合は、OSサービスを追加した後、OSサービスにパッチ 110416-02を適用する必要が
あります。

このパッチを適用しないと日本語入力システムATOK12が正しく動作せず、CDE上でア
プリケーションが正しく起動できないなどの問題が発生することがあります。

パッチをOSサービスに追加する方法については、『Solarisのシステム管理 (基本編)』を
参照してください。

Solaris 2.6 3/98または5/98の Sun4UOSサービスに
はパッチが必要 (4150243、4388885)
Solaris 2.6 3/98または 5/98の Sun4Uディスクレスクライアントを構成する場合は、OS
サービスを追加した後、OSサービスにパッチ 105654-03を適用する必要があります。

このパッチを適用しないと Sun4Uディスクレスクライアントがブート中にハングアップ
することがあります。

パッチをOSサービスに追加する方法については、『Solarisのシステム管理 (基本編)』を
参照してください。

システム管理に関するバグ情報
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新しい構成ファイルを作成すると localeadmが
個々のCDROMからの地域追加機能に失敗する
(6350486)
メディアCDやネットCDイメージを使用すると、localeadmユーティリティーによって
ceuと nam地域が適切にインストールされません。エラーメッセージは表示されません。

回避方法:CDイメージではなく、DVD Solarisイメージを使用してください。

一部のパッチで patchaddが失敗することがある
(6460360)
rootでログインしていない状態で、suコマンドを実行して rootになった場合、一部の
パッチで patchaddが失敗することがあります。

次のエラーメッセージが表示されます。

patch has not been installed

回避方法: rootでのログインが無効になっている場合は、一時的に rootでのログインを有
効にして、rootでログインしてください。パッチをインストールして、rootでのログイン
を無効にします。

SPARC:保存停止・復元再開サイクル中にパニック
が発生すると、システムがハングアップすること
がある (5062026)
保存停止・復元再開 (cpr)サイクル中にパニックが発生すると、システムがハングアップ
することがあります。この問題は、XVR-1000グラフィックスアクセラレータをインス
トールした Sun BladeTM 2000ワークステーションで多く発生します。まれに、ほかの
SPARCベースのシステムでも、パニックが発生したときに同様なハングアップが発生す
ることがあります。パニックが発生した時、コアダンプは保存されず、コンソールにプ
ロンプトが表示されなくなります。この問題は、カーネルデバッガ (kadb)をアクティブ
にしていると発生しやすくなります。

回避方法:OBPバージョン 4.17以降にアップグレードしてください。

システム管理に関するバグ情報
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SPARC:キーボードシーケンスを使用してシステム
を停止すると、システムがパニックすることがあ
る (5061679)
Stop-Aや L1-Aなどのキーボードシーケンスを使用してシステムを停止しようとすると、
システムがパニックすることがあります。この場合、次のようなエラーメッセージが表
示されます。

panic[cpu2]/thread=2a100337d40: pcisch2 (pci@9,700000):

consistent dma sync timeout

回避方法:OpenBootTM PROMに入るときには、キーボードシーケンスを使用しないでくだ
さい。

x86:新しいフレームワークを読み込んだ後にの
み、Universal Serial BusArchitectureモジュラーデ
バッガが自動的に構成されない (4982529)
Universal Serial BusArchitecture (USBA)モジュラーデバッガ (mdb)コマンドは、いくつかの
x86システム上では自動的に構成されないことがあります。

回避方法:USBAの mdbコマンドにアクセスするには、mdbを開始した後で次のコマンド
を実行して usbamdbモジュールを手動で読み込みます。

> ::load usba

usbamdbモジュールを読み込んだ後で、次のコマンドを実行すると、すべての USBコマ
ンドのリストを取得できます。

> ::dcmds ! grep usb

x86: BIOSのブート時に F4キーを押すと Service
パーティションのブートに失敗する (4782757、
5051157)
これは、Solaris 9 9/05HW (x86版)ソフトウェアがインストールされた、Serviceパー
ティションを保持する Sun LX50のブート時に発生します。F4ファンクションキーを押す
ことで Serviceパーティションのブートを選択できますが、オプションを選択すると画面
が空白になります。システムは Serviceパーティションのブートに失敗します。

システム管理に関するバグ情報
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回避方法: BIOSブート画面の表示時に、F4キーを押さないでください。タイムアウト後
に「Current Disk Partition Information」画面が表示されます。type=DIAGNOSTICに対応す
る「Part#」列の番号を選択します。続いてReturnキーを押します。Serviceパー
ティションがブートします。

SolarisWBEMServices 2.5デーモンは com.sunアプ
リケーションプログラミングインタフェースプロ
バイダを検出できない (4619576)
SolarisWBEMServices 2.5デーモンは、com.sun.wbem.providerインタフェースまたは
com.sun.wbem.provider20インタフェースに書き込まれたプロバイダを検出できません。
これらのインタフェースに書き込まれたプロバイダ用に Solaris_ProviderPathインスタ
ンスを作成した場合でも、SolarisWBEMServices 2.5デーモンはプロバイダを検出しませ
ん。

回避方法:デーモンがこのようなプロバイダを検出できるようにするには、SolarisWBEM
Services 2.5デーモンをいったん停止してから再起動します。

# /etc/init.d/init.wbem stop

# /etc/init.d/init.wbem start

注 – javaxAPIを使用してプロバイダを作成した場合は、SolarisWBEMServices 2.5デーモン
を停止してから再起動する必要はありません。SolarisWBEMServices 2.5デーモンが javax
プロバイダを動的に認識します。

XML/HTTPトランスポートプロトコル環境では
com.sunアプリケーションプログラミングインタ
フェースメソッド呼び出しが失敗することがある
(4497393、4497399、4497406、4497411)
javaxアプリケーションプログラミングインタフェースではなく、com.sunアプリケー
ションプログラミングインタフェースを使用してWBEMソフトウェアを開発する場合、
全面的にサポートされるのは、Common InformationModel (CIM)リモートメソッド呼び出
し (RMI)だけです。XML/HTTPなど、他のプロトコルについては、com.sunアプリケー
ションプログラミングインタフェースで完全に機能するという保証はありません。

次の表に、RMIでは正常に実行され、XML/HTTPでは失敗する呼び出しの例を示しま
す。

システム管理に関するバグ情報
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メソッド呼び出し エラーメッセージ

CIMClient.close() NullPointerException

CIMClient.execQuery() CIM_ERR_QUERY_LANGUAGE_NOT_SUPPORTED

CIMClient.getInstance() CIM_ERR_FAILED

CIMClient.invokeMethod() XMLERROR: ClassCastException

Solaris管理コンソール (Management Console)の
Mounts andSharesツールでファイルシステムのマ
ウント属性を変更できない (4466829)
Solaris管理コンソール (Management Console)のMounts and Sharesツールでは、ルート
(/)、/usr、/varなどのシステムに必須なファイルシステム上のマウントオプションを変
更できません。

回避方法:次のいずれかを実行してください。

� mountコマンドとともに remountオプションを使用する。

# mount -F file-system-type -o remount,additional-mount-options \

device-to-mount mount-point

注 – -remountオプションを指定した mountコマンドで行なったマウント属性の変更
は、一時的なものです。また、上記のコマンドの additional-mount-optionsの部分で指
定しなかったマウントオプションのすべてがシステムによって指定されたデフォルト
値を継承するわけではありません。詳細は、マニュアルページのmount_ufs(1M)を参照
してください。

� /etc/vfstabファイル内の適切なエントリを編集することによって、ファイルシステ
ムのマウントプロパティを変更し、システムを再起動する。

[日本語環境のみ] SunONEDirectory Server (旧
iPlanetDirectory Server)の SunONEConsoleでGUI
上のレイアウトの問題がある (4644430)
SunONEConsoleの「証明書の管理」ダイアログ等でボタンが重なって表示されたり、欠
けて表示されたりという問題が発生する場合があります。

回避方法 :ウィンドウの幅を広げることでこの問題を回避できます。

システム管理に関するバグ情報
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admintoolを使用してユーザーを作成する場合の
注意事項
admintool上でログインシェルを shまたは kshに指定してユーザーを作成した場合、ホー
ムディレクトリに自動生成される .profileには以下の 1行が記述されています。

stty istrip

この行は、入力文字を 7ビットにストリップすることを意味していますので、このまま
の設定ではそのユーザーが端末上で日本語入力を行うと、文字が化けてしまいます。

回避方法:上記の 1行をコメントにするか、もしくは削除してください。

Solarisボリュームマネージャの問題
Solaris 9 9/05HWリリースの Solarisボリュームマネージャの問題について説明します。

Solarisボリュームマネージャの metattachコマン
ドが失敗することがある
シリンダ 0から始まっていないルート (/)ファイルシステムをミラー化する場合には、接
続されるすべてのサブミラーにシリンダ 0から始まるものを含めることはできません。

シリンダ 0から始まるサブミラーを元のサブミラーにあるミラーに接続しようとする
と、シリンダ 0から始まるサブミラーは使用できず、次のエラーメッセージが表示され
ます。

can’t attach labeled submirror to an unlabeled mirror

回避方法:次のいずれかを実行してください。

� ルートファイルシステムとほかのサブミラー用のボリュームの両方がシリンダ 0から
始まるようにする。

� ルートファイルシステムとほかのサブミラー用のボリュームの両方がシリンダ 0から
始まらないようにする。

Solarisボリュームマネージャの問題
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注 – JumpStartインストールのデフォルトでは、swapパーティションがシリンダ 0から始
まっていて、ルートファイルシステム /はディスク上の他の場所から始まっています。
システム管理者は通常、スライス 0をシリンダ 0から始めようとします。デフォルトの
JumpStartインストールにおいてスライス 0上にあり、シリンダ 0から始まってないルー
トパーティションを、別のディスクのシリンダ 0から始まるスライス 0にミラー化しよう
とすると問題が発生する場合があります。その結果、ミラーを追加しようとする際に、
エラーメッセージが出力されます。Solarisインストールプログラムのデフォルト動作の
詳細については、『Solaris 9 9/04インストールガイド』を参照してください。

Solarisボリュームマネージャに関するバグ情報
Solaris 9 9/05HWリリースの Solarisボリュームマネージャに関するバグ情報について説明
します。

英語以外のロケールで Solarisボリュームマネー
ジャ metassistコマンドが失敗する (5067097)
英語以外のロケールでは、Solarisボリュームマネージャ metassistコマンドでボリューム
を生成できません。たとえば、LANGが ja (日本語)に設定されていると、以下のエラー
メッセージが表示されます。

xmlEncodeEntitiesReentrant : input not UTF-8

Syntax of value for attribute read on mirror is not valid

Value "XXXXXX"(unknown word) for attribute read on mirror is not among the

enumerated set

Syntax of value for attribute write on mirror is not valid

Value "XXXXXX"(Parallel in Japanse) for attribute write on mirror is not

among the enumerated set

metassist: XXXXXX(invalid in Japanese) volume-config

回避方法:スーパーユーザーになって LANG変数を LANG=Cと設定します。

Bourne、Korn、および Bashシェルでは、以下のコマンドを使用します。

# export LANG=C

Cシェルでは、以下のコマンドを使用します。

# setenv LANG C

Solarisボリュームマネージャに関するバグ情報
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SolarisボリュームマネージャRAID-1 (ミラー)また
はRAID-5ボリュームがソフトパーティション上に
構築されたディスクセット内に作成されると、
ホットスペアが正しく動作しない (4981358)
SolarisボリュームマネージャRAID-1 (ミラー)またはRAID-5ボリュームをソフトパー
ティションの上に構築されたディスクセットに作成すると、ホットスペアデバイスが正
しく動作しません。

次の問題が発生する可能性がありますが、ほかの問題が発生することもあります。

� ホットスペアデバイスがアクティブになっていない可能性がある。

� ホットスペアデバイスの状態が変わった、つまりデバイスが壊れている可能性があ
る。

� ホットスペアデバイスが使用されているが、不適切なドライブと再同期処理されてい
る。

� 使用中のホットスペアデバイスに障害が生じたが、破壊された状態が報告されていな
い。

回避方法:この構成では、ディスクセットに SolarisボリュームマネージャRAID-1また
はRAID-5ボリュームを作成しないでください。

論理デバイス名がすでに存在しない場合、Solaris
ボリュームマネージャの metadevadmコマンドが失
敗する (4645721)
障害が発生したドライブは Solarisボリュームマネージャソフトウェアで構成されたドラ
イブに交換できません。交換するドライブは Solarisボリュームマネージャソフトウェア
にとって新しいドライブである必要があります。Sun StorEdgeTMA5x00上のあるスロット
から別のスロットにディスクを物理的に移動した場合、metadevadmコマンドが失敗する
ことがあります。この問題が発生するのは、スライスの論理デバイス名がすでに存在し
ないのに、ディスクのデバイス IDがメタデバイス複製に存在しているためです。次の
メッセージが表示されます。

Unnamed device detected. Please run ’devfsadm && metadevadm -r to resolve.

注 –このとき、新しい場所にあるディスクにはアクセスできますが、スライスにアクセス
するためには、古い論理デバイス名を使用する必要があります。

回避方法:ドライブを物理的に元のスロットに戻してください。

Solarisボリュームマネージャに関するバグ情報
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Solarisボリュームマネージャの metarecoverコマ
ンドが metadb名前空間の更新に失敗する
(4645776)
システムからディスクを物理的に取り外して交換して、metarecover -p -d コマンドを使
用して適切なソフトパーティションの特定の情報をディスクに書き込むと、オープンエ
ラーが発生します。このコマンドはメタデバイスデータベースの名前空間を更新せず、
ディスクデバイス識別情報の変更を反映しません。この状態になると、ディスクの一番
上に構築された各ソフトパーティションでオープンエラーが発生し、次のエラー
メッセージが表示されます。

Open Error

回避方法: metarecoverコマンドを実行してソフトパーティションを回復するのではな
く、新しいディスクにソフトパーティションを作成してください。

注 –ソフトパーティションがミラーまたはRAID5の一部である場合、次の metareplaceコ
マンドを -eオプションをつけずに使用して、古いソフトパーティションを新しいソフト
パーティションに交換します。

# metareplace dx mirrorまたは RAID5 old_soft_partition new_soft_partition

ネットワーク接続に関するバグ情報
Solaris 9 9/05HWリリースのネットワーク接続に関するバグ情報について説明します。

SPARC:組み込みbgeインタフェース
の「per-instance」(インスタンスごとの)固有プロ
パティーを bge.confファイルによって設定できな
い (6463210)
bge.confファイル内で「per-instance」パラメータを設定すると、システムパニックが発
生します。次のエラーメッセージが表示されます。

ifconfig: trap type = 0x31

addr=0x10

回避方法:ブート後に nddを使って、bgeドライバの「per-instance」パラメータを設定し
てください。

ネットワーク接続に関するバグ情報
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フィルタリングが有効な2つの IPノード間に複数
のトンネルを設定するとパケットが失われること
がある (4152864)
2つの IPノード間に複数の IPトンネルを設定し、ip_strict_dst_multihomingまたは他の
IPフィルタを有効にした場合、パケットが失われることがあります。

回避方法:次のいずれかを実行してください。

� まず、2つの IPノード間に IPトンネルを 1つだけ設定する。それから、-addifオプ
ションを指定した ifconfigコマンドによって、トンネルにアドレスを追加する。

� 2つの IPノード間のトンネルでは ip_strict_dst_multihomingを有効にしない。

DOCUMENTATIONCDに関する注意事項
Solaris 9 9/05HWリリースのDOCUMENTATIONCDに関する注意事項について説明しま
す。

iPlanetDirectory Server 5.1の文書リンクが適切に
機能しない
iPlanetTM Directory Server 5.1 Collection (Solaris Edition) - Japaneseにおいて、「DocHome」と
いうタイトルのリンクが機能しません。また、異なるブック間のリンクが機能しませ
ん。これらのリンクを選択した場合、Not Foundエラーがブラウザに表示されます。

回避方法:当該システム上で iPlanet Directory Server 5.1のドキュメント間を移動するには、
http://docs.sun.comで iPlanet Directory Server 5.1 Collection (Solaris Edition) - Japaneseページに
移動します。そこから表示したい文書へのリンクをクリックします。

他のドキュメントパッケージを削除するのに必要
な SUNWsdocsパッケージ
SUNWsdocsパッケージが削除されている場合、他のドキュメントパッケージを削除しよう
としても失敗します。この状況が発生するのは、SUNWsdocsが他のコレクションとともに
インストールされ、ブラウザのエントリポイントを提供しているためです。

回避方法: SUNWsdocsパッケージを削除している場合は、ドキュメントメディアから
SUNWsdocsパッケージをもう一度インストールし、そのあとで他のドキュメントパッケー
ジを削除してください。

DOCUMENTATIONCDに関する注意事項

Solaris 9 9/05HWご使用にあたって • 2006年 9月80

http://docs.sun.com


DOCUMENTATIONCDに関するバグ情報
Solaris 9 9/05HWリリースのDOCUMENTATIONCDに関するバグ情報について説明しま
す。

ヨーロッパロケールのPDF文書はCロケールでし
か利用できない (4674475)
Solaris 9 9/05HWソフトウェアとUNIXベースのほかのシステムにおいて、次のヨー
ロッパロケールでは、Solaris 9 9/04 DOCUMENTATIONCD 1 of 2の PDF文書の表示ができ
ません。

� de (ドイツ語)
� es (スペイン語)
� fr (フランス語)
� it (イタリア語)
� sv (スウェーデン語)

この問題が発生するのは、AdobeAcrobat Readerの制限のためです。この問題の詳細につ
いては、http://www.adobe.com:80/support/techdocs/294de.htmにあるAdobe Technoteサイト
を参照してください。

回避方法:次のいずれかを実行してください。

� Solaris 9 9/05HWソフトウェアとUNIXベースのほかのシステムでは、環境変数 LC_ALL

を Cに設定する。たとえば、Cシェルでは、次のコマンドを端末ウィンドウに入力す
る。

% env LC_ALL=C acroread

� UNIXベースではないシステムの場合は、AdobeAcrobat Reader 5.0またはそれ以降の
バージョンにアップグレードする。

Solaris 9 9/05HWドキュメントパッケージを削除
すると、いくつかの Solaris 9 9/05HWの文書コレ
クションが予期せずアンインストールされる
(4641961)
次の場合、いくつかの Solaris 9 9/05HW文書コレクションが予期せずシステムから削除さ
れます。

1. Solaris 9 9/04 DOCUMENTATIONCDの 1 of 2と 2 of 2を両方ともシステムにインストー
ルした。

DOCUMENTATIONCDに関するバグ情報
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2. 1の後、prodregユーティリティまたはSolaris 9 9/04 DOCUMENTATIONCDのインス
トールプログラムを使用して、あるドキュメントパッケージを削除した。

Solaris 9 9/04 DOCUMENTATIONCDの 1 of 2と 2 of 2には共通のコレクションが 3つありま
す。このようなコレクションが含まれるパッケージをSolaris 9 9/04 DOCUMENTATIONCD
の 1 of 2または 2 of 2のどちらかのインストールから削除すると、このパッケージはシス
テムから削除されます。

次の表に、予期せず削除されることがあるパッケージの一覧を示します。

表 2–2両方のSolaris 9 9/04DOCUMENTATIONCDに含まれるドキュメントパッケージ

HTMLパッケージ名 PDFパッケージ名 コレクション名

SUNWaadm SUNWpaadm Solaris 9 SystemAdministrator
Collection

SUNWdev SUNWpdev Solaris 9 Software Developer
Collection

SUNWids SUNWpids iPlanet Directory Server 5.1
Collection

回避方法:次のいずれかを実行してください。

� アンインストールプロセスによって上記ドキュメントパッケージが予期せず削除され
たが、これらのパッケージをシステムに置いておきたい場合、これらのパッケージ
をSolaris 9 9/04 DOCUMENTATIONCDの 1 of 2または 2 of 2からインストールし直す。

� この問題を回避するには、prodregユーティリティを使用せず、pkgrmユーティリ
ティを使用して、削除したいパッケージをシステムから削除する。

ローカライズに関する注意事項
Solaris 9 9/05HWリリースのローカライズに関する注意事項について説明します。

ja_JP.eucJPロケールに関する注意事項
Solaris 8では、ja_JP.eucJPロケールは jaロケールと同等のロケールとして定義されてい
ましたが、Solaris 9からは「UI-OSF日本語環境実装規約Version 1.1」を基準に定義されて
います。よって、jaロケールは従来の Solarisの jaロケールと同じ動作が必要な場合、
ja_JP.eucJPロケールは他のUNIXベンダーと同じ動作が必要な場合に使用するのが適し
ています。詳細は『日本語環境ユーザーズガイド』を参照してください

ローカライズに関する注意事項
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エストニア語タイプ6キーボード、フランス語
(カナダ)タイプ6キーボード、プログラマ向け
ポーランド語タイプ5キーボードのハードウェア
がサポートされない
このリリース用に、エストニア語タイプ 6キーボード、フランス語 (カナダ)タイプ 6キー
ボード、プログラマ向けポーランド語タイプ 5キーボードの 3つのソフトウェアサポート
が追加されました。

エストニア、カナダ、およびポーランドのユーザーは、必要に応じて標準U.S.キーボー
ド配列を変更できます。このため、柔軟性の高いキーボード入力が可能になります。

現時点では、この 3つのキーボードタイプに適合するハードウェアは入手できません。

回避方法:この新しいキーボードソフトウェアを有効利用するには、次のいずれかの方法
で /usr/openwin/share/etc/keytables/keytable.mapファイルを編集します。

� エストニア語タイプ 6キーボードの場合、次の変更を行います。

1. /usr/openwin/share/etc/keytables/keytable.mapファイル内のUS6.ktエントリを
Estonia6.ktに変更します。たとえば、次のように変更します。

6 0 Estonia6.kt

2. /usr/openwin/lib/locale/iso8859-15/Composeファイルに次のエントリを追加しま
す。

<scaron> : "/xa8" scaron

<scaron> : "/xa6" scaron

<scaron> : "/270" scaron

<scaron> : "/264" scaron

3. システムを再起動すると、変更内容が有効になります。
� /usr/openwin/share/etc/keytables/keytable.mapファイル内のUS6.ktエントリを

Canada6.ktに変更します。たとえば、次のように変更します。

1. /usr/openwin/share/etc/keytables/keytable.mapファイル内のUS6.ktエントリを
Canada6.ktに変更します。たとえば、次のように変更します。

6 0 Canada6.kt

2. システムを再起動すると、変更内容が有効になります。
� 通常のポーランド語タイプ 5キーボードを使用している場合、次の変更を行います。

ローカライズに関する注意事項
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1. /usr/openwin/share/etc/keytables/keytable.mapファイル内の Poland5.ktエントリ
を Poland5_pr.ktに変更します。たとえば、次のように変更します。

4 52 Poland5_pr.kt

注 –ディップスイッチの付いたキーボードを使用している場合は、システムをリ
ブートする前に、スイッチがポーランド語のキーテーブルエントリとして正しい
バイナリ値 (バイナリ 52)に設定されていることを確認してください。

2. U.S.タイプ 5キーボードを使用している場合は、
/usr/openwin/share/etc/keytables/keytable.mapファイル内のUS5.ktエントリを
Poland5_pr.ktに変更します。たとえば、次のように変更します。

4 33 Poland5_pr.kt

3. システムを再起動すると、変更内容が有効になります。

ローカライズに関するバグ情報
Solaris 9 9/05HWリリースのローカライズに関するバグ情報について説明します。

ヨーロッパ言語のUTF-8ロケールで、ソート機能
が正しく動作しない (4307314)
ヨーロッパ言語の UTF-8ロケールでソート機能を実行すると、予期しない結果が発生しま
す。

回避方法:フランス語、イタリア語、ドイツ語、スペイン語、スウェーデン語のUTF-8ロ
ケールでソートを行う前に、LC_COLLATE変数をその言語の ISO8859-1ロケールに設定して
ください。

# echo $LC_COLLATE

> es_ES.UTF-8

# LC_COLLATE=es_ES.IS08859-1

# export LC_COLLATE

上記のように LC_COLLATE変数を設定後、ソートを行なってください。

ローカライズに関するバグ情報
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NetscapeCommunicator 4.78 (日本語版)に関するバグ情報
Netscape Communicator 4.78 (日本語版)に関する注意事項とバグ情報について説明しま
す。

[日本語環境のみ]ページ情報ダイアログ内の日本
語が正しく表示されない場合がある (4269123)
Netscape Communicator 4.78を ja_JP.PCKロケールまたは ja_JP.UTF-8ロケールで使用する
場合、ページ情報ダイアログ内の日本語の一部が文字化けしたり、ダイアログのタイト
ルが表示されないことがあります。jaロケールで使用している場合は、この問題は起こ
りません。

[日本語環境のみ] CDEアプリケーションから日本
語文字列をコピー＆ペーストできない (バグ ID:
4197428)
キーボードのCopyキー、Pasteキー、編集メニューの「コピー」、「ペースト」を使用
して、端末エミュレータやテキストエディタなどのCDEアプリケーションからNetscape
Communicatorに日本語文字列をコピー＆ペーストできません。

回避方法 :マウスの左ボタンでコピーしたい文字をハイライト表示し、マウスの中ボタン
(2ボタンマウスの場合は右ボタン)を使って、Netscape Communicator上にペーストしてく
ださい。

注 –マウスボタンのマッピングを左利き用に設定している場合は、左ボタンと右ボタンの
機能が逆になります。

NetscapeCommunicator 4.78の使用許諾契約書の
内容が途中で切れている (4170571)
Netscape Communicator 4.78を最初に起動した際に、使用許諾契約書を表示するダイアロ
グが表示されますが、契約書の内容が途中で切れています。

回避方法:以下の場所にある licenseファイルを直接参照してください。

/usr/dt/appconfig/netscape/lib/locale/<locale>/netscape/license

Netscape Communicator 4.78 (日本語版)に関するバグ情報
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Netscape7.0に関する注意事項
Solaris版のNetscape 7.0は、使用中のデスクトップのロケールに対応する言語環境が自動
的に選択されて起動します。たとえば、jaロケールでデスクトップを使用している場
合、Netscapeは常に日本語環境で起動します。したがって、Netscape 7.0の「表示」メ
ニューの「言語 /エリアを設定」メニューから言語を切り替えたり、「設定」ダイアログ
の「コンテンツパック」から言語またはエリアを切り替えたりしても、その操作は無効
です。

また、「設定」ダイアログの「さらにダウンロード」および「表示」メニューの「追加
ダウンロード」も機能しません。

SunONEApplication Serverのバグ
Solaris 9 9/05HWリリースの SunONEApplication Serverのバグについて説明します。

デフォルトのブラウザが SunONEApplication
Server 7と互換性がない (4741123)
Solaris 9 9/05HWソフトウェアのデフォルトブラウザで、SunONEApplication Server管理
インタフェースを使用しようとすると、次のエラーメッセージが表示されます。

Unsupported Browser: Netscape 4.78

It is recommended that you upgrade your browser to Netscape 4.79 or

Netscape 6.2 (or later) to run the Sun One Application Server

Administrative UI. Those who choose to continue and not upgrade may

notice degraded performance or unexpected behavior.

注 – Solaris 9 9/05HWリリースに含まれているバージョンの SunONEApplication Server管理
インタフェースを実行している場合は、Netscape 4.79またはNetscape 7.0ソフトウェアを
使用してください。

回避方法: /usr/dt/bin/netscapeの代わりに /usr/dt/appconfig/SUNWns/netscapeを使用し
てください。

SunONEApplication Serverのバグ
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SunONEDirectory Server (旧 iPlanetDirectory Server)の問題
SunONEDirectory Serverに関する設定および問題について説明します。

設定の問題
インストール時、識別名 (DN、DistinguishedName)を入力するときにはUTF-8文字
セットエンコーディングを使用します。ほかのエンコーディングはサポートされていま
せん。インストール操作では、データはローカル文字セットエンコーディングから
UTF-8文字セットエンコーディングに変換されません。データをインポートするために
使用される LDIF (Lightweight Directory Interchange Format)ファイルもUTF-8文字セットエ
ンコーディングを使用する必要があります。インポート操作では、データはローカル文
字セットエンコーディングからUTF-8文字セットエンコーディングに変換されません。

スキーマの問題
SunOpenNet Environment (SunONE)Directory Server (旧 iPlanet Directory Server) 5.1が提供す
るスキーマは、RFC 2256において groupOfNamesオブジェクトクラスと
groupOfUniquenamesオブジェクトクラスに指定されているスキーマとは異なります。Sun
ONEDirectory Server 5.1が提供するスキーマでは、member属性タイプと uniquemember属性
タイプはオプションで選択します。RFC 2256では、これらのタイプにはオブジェクトク
ラスごとに少なくとも 1つの値が存在する必要があると指定されています。

aci属性は操作属性です。明示的に要求しない限り、検索結果は返されません。

レプリケーションの問題
現在、広域ネットワーク (WAN、WideArea Network)上のマルチマスターレプリケー
ションはサポートされません。

サーバープラグインの問題
SunONEDirectory Server 5.1はユーザー ID番号 (UID)一意性検査 (Uniqueness)プラグイン
を提供します。デフォルトでは、このプラグインは起動されません。特定の属性につい
て属性の一意性を確実にするには、属性ごとに属性の一意性検査 (Attribute Uniqueness)プ
ラグインの新しいインスタンスを作成します。属性の一意性検査 (Attribute Uniqueness)プ
ラグインの詳細については、http://docs.sun.comの『iPlanet Directory Server 5.1管理者ガイ
ド』を参照してください。

現在、参照整合性検査 (Referential Integrity)プラグインはデフォルトでオフです。衝突解
決ループを回避するために、参照整合性検査 (Referential Integrity)プラグインは、マルチ
マスターレプリケーション環境でも 1つのマスターレプリカだけで有効にする必要があ

SunONEDirectory Server (旧 iPlanet Directory Server)の問題
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ります。連鎖要求を発行するサーバーで参照整合性検査 (Referential Integrity)プラグイン
を有効にする前に、パフォーマンス資源、時間、および完全性のニーズを解析します。
完全性チェックはメモリー資源とCPU資源を大量に消費する可能性があります。

サービスのロールとクラスの問題
nsRoleDN属性はロールを定義するのに使用します。この属性は、ユーザーのエントリに
おけるロールメンバーシップを評価するのには使用しないでください。ロールメンバー
シップを評価するときには、nsrole属性を調べます。

インデックスの問題
複数のデータベースを持つ場合、仮想リストビュー (VLV、Virtual List View)インデックス
は正しく機能しません。

SunONEDirectory Serverに関するバグ情報
Solaris 9 9/05HWリリースの SunONEDirectory Serverに関するバグ情報について説明しま
す。

Consoleを使用してユーザーを無効にできない
(4521017)
SunONEDirectory Server 5.1 Consoleを起動し、新しいユーザーまたはロールを「アク
ティブでない」として作成した場合、新たに作成したユーザーまたはロールがアク
ティブになります。Consoleを使用した場合、ユーザーとロールは「アクティブでない」
として作成できません。

回避方法:ユーザーまたはロールを「アクティブでない」として作成するには、次の手順
に従います。

1. 新しいユーザーまたはロールを作成します。
2. 新たに作成したユーザーまたはロールをダブルクリックします。あるいは新たに作成
したユーザーまたはロールを選択します。「オブジェクト」メニューから「プロパ
ティ」項目をクリックします。

3. 「アカウント」タブをクリックします。
4. 「無効」ボタンをクリックします。
5. 「OK」をクリックします。

新たに作成したユーザーまたはロールが無効になります。

SunONEDirectory Serverに関するバグ情報
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ルート接尾辞に空白文字が含まれるディレクトリ
は構成できない (4526501)
SunONEDirectory Server 5.1構成時にユーザーが空白文字が含まれるベースDNを指定し
た場合 (たとえば、「o=U.S. Government,C=US」)、結果として DNは切り詰められます (た
とえば、「Government,C=US」)。構成時にDNを指定するときには、空白文字を使用せず
に入力する必要があります (たとえば、「o=U.S.%20Government,C=US」)。

回避方法:ベースDNエントリを修正するには、次の手順に従います。

1. Consoleの「サーバとアプリケーション」タブの左側にあるナビゲーション区画にお
いて、一番上のディレクトリエントリを選択します。

2. Userディレクトリサブツリーフィールドにおいて、接尾辞を編集します。

3. 「OK」をクリックします。

ユーザーパスワードを変更した後もアカウント
ロックアウトが有効なまま残る (4527623)
アカウントロックアウトが有効である場合、ユーザーパスワードを変更しても、アカウ
ントロックアウトは有効なまま残ります。

回避方法:ロックアウト属性 accountUnlockTime、passwordRetryCount、および
retryCountResetTimeをリセットして、アカウントのロックを解除します。

インストール直後に実行されたConsoleバック
アップが失敗する (4531022)
SunONEDirectory Server 5.1をインストールして、コンソールを起動し、ディレクトリを
LDIFファイルで初期化し、サーバーをバックアップした場合、Consoleはバックアップが
成功したと報告しますが、実際にはバックアップは失敗しています。

回避方法:データベースを初期化した後、Consoleから次の作業を行います。

1. サーバーを停止します。
2. サーバーを起動し直します。
3. バックアップを実行します。

SunONEDirectory Serverに関するバグ情報
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DN属性を正規化するとき、サーバーが大文字と
小文字を区別する構文を無視する (4630941、
4933500)
LDAPネーミングサービスを使用して、大文字小文字の区別以外は同じである自動マウン
トパス名を複数作成することはできません。大文字と小文字の区別以外は同じ名前のエ
ントリがすでに存在する場合、ネーミング属性が大文字と小文字を区別する構文で定義
されるエントリは作成できません (ディレクトリサーバーが許可しません)。

たとえば、/home/fooと /home/Fooの両方のパスを作成することはできません。

エントリ attr=foo,dc=mycompany,dc=comが存在する場合、エントリ
attr=Foo,dc=mycompany,dc=comは作成できません (ディレクトリサーバーが許可しませ
ん)。つまり、LDAPネーミングサービスを使用する場合、自動マウントパス名は大文字
と小文字の区別に関わらず一意である必要があります。

回避方法:ありません。

Export、Backup、Restoreの実行中または索引の
作成中にサーバーを停止すると、そのサーバーが
クラッシュする (4678334)
Export、Backup、Restoreの実行中、または索引の作成中にサーバーを停止すると、その
サーバーがクラッシュします。

回避方法:上記操作中にはサーバーを停止しないでください。

レプリケーションが自己署名証明書を使用できな
い (4679442)
ユーザーが証明書ベースの認証による SSLレプリケーションを構成しようとするとき、
次のいずれかの場合、レプリケーションは機能しません。

� サプライヤの証明書が自己署名である場合

� サプライヤの証明書が SSLハンドシェイク時にクライアントのロールを果たせず、
SSLサーバー証明書としてのロールしか果たせない場合

回避方法:ありません。

SunONEDirectory Serverに関するバグ情報
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セキュリティに関する注意事項
Solaris 9 9/05HWリリースのセキュリティに関する注意事項について説明します。

pam_ldapを有効にしておくと、パスワードなし
のログインが失敗する
LDAP用のアカウント管理 PAMモジュール (pam_ldap)を有効にした後、ユーザーはシス
テムにログインするときにパスワードを指定する必要があります。結果として、パス
ワードなしのログインは失敗します。これには、次のようなツールを使用したログイン
が含まれます。

� リモートシェル (rsh)
� リモートログイン (rlogin)
� セキュアシェル (ssh)

回避方法:ありません。

その他

バンドルされたフリーウェアのソフトウェアが国
際化対応でない
いくつかのフリーウェアのソフトウェアが Solaris SOFTWARECDにバンドルされていま
すが、多くのものは国際化および各国語対応されていません。

その他
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サポート中止に関する情報

この章では、製品のサポート中止情報について説明します。

Solaris 9でサポートを中止した製品
この節では、Solaris 9オペレーティングシステムに適用される、ソフトウェアのサポート
中止情報について説明します。

adbマップ修飾子とウォッチポイント構文
adbユーティリティは、このリリースにおいて、新しい mdbユーティリティへのリンクと
して実装されています。

mdb(1)のマニュアルページでは、adb(1)との互換モードなど、新しいデバッガ機能につ
いて説明されています。この互換モードにおいても、adbと mdbの間には違いがありま
す。たとえば、次のような違いがあります。

� mdbでは、一部のサブコマンドのテキスト出力形式が異なります。マクロファイルの
形式は adbと同じ規則に従っていますが、他のサブコマンドの出力に依存するスクリ
プトは、変更しなければならない場合があります。

� ウォッチポイントの長さを指定する構文が、mdbと adbとで異なります。adbの
ウォッチポイントコマンド :w、:a、:pでは、整数の長さをバイト単位で指定してコロ
ンとコマンド文字の間に挿入することができます。mdb(1)では、繰り返し回数とし
て、数値を初期アドレスの後に指定する必要があります。

� adbコマンドの場合

123:456w

� mdbコマンドの場合

123,456:w

� mdbでは、/m、 /*m、 ?m、 ?*m書式指示子はサポートされていないため認識されませ
ん。
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AnswerBook2文書サーバー
AnswerBook2TM文書サーバーは、このリリースには含まれていません。従来の
AnswerBook2文書サーバーは Solaris 9ソフトウェアで使用できます。Solarisのマニュアル
は Solaris DOCUMENTATIONCDによってオンライン形式でご利用いただけます。また、
http://docs.sun.comで、Solarisの全マニュアルをいつでもご利用いただけます。

aspppdユーティリティ
aspppdユーティリティは、このリリースではサポートがされません。 Solaris 9ソフト
ウェアに含まれている Solaris PPP 4.0の pppd(1M)を使用してください。

ATOK8日本語入力方式
ATOK8日本語入力方式は、このリリースでサポートが中止されました。Solaris 9ソフト
ウェアに組み込まれている ATOK12日本語入力方式によって、いくつかの拡張機能ととも
に、ATOK8と同様の機能が得られます。

crashユーティリティ
crashユーティリティは、このリリースではサポートされません。Solaris 9ソフトウェア
では、crashユーティリティに近い機能が mdb(1)ユーティリティで提供されます。mdb

ユーティリティもシステムがクラッシュしたときのダンプファイルを調べます。crash

ユーティリティのインタフェースは、Solarisソフトウェアの実装に関係のない細部の実
装 (スロットなど)の周辺に構成されてきました。

crashから mdbへの移行については、『Solarisモジューラデバッガ』で説明されていま
す。

Solaris ipcsコマンドのシステムクラッシュ時のダ
ンプ用オプション
システムクラッシュ時のダンプに、コマンド行で -Cオプションと -Nオプションを指定し
て ipcs(1)コマンドを適用する機能は、このリリースではサポートされません。これと同
等の機能は、mdb(1) ::ipcsデバッガコマンドで提供されます。

cs00日本語入力方式
cs00日本語入力方式は、Solaris 9ソフトウェアでのサポートが中止されました。xciイン
タフェースなどの関連インタフェース、Japanese Feature Package (JFP)の libmleAPI、およ
び mleコマンドも Solaris 9ソフトウェアではサポートされません。
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旧リリースから Solaris 9ソフトウェアにアップグレードすると、従来の公共ユーザー辞書
/var/mle/ja/cs00/cs00_u.dicが削除されます。

Solaris 9ソフトウェアでサポートされる日本語入力方式は、ATOK12と Wnn6の 2種類です。
ATOK12と Wnn6の入力方式に関しては、『国際化対応言語環境の利用ガイド』を参照して
ください。

x86: devconfigコマンド
devconfigコマンドは、このリリースではサポートが中止されました。

x86:デバイスとドライバソフトウェアのサポート
次の表に、このリリースでサポートが中止されたデバイスとドライバソフトウェアを示
します。

表 3–1デバイスとドライバソフトウェアのサポート

物理デバイス名 ドライバ名 カードの種類

Mylex/Buslogic FlashPoint Ultra PCI SCSI flashpt SCSI HBA

Madge Token Ring Smart 16/4,Madge Token Ring
Smart 16/4 PCI BMMk2,Madge Token Ring Smart
16/4 PCI BMMk1,およびMadge Token Ring PCI
Presto

mtok ネットワーク

Compaq Integrated NetFlex-3 10/100 T PCI, Compaq
NetFlex-3/P, CompaqNetFlex-3 DualPort 10/100 TX
PCI, CompaqNetelligent 10 T PCI,およびCompaq
Netelligent 10/100 TX PCI

cnft ネットワーク

アーリーアクセス (EA)ディレクトリ
Solaris 9ソフトウェアでは、EAディレクトリの名前は ExtraValueに変更されました。

ESDIドライブ用 EmulexMD21ディスクコントロー
ラ
EDSIドライブ用のMD21ディスクコントローラは、Solaris 9ソフトウェアでサポートが中
止されました。
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enable_mixed_bcpチューニング可能パラメタ
enable_mixed_bcpは、このサポートが中止されました。Solaris 9以前のリリースでは、
/etc/systemの変数 enable_mixed_bcpを 0に設定すると、部分的に静的にリンクされた、
SunOSTM 4.0と互換性のある実行可能ファイルの動的なリンクを無効にすることができま
す。設定がない場合、システムは、これらの実行可能ファイルに対して動的リンクを使
用します。Solaris 9ソフトウェアでは動的リンクが常に使用され、enable_mixed_bcp

チューニング可能パラメタがシステムから削除されました。この変更による、SunOS 4.0
と互換性のある実行可能ファイルに対する、バイナリ互換性への影響はありません。

x86: Intel 486システム
Intel 486システムにおける Solarisソフトウェアのサポートは、このリリースで中止されま
した。

japaneseロケール
Solaris 1.xリリースからの移行のために ja (EUC)ロケールの別名として提供されてきた
japaneseロケールは提供されなくなりました。jaまたは ja_JP.eucJPロケールを使用し
てください。ただし、BCP (JLE)アプリケーションは引き続きサポートされます。

Java SoftwareDeveloper’s Kit (SDK) 1.2.2
JavaTM SDKバージョン 1.2.2は、Solaris 9ソフトウェアには組み込まれていません。ほぼ同
等の機能が Java 2 Standard Editionバージョン 1.4およびその互換バージョンでサポートさ
れています。JDKおよび JRE (Java Runtime Environment)の新旧のバージョンは、
http://java.sun.comからダウンロードできます。

JDK1.1.8および JRE 1.1.8
JDK version 1.1.8および JRE version 1.1.8は、このリリースでサポートが中止されました。
その代わりに、ほぼ同等の機能が Java 2 Standard Edition verison 1.4およびその互換バー
ジョンでサポートされています。JDKおよび JREの新旧を含むすべてのバージョンは、
http://java.sun.comからダウンロードできます。

libjapanese.a

日本語専用ライブラリ libjapanese.aおよびそれに関連する次のヘッダーファイルは、提
供されなくなりました。

� /usr/include/jcode.h

Solaris 9でサポートを中止した製品

Solaris 9 9/05HWご使用にあたって • 2006年 9月96

http://java.sun.com
http://java.sun.com


� /usr/include/ibmjcode.h

� /usr/include/jctype.h

� /usr/include/ja/xctype.h

� /usr/include/wstring.h

libjapanese.aを使用しているアプリケーションプログラムは、XPG4.2などの標準関数を
使用して書き換えることをお勧めします。

また、Solaris 7および Solaris 8で提供していた、libjapanese.aを使用しているアプリケー
ションプログラムのソース互換性を保つための代替関数およびマクロのソースファイル
(SUNWjlibj)も、提供されなくなりました。

Kerberosバージョン4クライアント
Kerberosバージョン 4クライアントは Solaris 8リリースから削除されました。このクライ
アントには、kdestroy、kerbd、kinit、klist、ksrvtgt、mount_nfs、および shareコマン
ドのKerberosバージョン 4サポートが含まれています。Kerberosバージョン 4クライアン
トには kerberos (3KRB)ライブラリ、およびONCRPCプログラミングAPI (kerberos_rpc
(3KRB))のサポートも含まれています。

詳細については、kdestroy(1)、kinit(1)、klist(1)、mount_nfs(1M)、および share(1M)の
マニュアルページを参照してください。

OpenWindows開発ツールキット
OpenWindowsTM XViewTMおよびOLITツールキットでの開発は、このリリースでサポート
が中止されました。開発者はMotifツールキットへの移行を検討してください。
OpenWindows XViewおよびOLITツールキットを使用して開発されたアプリケーション
は、Solaris 9ソフトウェアでも実行できます。

OpenWindowsユーザー環境
OpenWindows環境は、このリリースでサポートが中止されました。共通デスクトップ環
境 (CDE)が Solaris 9ソフトウェアのデフォルトのデスクトップ環境です。OpenWindows
XViewおよびOLITツールキットを使用するアプリケーションは、Solaris 9ソフトウェア
のCDEでも実行できます。
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プライオリティページングおよび関連カーネル調
整可能パラメタ(priority_paging/cachefree)
priority_pagingおよび cachefreeという調整可能なパラメタは、Solaris 9リリースではサ
ポートされません。これらのパラメタの代わりに、拡張ファイルシステム
キャッシュアーキテクチャがプライオリティページングと同様のページングポリシーを
実装します。これは常時、使用可能です。/etc/systemファイルにこれらのパラメタを設
定しようとすると、ブート時に次のような警告が出力されます。

sorry, variable ’priority_paging’ is not defined in the ’kernel’

sorry, variable ’cachefree’ is not defined in the ’kernel’

Solaris 9リリースに移行するか、または pkgaddで SUNWcsrパッケージを追加し、
/etc/systemファイルに priority_pagingパラメタまたは cachefreeパラメタが含まれてい
た場合、次のように処理されます。

1. /etc/systemファイルに priority_pagingパラメタまたは cachefreeパラメタが設定さ
れていると、次のメッセージが表示されます。

NOTE: /etc/system は、調整可能パラメタの参照が含まれていたので
変更されました。
変更されたファイルを確認してください。

2. /etc/systemファイルの、priority_pagingまたは cachefreeを設定する行の前に、コ
メントが挿入されます。たとえば、priority_pagingが 1に設定されている場合、その
行が以下の行に置き換えられます。

* NOTE: As of Solaris 9, priority paging is unnecessary and

* has been removed. Since references to priority paging-related tunables

* will now result in boot-time warnings, the assignment below has been

* commented out. For more details, see the Solaris 9 Release Notes, or

* the "Solaris Tunable Parameters Reference Manual".

* set priority_paging=1

s5fsファイルシステム
s5fsファイルシステムは、このリリースでサポートが中止されました。s5fsファイルシ
ステムは、Interactive UNIXアプリケーションのインストールをサポートするためのもの
でした。しかし Solarisソフトウェアは、Interactive UNIXアプリケーションをサポートし
ていません。

sdtudc_extract_ps

sdtudc_extract_psが廃止され、その機能は sdtudc_extractに統合されました。
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sendmailユーティリティ機能
sendmailユーティリティの一部は、このリリースにサポートされません。サポートが中
止される機能は、標準機能に対して Sunが独自に修正を加えた部分です。たとえば、
V1/Sun構成ファイル用の特殊な構文や意味解釈、リモートモード機能、Auto Rebuild
Aliasesオプション、Sun固有の 3つの逆別名機能などがこれに当たります。

これらの機能および移行方法の詳細については、
http://www.sendmail.org/vendor/sun/solaris9.htmlを参照してください。

SolarisMaintenanceUpdates
SolarisMaintenance Update (MU)は、それぞれの Solarisリリースといっしょに提供される
個別のパッチをまとめたものですが、このリリースでサポートが中止されました。

SUNWebnfsパッケージ
SUNWebnfsパッケージは、Solarisソフトウェアのメディアには含まれません。

ライブラリと関連マニュアルについては、 http://www.sun.com/webnfsからダウンロードで
きます。

sun4dベースのサーバー
sun4dアーキテクチャベースの以下のサーバーは、このリリースでサポートが中止されま
した。

� SPARCserverTM 1000
� SPARCcenter 2000

sun4dアーキテクチャに依存するハードウェアオプションは、このリリースでサポートが
中止されました。

SUNWrdmパッケージ
Solaris SOFTWARECDに含まれており、Solarisソフトウェアをインストールする前に必要
な情報やリリース直前に明らかになった問題点が記載されていましたが、このパッケー
ジはこのリリースでは提供されません。

最新情報については、Solaris Documentation CDの『ご使用にあたって』、印刷物の『ご
使用にあたって』、または http://docs.sun.comにある最新の『ご使用にあたって』を参照
してください。
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将来のリリースでサポートを中止する予定の製品
この節では、Solarisオペレーティングシステムの将来のリリースに適用される、ソフト
ウェアのサポート中止情報について説明します。

注 –これらの機能の一部は、Solaris 10OSソフトウェアからすでに削除されています。

add_drvシステムコマンドのdevice_driverへのパス
名指定サポート
add_drvコマンドでは、device_driverパラメータにパス名を指定できます。この機能は、
Solarisソフトウェアの将来のリリースでサポートが中止される可能性があります。

Solaris 9ソフトウェアではパス名を指定すると、次の警告メッセージが STDERRに書き込
まれます。

Warning: pathname support will be discontinued in future

releases of add_drv.

パス名を指定したことにより生成される警告メッセージは、インストール実行時に
install_logファイルに書き込まれるようになります。

詳細については、add_drv(1M)のマニュアルページを参照してください。

AdminToolコマンド
swmtoolを含むAdminTool (admintool)は、将来のリリースでサポートが中止される予定で
す。

アジアの短縮 dtlogin名
次にリストするアジアの短縮ロケール名は、将来のリリースでは dtlogin言語リストに含
まれない可能性があります。

� zh

� zh.GBK

� zh.UTF-8

� ko

� ko.UTF-8

� zh_TW

Solaris 8、Solaris 9および Solaris 9 9/05HWリリースでは、下記を含む新しい ISO標準ロ
ケール名を提供しています。
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� zh_CN.EUC

� zh_CN.GBK

� zh_CN.UTF-8

� ko_KR.EUC

� ko_KR.UTF-8

� zh_TW.EUC

asysmem()インタフェースおよび sysmem()インタ
フェース
libadm(3lib)からエクスポートされる asysmem()インタフェースおよび sysmem()インタ
フェースは、将来のリリースではサポートが中止される可能性があります。これら 2つ
は旧式のインタフェースです。アプリケーション開発者は、代わりに sysconf(3C)ライブ
ラリ関数を使用してください。

詳細については、sysconf(3C)のマニュアルページを参照してください。

監査デーモンインタフェース
Solaris監査デーモンが使用する次のインタフェースは、将来のリリースではサポートが
中止される可能性があります。

� auditsvc(2)

� audit-data(4)

基本セキュリティモジュールのデバイス割り当て
インタフェース
基本セキュリティモジュールのデバイス割り当てメカニズムに含まれる次のコンポーネ
ントは、Solarisソフトウェアの将来のリリースには含まれない可能性があります。

� mkdevalloc(1M)

� mkdevmaps(1M)

� /etc/security/dev

廃止されるデバイスドライバインタフェース
(DDI)
将来のリリースでは、一部のデバイスドライバインタフェース (Device Driver Interfaces、
DDI)がサポートされなくなります。

次の表は、好ましい代替DDIインターフェースのサポートにともなって、今後廃止され
るかもしれないDDIインターフェースを示します。
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廃止されるインタフェース 好ましいインタフェース

mmap devmap

identify set to nulldev を指定する

copyin ddi_copyin

copyout ddi_copyout

ddi_dma_addr_setup ddi_dma_addr_bind_handle

ddi_dma_buf_setup(9F) ddi_dma_buf_bind_handle

ddi_dma_curwin ddi_dma_getwin

ddi_dma_free ddi_dma_free_handle

ddi_dma_htoc ddi_dma_addr[buf]_bind-handle

ddi_dma_movwin ddi_dma_getwin

ddi_dma_nextseg ddi_dma_nextcookie

ddi_dma_nextwin ddi_dma_nextcookie

ddi_dma_segtocookie ddi_dma_nextcookie

ddi_dma_setup ddi_dma_*_handle

ddi_dmae_getlim ddi_dmae_getattr

ddi_getiminor getminor

ddi_getlongprop ddi_prop_lookup

ddi_getlongprop_buf ddi_prop_lookup

ddi_getprop ddi_prop_get_in

ddi_getproplen ddi_prop_lookup

ddi_iopb_alloc ddi_dma_mem_alloc

ddi_iopb_free ddi_dma_mem_free

ddi_mem_alloc ddi_dma_mem_alloc

ddi_mem_free ddi_dma_mem_free

ddi_map_regs ddi_regs_map_setup

ddi_mapdev devmap_setup

ddi_mapdev_intercept devmap_load

ddi_mapdev_nointercept devmap_unload
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廃止されるインタフェース 好ましいインタフェース

ddi_prop_create ddi_prop_update

ddi_prop_modify ddi_prop_update

ddi_segmap devmap を参照

ddi_segmap_setup devmap_setup

ddi_unmap_regs ddi_regs_map_free

free_pktiopb scsi_free_consistent_buf

get_pktiopb scsi_alloc_consistent_buf

makecom_g0 scsi_setup_cdb

makecom_g0_s scsi_setup_cdb

makecom_g1 scsi_setup_cdb

makecom_g5 scsi_setup_cdb

scsi_dmafree scsi_destroy_pkt

scsi_dmaget scsi_init_pkt

scsi_pktalloc scsi_init_pkt

scsi_pktfree scsi_destroy_pkt

scsi_resalloc scsi_init_pkt

scsi_resfree scsi_destroy_pkt

scsi_slave scsi_probe

scsi_unslave scsi_unprobe

ddi_peek{c,s,l,d} ddi_peek{8,16,32,64}

ddi_poke{c,s,l,d} ddi_poke{8,16,32,64}

in{b,w,l} ddi_get{8,16,32}

out{b,w,l} ddi_put{8,16,32}

repins{b,w,l} ddi_rep_get{8,16,32}

repouts{b,w,l} ddi_rep_put{8,16,32}

GLOBAL_DEV 0 を指定

NODEBOUND_DEV 0 を指定

NODESPECIFIC_DEV 0 を指定
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廃止されるインタフェース 好ましいインタフェース

ENUMERATED_DEV 0 を指定

DDI_IDENTIFIED 不要

DDI_NOTIDENTIFIED 不要

power.confのDeviceManagementエントリ
power.confのDeviceManagementエントリは、将来のリリースでサポートが中止される可
能性があります。Solaris 9ソフトウェアでは、Automatic Device PowerManagementエント
リによって同様の機能が得られます。

詳細は、power.conf(4)のマニュアルページを参照してください。

デバイスとドライバソフトウェアのサポート
次の表に、将来のリリースでサポートが中止される予定のデバイスとドライバソフト
ウェアを示します。

表 3–2デバイスとドライバソフトウェア

物理デバイス名 ドライバ名 カードの種類

AMIMegaRAID host bus adapter, first generation mega SCSI RAID

Compaq 53C8x5 PCI SCSIおよびCompaq 53C876
PCI SCSI

cpqncr SCSI HBA

Compaq SMART-2/PArray Controllerおよび
Compaq SMART-2SLArray Controller

smartii SCSI RAIDコントローラ

Altキーおよびメタキーを使用した Euro文字入力
シーケンス
将来のリリースでは、Solaris UTF-8 (Unicode)ロケールで、Euro文字の次の非標準入力
キーシーケンスはサポートが中止される可能性があります。

� Alt-E
� Alt-4
� Alt-5
� Meta-E
� Meta-4
� Meta-5
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注 –キーシーケンスを表わす場合、ハイフンはキーを同時に押すことを示します。+記号
は、キーを連続して押すことを示します。

推奨される標準の入力キーシーケンスは、次のとおりです。

� Alt Graph-E
� Compose+C+=

キーボードにAlt GraphキーまたはComposeキーがない場合は、次のキーシーケンスを使
用します。

� Ctrl-Shift-T+C+=

フェデレーテッドネーミングサービスXFNのライ
ブラリとコマンド
X/Open XFN標準に基づくフェデレーテッドネーミングサービス (FNS)は、将来のリリー
スでサポートを中止する予定です。

fork()関数
-lpthreadライブラリにリンクされていない場合の fork()の動作は将来のリリースで変更
される可能性があります。この動作の変更により、Solarisスレッドは POSIX (Portable
Operating System Interface)スレッドに一致します。

fork()関数は、fork1()と同じ動作をするように再定義される可能性があります。その結
果、fork()は子プロセスに呼び出しスレッドだけを複製します。この再定義の結果は、
どちらかが -lpthreadとリンクした場合の現在の fork1()および fork()の動作と一致しま
す。

fork()の replicate-allの動作を必要とするアプリケーションのサポートは、引き続き提
供されます。

汎用 LANドライバのバージョン0インタフェース
汎用 LANドライバのバージョン 0インタフェースは、将来のリリースでサポートされな
くなる可能性があります。バージョン 0インタフェースについては、『Solaris 2.1 Device
DriverWriter’s Guide for x86』を参照してください。これからのドライバには、『Writing
Device Drivers』に記載されているバージョン 2インタフェースを使用する必要がありま
す。
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GMT zoneinfoタイムゾーン
/usr/share/lib/zoneinfo/GMT[+-]*タイムゾーンは、将来のリリースでサポートが中止さ
れる予定です。これらのタイムゾーンのファイルは、 /usr/share/lib/zoneinfoディレク
トリから削除されます。削除されたファイルの代わりに、対応する Etc/GMT[-+]*ファイ
ルを使用してください。

詳細については、zoneinfo(4)およびenviron(5)のマニュアルページを参照してくださ
い。

SPARC:グラフィックドライバのサポート
以下のグラフィックデバイスのソフトウェアサポートが、将来のリリースで提供されな
くなる可能性があります。

デバイス ドライバ

MG1,MG2 bwtwo

CG3 cgthree

SX/ CG14 sx, cgfourteen

TC cgeight

TCX tcx

JavaRuntimeEnvironment 1.2.2
Java Runtime Environment (JRE)のバージョン 1.2.2は、将来のリリースでサポートが中止さ
れる可能性があります。ほぼ同等の機能が Java 2 Standard Editionバージョン 1.4およびそ
の互換バージョンでサポートされています。JREの新旧のバージョンは、
http://java.sun.comからダウンロードできます。

KodakColorManagement System
Kodak ColorManagement System (KCMSTM)は、将来のリリースでサポートが中止される可
能性があります。

KoreanCIDフォント
Korean CIDフォントは、将来のリリースでサポートが中止される可能性があります。
Solarisソフトウェアには、Korean CIDフォントに代わるものとしてKorean TrueType
フォントが組み込まれているので、そちらを使用してください。
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Lance EthernetDrivers
leネットワークドライバは、将来のリリースでサポートが中止される可能性がありま
す。

libXinputライブラリ
libXinput.so.0ライブラリは、Solarisソフトウェアの将来のリリースでサポートが中止さ
れる可能性があります。 libXinput.so.0ライブラリには、Solaris 2.1および Solaris 2.2の標
準X入力APIを使用して構築されたX11R4アプリケーションとの下位互換性が提供され
ています。X11標準X入力拡張ライブラリである libXiは、Solaris 2.3で統合されました。

libXinputAPIに依存するすべてのアプリケーションは、将来の互換性および標準化のた
めに、libXi共有ライブラリを使用して構築する必要があります。

LDAPクライアントライブラリ
LDAP (軽量ディレクトリアクセスプロトコル、Lightweight DirectoryAccess Protocol)クラ
イアントライブラリ libldap.so.3は、将来のリリースでサポートが中止される予定で
す。このライブラリの新しいバージョンである libldap.so.5は、IETF (Internet
Engineering Task Force)の ldap-c-apiドラフトの draft-ietf-ldapext-ldap-c-api-05.txt版
に準拠しています。

廃止される軽量プロセス (LWP)インタフェース
次の軽量プロセス (LWP)インタフェースは、将来のリリースでサポートが中止される可
能性があります。

� _lwp_create

� _lwp_detach

� _lwp_exit

� _lwp_getprivate

� _lwp_makecontext

� _lwp_setprivate

� _lwp_wait

これらのインタフェースは、デフォルトでマルチスレッドが有効になる一般モデルに含
まれていません。これらのインタフェースは、libthreadをリンクしていないアプリケー
ション内で使用する場合にかぎり、期待どおり機能していました。

詳細については、_lwp_create(2)、_lwp_detach(2)、_lwp_exit(2)、
_lwp_getprivate(2)、_lwp_makecontext(2)、_lwp_setprivate(2)、および _lwp_wait(2)の
マニュアルページを参照してください。
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匿名インタフェースグループ機能
ndd /dev/ip ip_enable_group_ifs で有効になる匿名インタフェースグループ機能は、将
来のリリースでサポートが中止される可能性があります。同様の働きを持つ、サポート
対象の IPネットワークマルチパス機能を使用してください。IPマルチパスグループは、
ifconfig(1M)コマンドのグループキーワードを使って作成できます。

詳細は、 ndd(1M)および ifconfig(1M)のマニュアルページを参照してください。

netstatの -kオプション
netstatの -kというサポートされていないオプション (実行中のOSインスタンス上のす
べての名前付きカーネル統計情報について報告するオプション)は、将来のリリースで削
除される可能性があります。代わりに、サポートされている kstat(1M)コマンド (同じ機
能を提供している)を使用してください。kstatコマンドは、Solaris 8ソフトウェアで導入
されたものです。

詳細は、kstat(1M)のマニュアルページを参照してください。

NIS+ (ネットワーク情報サービスプラス)のネーム
サービスの種類
NIS+は、将来のリリースでサポートが中止される可能性があります。Solaris 9ソフト
ウェアには、NIS+から LDAPへの移行ツールが用意されています。詳細は、
http://www.sun.com/directory/nisplus/transition.htmlを参照してください。

pam_unixモジュール
pam_unixモジュールは、将来のリリースでサポートが中止される可能性があります。
pam_authtok_check、pam_authtok_get、pam_authtok_store、
pam_dhkeys、pam_passwd_auth、pam_unix_account、pam_unix_auth、
および pam_unix_sessionが同様の機能を提供します。

詳細については、pam_unix(5)、pam_authtok_check(5)、
pam_authtok_get(5)、pam_authtok_store(5)、pam_dhkeys(5)、
pam_passwd_auth(5)、pam_unix_account(5)、pam_unix_auth(5)、
および pam_unix_session(5)のマニュアルページを参照してください。

Perlバージョン5.005_03
将来 Perlバージョン 5.005_03は、サポートが中止される可能性があります。Solaris 9リ
リースでは、Perlのデフォルトバージョンが前のバージョン (5.005_03)とバイナリ互換で
ないバージョンに変更されました (ただし、現在はまだ互換可能です)。サイトで独自に
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インストールしたモジュールは、新しいバージョンに対応させるために、再構築および
再インストールする必要があります。バージョン 5.005_03を使用する必要のあるスクリ
プトは、デフォルトバージョン (/bin/perl、/usr/bin/perlまたは /usr/perl5/bin/perl)
の代わりに、バージョン 5.005_03のインタープリタ (/usr/perl5/5.005_03/bin/perl)を明
示的に使用するように変更してください。

電源管理入出力制御コマンド
次の電源管理入出力制御コマンド (ioctls)は、将来のリリースでサポートが中止される
可能性があります。

� PM_DISABLE_AUTOPM

� PM_REENABLE_AUTOPM

� PM_SET_CUR_PWR

� PM_GET_CUR_PWR

� PM_GET_NORM_PWR

Solaris 9 9/05HWリリースでは、次の ioctlsが代わりにサポートされています。

� PM_DIRECT_PM

� PM_RELEASE_DIRECT_PM

� PM_GET_CURRENT_POWER

� PM_SET_CURRENT_POWER

� PM_GET_FULL_POWER

ioctlsの詳細については、ioctl(2)のマニュアルページを参照してください。

64ビット SPARC: libcの ptraceインタフェース
libcに含まれていた 64ビット版の ptraceインタフェースは、将来のリリースでサポート
されなくなる可能性があります。procインタフェースによってその機能が置き換えられ
ます。

詳細については、proc(4)のマニュアルページを参照してください。

sendmailvarsと L sendmail.cfコマンドまたは G

sendmail.cfコマンド
nsswitch.conf(4)に含まれている sendmailvarsデータベースは、将来のリリースでサ
ポートされなくなる可能性があります。L sendmail.cfまたは G sendmail.cfコマンドを使
用せずに、この機能を有効にすることはできませんでした。この変更により、Sunバー
ジョンの sendmailは、sendmail.orgバージョンにより厳密に準拠するようになります。
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SPARC: 64ビットパッケージ
Solarisソフトウェアは現在、32ビットコンポーネントと 64ビットコンポーネントで
別々のパッケージで配布されています。 64ビットパッケージは Solaris 7リリースで導入
されたもので、Solarisソフトウェアの 64ビットコンポーネントを配布します。一般的
に、64ビットパッケージの名前の末尾は「x」です。たとえば、 SUNWcslは Solarisコアラ
イブラリの 32ビットバージョンを、SUNWcslxは 64ビットバージョンを配布するもので
す。

Solarisの将来のリリースでは、32ビットコンポーネントおよび 64ビットコンポーネント
は単一の基本パッケージでいっしょに配布される可能性があります。両方が同梱される
パッケージの名前は、元の 32ビットパッケージの名前になり、64ビットパッケージの名
前ではもう配布されません。たとえば /usr/lib/sparcv9/libc.so.1は、現在 SUNWcslxと
して配布されていますが、将来は SUNWcslとして配布され、SUNWcslxはもう配布されなく
なる予定です。

注 –パッケージによっては、64ビットコンポーネントだけが配布され、対応する 32
ビットパッケージが存在しないものがあります。このような場合、パッケージの名前が
変更され、末尾の「x」が削除されます。たとえば SUNW1394xは SUNW1394となります。

sdtjmplayDesktop JavaMedia Player
Desktop JavaMedia Player (/usr/dt/bin/sdtjmplay)は JavaMedia Framework 1.1に基づいてい
ますが、将来のリリースで提供されなくなる可能性があります。ユーザーは、新しい
JavaMedia Framework 2.1.1リリースに基づいた JavaMedia Player (/usr/bin/jmplay)に移行
する必要があります。

jmplay JavaMedia Playerは Solaris 9 8/03およびそれ以降のリリースに含まれています。
jmplayは Solaris 8および前期の Solaris 9リリースでもGNOME 2.0デスクトップ環境とし
て使用できます。

GNOME 2.0デスクトップ環境は、http://www.sun.com/gnome/からダウンロードして使用
可能です。

SPCドライバ
SPCドライバは、将来のリリースでサポートが中止される可能性があります

Solaris 32ビット Sun4Uカーネル
Solaris 7、8、および 9ソフトウェアの多くのインストレーションでは、デフォルトの 64
ビットカーネルを使って 32ビットおよび 64ビットのアプリケーションをサポートしま
す。UltraSPARCシステム上で 32ビットのカーネルを使用するカスタマは、この注意事項
をお読みください。
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Solaris 7、8、および 9リリースでは、UltraSPARC IおよびUltraSPARC IIプロセッサをベー
スにしたすべてのシステムにおいて、32ビットカーネルと 64ビットカーネルのどちらを
ブートするかを管理者が選択できます。UltraSPARC III以降のシステムでは、64ビット
カーネルだけがサポートされます。

Solarisソフトウェアの将来のリリースでは、UltraSPARC IおよびUltraSPARC IIシステム
についても、32ビットカーネルを利用できなくなる可能性があります。

この変更からもっとも影響を受けるのは、サードパーティの 32ビットカーネルモジュー
ル (たとえば、ファイアウォール、カーネル常駐ドライバ、置換ファイルシステムなど)
に依存しているシステムです。こうしたシステムは、これらのモジュールの 64ビット
バージョンを使用するようにアップデートしなければなりません。

この変更のもう 1つの影響は、200MHz以下のクロック周波数のUltraSPARC Iプロセッサ
を搭載したUltraSPARCシステムが、将来のリリースではサポートされなくなる可能性が
あるという点です。

システムのカーネルタイプを識別するには、isainfo(1)コマンドを使用します

% isainfo —kv

システムのプロセッサクロックレートを識別するには、psrinfo(1M)コマンドを使用しま
す。

% psrinfo —v | grep MHz

Solarisスタティックシステムライブラリ
この告知は、32ビット版のスタティックシステムライブラリおよび静的にリンクした
ユーティリティだけに該当します。64ビット版のスタティックシステムライブラリと
ユーティリティは提供されていません。

32ビット版の Solarisスタティックシステムライブラリおよび静的にリンクしたユー
ティリティは、将来のリリースではサポートされなくなります。特に、スタティックC
ライブラリ (/usr/lib/libc.a)は、将来のリリースでサポートされなくなります。

既存のスタティックシステムライブラリにリンクしたアプリケーションは、将来のリ
リースでは動作しない可能性があります。ABI (SolarisApplication Binary Interface)を提供
するシステムライブラリに動的にリンクするアプリケーションの互換性だけが将来的に
確保されます。

システムトラップの動作に依存するアプリケーションは、将来のリリースでは動作しな
い可能性があります。また、システムトラップの動作に依存するライブラリ (一般的に
は、ABI機能を代替的に提供するライブラリ)にリンクされたアプリケーションも将来の
リリースでは動作しない可能性があります。
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Solarisボリュームマネージャのトランザクション
ボリューム
Solarisボリュームマネージャのトランザクションボリューム (transメタデバイス)は、
Solaris機能セットの冗長性を軽減するために将来のリリースでサポートされなくなる可
能性があります。同等の機能が Solaris 8ソフトウェアおよびその互換バージョンに含まれ
るUFSロギングにより提供されます。

Solstice EnterpriseAgents
Solstice EnterpriseAgentsTMは、将来のリリースでサポートが中止される予定です。

スタンドアロンのルーター検出
IPv4 ICMPルーター発見プロトコルの /usr/sbin/in.rdisc実装は、Solarisソフトウェアの
将来のリリースではサポートされなくなる可能性があります。このプロトコルとほぼ同
等のバージョンが、/usr/sbin/in.routedのコンポーネントとして実装されており、拡張
された管理インタフェースをサポートしています。/usr/sbin/in.routedコンポーネント
は、RIP (経路制御情報プロトコル、Routing Information Protocol)バージョン 2の実装をサ
ポートします。/usr/sbin/in.routedコンポーネントには、モバイル IP通知をルーター発
見メッセージと区別する機能もあります。

記憶装置インタフェース
デバイスドライバプロパティに使用される次のインタフェースは、将来のリリースでサ
ポートが中止される可能性があります。

� 高速書き込み (plnドライバプロパティ)
� 優先予約 (plnドライバプロパティ)

次のデバイスドライバは、将来のリリースでサポートが中止される可能性があります。

� /kernel/drv/pln

� /kernel/drv/pln.conf

� /kernel/drv/sparcv9/pln

� /kernel/drv/soc

� /kernel/drv/sparcv9/soc

次のユーティリティは、将来のリリースでサポートが中止される可能性があります。

� /usr/sbin/ssaadm
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sun4mハードウェア
sun4mハードウェアは、将来のリリースでサポートが中止される可能性があります。

Sun Java SystemApplication Server PlatformEdition
7.0 (旧 SunONEApplication Server 7.0)
Sun Java SystemApplication Server Platform Editionのバージョン 7.0は、将来のリリースでサ
ポートが中止される可能性があります。同様の機能は、Sun Java SystemApplication Server
Platform Edition 8およびその互換バージョンでサポートされています。

ほとんどの Java 2 Platform, Enterprise Edition (J2EE)アプリケーションは、Sun Java System
Application Server Platform Edition 8上で変わりなく動作します。専用の固定APIを使用す
るアプリケーションは修正が必要です。

SunStorEdgeA3000、SunStorEdgeA3500、および
SunStorEdgeA3500FCシステム
次の記憶装置向けのソフトウェアサポートは、Solarisソフトウェアの将来のリリースで
サポートが中止される可能性があります。

� Sun StorEdgeTMA3000システム
� Sun StorEdgeA3500システム
� Sun StorEdgeA3500FCシステム

テープデバイス
次のテープデバイスは、将来のリリースでサポートが中止される可能性があります。

� Sun StorEdge DLT4700テープ・オートローダ
� Sun StorEdge L140テープライブラリ
� Sun StorEdge L280テープ・オートローダ
� Sun StorEdge L400テープライブラリ
� Sun StorEdge L1800テープライブラリ
� Sun StorEdge L3500テープライブラリ
� Sun StorEdge L11000テープライブラリ

UltraAXおよび SPARCengineUltraAXmpグラ
フィックスカード
UltraTMAXおよび SPARCengine UltraAXmpグラフィックスカードのサポートは、Solarisソ
フトウェアの将来のリリースで提供されなくなる可能性があります。
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32ビット: X11スタティックライブラリ
/usr/openwin/libにあるスタティックライブラリは、Solarisソフトウェアの将来のリリー
スではサポートが中止される可能性があります。/usr/openwin/libにある 32ビット版の
スタティックライブラリ、およびこれらのライブラリに静的にリンクされるプログラム
は、将来のリリースでサポートが中止される可能性があります。64ビット版のスタ
ティックライブラリは、これまで提供されたことがありません。

/usr/openwin/libにある既存のスタティックライブラリとリンクしているアプリケー
ションは、将来のリリースで動作しなくなる可能性があります。SolarisApplication Binary
Interface (ABI)を提供する共有ライブラリと動的にリンクするアプリケーションだけが、
将来のリリースと互換性を持つように設計されています。

XILインタフェース
XILTMインタフェースは、将来のリリースでサポートが中止される予定です。XILを使用
するアプリケーションを使用すると、次のような警告メッセージが表示されます。

WARNING: XIL OBSOLESCENCE

This application uses the Solaris XIL interface

which has been declared obsolete and may not be

present in version of Solaris beyond Solaris 9.

Please notify your application supplier.

The message can be suppressed by setting the environment variable

"_XIL_SUPPRESS_OBSOLETE_MSG.

xetopsユーティリティ
xetopsユーティリティは、将来のリリースでサポートが中止される可能性があります。
xetopsユーティリティは、アジア言語のテキストファイルを PostScriptファイルに変換し
ます。この変換により、アジア文字をその組み込みフォントを持たない PostScriptプリン
タでも印刷できるようになります。

同様の機能は、mpコマンドで提供されています。ネイティブなアジア言語のすべてのエ
ンコーティングについて、オプションおよび機能が追加され、サポートが拡張されてい
ます。

xutopsプリントフィルタ
xutopsプリントフィルタは、将来のリリースでサポートが中止される可能性がありま
す。Solaris 9 9/05HWリリースの mpプリントフィルタで同様の機能が提供されています。

詳細については、mp(1)のマニュアルページを参照してください。

将来のリリースでサポートを中止する予定の製品
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マニュアルに関する情報

この章では、ドキュメントについて知られている問題を説明します。

Solaris 9 9/05HWメディアに含まれるドキュメントコレクションには、以前の Solaris 9リ
リースの情報が記述されています。Solaris 9 9/05HWリリースの最新のドキュメントは、
http://docs.sun.comで参照してください。

Solaris 9 9/05HWに適用されるドキュメントを次に示します。

� GNOME 2.0 Desktop 9/04 Collection - Japanese
� iPlanet Directory Server 5.1 Collection (Solaris Edition) - Japanese
� Solaris 9 9/04AboutWhat’s NewCollection - Japanese
� Solaris 9 9/04 ReferenceManual Collection - Japanese
� Solaris 9 9/04 Software Developer Collection - Japanese
� Solaris 9 9/04 SystemAdministrator Collection - Japanese
� Solaris 9 9/05 on SunHardware Collection
� Solaris 9 9/05HWRelease and Installation Collection - Japanese
� Solaris 9 CommonDesktop Environment Developer Collection - Japanese
� Solaris 9 KCMSCollection
� Solaris 9 User Collection - Japanese
� SunONEApplication Server 7 ReferenceManual Collection
� SunONEApplication Server 7, Update 3 - Japanese
� SunONEMessage Queue 3.0.1 Collection (Solaris Edition) - Japanese

マニュアルの訂正・補足: SUNWespgs内のリファレンス
マニュアルページ

次に一覧する ESPGhostscript関連のマニュアルページは、内容が古くなっています。
SUNWespgsパッケージ内のリンク切れは無視してください。

/usr/sfw/esp/man/man1/eps2eps.1=ps2ps.1
/usr/sfw/esp/man/man1/gsbj.1=gslp.1
/usr/sfw/esp/man/man1/gsdj.1=gslp.1
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/usr/sfw/esp/man/man1/gsdj500.1=gslp.1
/usr/sfw/esp/man/man1/gslj.1=gslp.1
/usr/sfw/esp/man/man1/ps2pdf12.1=ps2pdf.1
/usr/sfw/esp/man/man1/ps2pdf13.1=ps2pdf.1

マニュアルの訂正・補足: SunScreen3.2 Configuration
ExamplesManual (英語版)

「UsingHighAvailability (HA)」という章の Section 1b (72ページ)および Section 4b (73ペー
ジ)は、次のように訂正してください。

� Section 1b:
If it does not already exist, configure the HAheartbeat interface.
For bos-screen1 in this example, use the following command:

# echo "10.0.4.1" > /etc/hostname.hme3

� Section 4b:
If it does not already exist, configure the HAheartbeat interface.
For bos-screen2 in this example, use the following command:

# echo "10.0.4.2" > /etc/hostname.hme3

影響を受けるドキュメント:『Solarisのシステム管理
(ネーミングとディレクトリサービス: DNS、NIS、LDAP
編)』

『Solarisのシステム管理 (ネーミングとディレクトリサービス: DNS、NIS、LDAP編)』内
の複数の箇所に適用される注意事項について説明します。

ネームサービススイッチ (概要)
「スイッチファイルとパスワード情報」節の終わりには、次のテキストを追加する必要
があります。

1人のユーザーに複数のリポジトリを割り当てることは避けるべきです。1人のユーザー
に単一のリポジトリを割り当て、パスワードを集中管理することによって、混乱と間違
いの可能性を減らすことができます。1人のユーザーに複数のリポジトリを割り当てるこ
とを選択した場合、パスワード情報を更新するには、次の passwd -rコマンドを使用しま
す

マニュアルの訂正・補足: SunScreen 3.2 Configuration ExamplesManual (英語版)
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passwd -r repository

-rオプションにリポジトリを指定しない場合、passwdは nsswitch.conf内にあるリポジ
トリを逆順に更新します。

LDAPネームサービスの設定と管理
「LDAPネームサービスの設定と管理」節では、ldapclientコマンドオプションの使い方
のリファレンスが間違っています。Solaris 9のすべてのリリースにおいて、このコマンド
の構文は次のように変更する必要があります。

間違ったリファレンス 正しいリファレンス

ldapclient -l ldapclient list

ldapclient -p ldapclient init [-a attribute name]

ldapclient -m ldapclient mod

詳細については、ldapclient(1M)のマニュアルページを参照してください。

NISから LDAPへの移行 (概要と手順)
「NISから LDAPへの移行 (概要と手順)」章の「表 15–2N2Lのコマンド、ファイル、およ
びマップの説明」には、次の情報を追加する必要があります。

表 4–1「表 15–2N2Lのコマンド、ファイル、およびマップの説明」

コマンドまたはファイル 説明

ageing.byname NIS - LDAP切替が実装されているとき、yppasswddがDITのパスワード
エージング情報を読み書きするのに使用するマッピング。

ネットワーク情報サービス (NIS) (概要)
「ネットワーク情報サービス (NIS) (概要)」の「ネットワーク情報サービス (NIS) (概要)」
には、次のNISマップを追加する必要があります。

表 4–2「表 4–3NISマップに関する説明」

マップ名 対応するNIS管理ファイル 説明

auth.attr auth.attr 承認の名前と説明

影響を受けるドキュメント:『Solarisのシステム管理 (ネーミングとディレクトリサービス: DNS、NIS、LDAP編)』
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表 4–2「表 4–3NISマップに関する説明」 (続き)
マップ名 対応するNIS管理ファイル 説明

exec.attr exec.attr プロファイルの実行属性

prof.attr prof.attr 実行プロファイル用の属性

user.attr user.attr ユーザーおよび役割用の拡張属性

audit.user audit.user ユーザー監査用の選択済みデータ

マニュアルの訂正・補足:『Solarisのシステム管理 (IP
サービス)』の「DHCPの管理 (手順)」

「Solarisインストールパラメータ用のDHCPオプションとマクロの作成」という節に
は、DHCPベンダーオプションのサイズ制限に関する下記の情報を含める必要がありま
す。

マクロのすべてのオプションに割り当てられている値の全合計は、オプションのコード
および長さの情報を含めて 255バイトを超えてはならないことに注意してください。こ
の制限は、DHCPプロトコルで指定されています。

一般に、必要な最小限のベンダー情報を渡す必要があります。パス名を必要とするオプ
ションには短いパス名を使用する必要があります。長いパスについてはシンボリックリ
ンクを作成すると、短いリンク名を渡すことができます。

マニュアルの訂正・補足:『SolarisWBEM開発ガイ
ド』の「CIMオブジェクトマネージャの使用」

いくつかのパッチは、パッチの適用後、CIMオブジェクトマネージャを手動で起動する
必要があります。そのパッチを以下に示します。

SPARC x86

112943–08 114192–04

114503–03 114504–03

112945–20 114193–13

114711–02 114712–02

CIMオブジェクトマネージャを再起動するには、次の手順に従ってください

# /etc/init.d/init.wbem stop

マニュアルの訂正・補足:『Solarisのシステム管理 (IPサービス)』の「DHCPの管理 (手順)」
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# /etc/init.d/init.wbem start

CIMオブジェクトマネージャの停止および再起動について詳細は、『SolarisWBEM開発
ガイド』の「CIMオブジェクトマネージャの停止と再起動」を参照してください。

マニュアルの訂正・補足:『Solarisボリュームマネー
ジャの管理』の「ルート(/)のミラー化に関する特殊な考
慮事項」

「ルート (/)のミラー化に関する特殊な考慮事項」では、ルート (/)をミラー化する場合に
必要な代替起動デバイスへのパスを記録する例を記載しています。SPARC版の例で、一
部の新しい Sunハードウェアでは、/devicesディレクトリ名を sd@や dad@から disk@に変
更する必要があります。

[日本語環境のみ]マニュアルの訂正・補足: XWindow
System関係の日本語翻訳マニュアルページが古い

一部のXWindow System関係の日本語翻訳マニュアルページは、内容が最新ではありませ
ん。

回避方法:日本語マニュアルページは参考とし、最新の情報は英語版マニュアルページを
参照してください。(例: % env LANG=C man XtAddCallback)

Solaris 9 9/04DOCUMENTATIONCDに関する注意事項

ナビゲーションファイルに関する注意事項
Solaris 9 9/04 DOCUMENTATIONCDには、各言語のコレクションへのリンクなどを集め
たナビゲーション用の htmlファイル群が用意されています。CD上からは、これらのナ
ビゲーション用ファイルを参照または使用することができます。

Solaris 9 9/04 DOCUMENTATIONCDをインストールした場合には、インストールされた
各コレクションへのリンクを持つナビゲーション用の htmlファイルが生成されます。生
成されるファイル名は、/var/opt/sun_docs/sundocs.htmlです。このファイルから
Netscapeなどのブラウザにより各コレクションをたどることができます。

Solaris 9 9/04DOCUMENTATIONCDに関する注意事項
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『SunONEApplication Server 7Update 3Collection
(Solaris Edition) - Japanese』の日本語版マニュアル
について
Solaris 9 9/04 DOCUMENTATION 2 of 2 CDには『SunONEApplication Server 7 Update 3
Collection (Solaris Edition) - Japanese』が含まれています。ここでは、Solaris 9 9/04
DOCUMENTATION 1 of 2 CDの『SunONEApplication Server 7 Update 3 Collection (Solaris
Edition)』に含まれる英語版マニュアルのうち一部のみ翻訳されています。日本語版のな
いマニュアルについては、上記英文コレクションをご覧ください。

Solaris 9 9/04DOCUMENTATIONCDに関する注意事項
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Solaris 9 9/05HWオペレーティングシステ
ムのパッチについて

この付録で示すパッチは、次のいずれかの方法で、すでに Solaris 9 9/05HWオペレー
ティングシステムに適用されています。

� SolStart
この方法で適用されたパッチは、インストールされたシステムの /var/sadm/patch

ディレクトリにあります。

� Freshbitsテクノロジ
この方法で適用されたパッチは、Solaris 9 9/05HWオペレーティングシステムが作成
されたときに適用されたものです。そのため、/var/sadm/patchディレクトリにはあ
りません。

showrev -pコマンドを実行すると、インストールしたシステムに適用されているすべて
のパッチの一覧が、その適用方法に関わらず表示されます。The Solaris 9 9/05HWソフト
ウェアには、既知の検査済みのパッチが含まれています。これらのパッチは Solaris 9 9/05
HWリリースからバックアウトすることはできません。

注 – Solaris 9 9/05HWソフトウェアには、Solarisリリースのインストールイメージに特有
のタスクを実行するパッチが含まれています。これらのパッチはそれぞれの Solarisソフ
トウェアリリースに固有であるため、Solarisソフトウェアのほかのシステム、またはほ
かのリリースには適用されません。これらのパッチを Solarisオペレーティングシステム
のほかのシステムにダウンロードまたはインストールしようとしてはなりません。

Solaris 9 9/05HWリリースは、SPARCプラットフォームだけに対応しています。この付録
には、SPARCパッチの一覧だけが含まれています。Solaris 9 9/05リリースがインストール
された x86プラットフォームに関しては、『Solaris 9 9/05ご使用にあたって』の x86
パッチの一覧を参照してください。

A付 録 A
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SPARCパッチの一覧
� 111703-04 – SunOS 5.9: /usr/ccs/bin/sccs and /usr/ccs/bin/make patch

4654328 4222874 4514485 4483221 4504348 4631517 4654957 5037057

� 111711-15 – SunOS 5.9: 32-bit Shared library patch for C++

4618537 4619221 4660290 4668167 4679619 4680478 4686364 4709155 4710815 4302954 4698028

4699194 4704604 4708982 4745600 4747931 4749398 4749628 4750936 4756106 4794587 4797953

4806782 4820555 4851358 4825898 4828443 4853946 4856138 4861853 4886310 4884516 4894898

4918858 4876793 4919536 4864189 4949404 4951789 4953582 4953639 4965215 4945288 4967333

5019613 4957415 4678395 4962360 4997504 4859928 5019752 5032521 5037790 4980736 5034760

5039540 5001937 5041951 5109951 6242459 6244128 6244223 6253345 6300352 6319635 6283644

6244286 6274396 6304703 6326163 6339010

� 111711-15 – SunOS 5.9: 32-bit Shared library patch for C++

4618537 4619221 4660290 4668167 4679619 4680478 4686364 4709155 4710815 4302954 4698028

4699194 4704604 4708982 4745600 4747931 4749398 4749628 4750936 4756106 4794587 4797953

4806782 4820555 4851358 4825898 4828443 4853946 4856138 4861853 4886310 4884516 4894898

4918858 4876793 4919536 4864189 4949404 4951789 4953582 4953639 4965215 4945288 4967333

5019613 4957415 4678395 4962360 4997504 4859928 5019752 5032521 5037790 4980736 5034760

5039540 5001937 5041951 5109951 6242459 6244128 6244223 6253345 6300352 6319635 6283644

6244286 6274396 6304703 6326163 6339010

� 111712-15 – SunOS 5.9: 64-Bit Shared library patch for C++

4618537 4660290 4668167 4679619 4680478 4686364 4709155 4710815 4302954 4698028 4699194

4704604 4708982 4745600 4747931 4749398 4749628 4750936 4756106 4794587 4797953 4806782

4820555 4851358 4825898 4828443 4853946 4856138 4861853 4886310 4884516 4894898 4918858

4876793 4919536 4864189 4949404 4951789 4953582 4953639 4965215 4945288 4967333 5019613

4957415 4678395 4962360 4997504 4859928 5019752 5032521 5037790 4980736 5034760 5039540

5001937 5041951 5109951 6242459 6244128 6244223 6253345 6300352 6319635 6283644 6244286

6274396 6304703 6326163 6339010

� 111722-04 – SunOS 5.9: Math Library (libm) patch

4652341 4664522 4810765 4817713 4820770

� 112233-12 – SunOS 5.9: Kernel Patch

1101554 4114317 4115610 4201022 4203748 4254013 4259149 4336082 4352265 4354427 4357217

4360843 4371826 4375052 4382913 4390777 4396697 4401262 4407972 4409244 4412320 4416645

4417647 4419540 4425786 4462509 4466085 4466741 4466818 4469395 4473583 4479794 4484338

4487572 4488694 4490164 4491038 4495650 4496935 4498831 4500536 4502640 4504686 4507281

4509659 4511634 4512855 4519289 4520669 4520798 4521521 4521525 4522402 4524005 4524236

4525533 4527648 4532512 4533078 4533108 4533270 4533712 4592876 4613988 4614574 4617247

4618812 4619267 4619870 4622581 4623395 4625392 4627510 4627620 4629396 4629569 4630273

4630754 4631275 4631903 4633008 4633015 4633655 4634031 4634907 4636049 4636186 4637031

SPARCパッチの一覧
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4638234 4638346 4638608 4638981 4639079 4639552 4640210 4640282 4640542 4640982 4641546

4641562 4642754 4643857 4644123 4644346 4644731 4644822 4645471 4647361 4648171 4648388

4649104 4649557 4649851 4650210 4651201 4652995 4653044 4653919 4653957 4655634 4656795

4657510 4658216 4659144 4659588 4659777 4659882 4659950 4660167 4661403 4661424 4661605

4662169 4662795 4662866 4663297 4664249 4664740 4664749 4664967 4666799 4666858 4667688

4667724 4669462 4669486 4670609 4671383 4672604 4672677 4672730 4672991 4673299 4673676

4674788 4675057 4675827 4675868 4676535 4676707 4677620 4678303 4678396 4680447 4681040

4682258 4682824 4682913 4682918 4683307 4683862 4684649 4686454 4686943 4687362 4687850

4688392 4688398 4688704 4689309 4691127 4691577 4691670 4692542 4693350 4693574 4694382

4694445 4694560 4695771 4695786 4696700 4697189 4697205 4697219 4697555 4697693 4698325

4698684 4699257 4699850 4700697 4701391 4701854 4702559 4703343 4703422 4704851 4704996

4705144 4707874 4708822 4709147 4709805 4711013 4711133 4711217 4711218 4711745 4712228

4712247 4712511 4712882 4713110 4713403 4713409 4713787 4714062 4714245 4714688 4714988

4715897 4716210 4716320 4717004 4717581 4718013 4718366 4718565 4719361 4719365 4719669

4720790 4721112 4721396 4722493 4722897 4723473 4725286 4725524 4726041 4729275 4729479

4729683 4730464 4731198 4732328 4734635 4735093 4736439 4736802 4737372 4737656 4738280

4739920 4740300 4740766 4740769 4742711 4743053 4744248 4744825 4745039 4745795 4746505

4747307 4747714 4748309 4748411 4748843 4749268 4749542 4749669 4749934 4754201 4756231

4756923 4756968 4757023 4757216 4757217 4757311 4757427 4757685 4757718 4759341 4759384

4760434 4761972 4762184 4762697 4763047 4763130 4763284 4763402 4763631 4763813 4764351

4764514 4764855 4766103 4768631 4769147 4769411 4770236 4771216 4772038 4772117 4772200

4772712 4772813 4772938 4773620 4775105 4775225 4776141 4776340 4779758 4779923 4780607

4780672 4780968 4781113 4781213 4784039 4784529 4785044 4785304 4785321 4785492 4785538

4786613 4788230 4788692 4788766 4789213 4789964 4790144 4790941 4791004 4791375 4791734

4791797 4792494 4793178 4793485 4793905 4794501 4794712 4795674 4796430 4797520 4797833

4797841 4798095 4798883 4799039 4799057 4799331 4799482 4799964 4801624 4802549 4803265

4803293 4803645 4804524 4804998 4805126 4805135 4805889 4806176 4806695 4806726 4807341

4808811 4808976 4809427 4809516 4810029 4810810 4812284 4812495 4815160 4816791 4816970

4819633 4820199 4820268 4820881 4821425 4821560 4822207 4822916 4823616 4823794 4824314

4824684 4824988 4825042 4825299 4826425 4827119 4827657 4828704 4828785 4829241 4829272

4830128 4830207 4830650 4831983 4832104 4832222 4832963 4833032 4833129 4834383 4834559

4836134 4836575 4836611 4837250 4837378 4838367 4839059 4840464 4841551 4841716 4842738

4843000 4844839 4845500 4845974 4846355 4846488 4847372 4847429 4848215 4848538 4849297

4849433 4850672 4852269 4852595 4853405 4854496 4854840 4854928 4855160 4855271 4855825

4856084 4856452 4857861 4857890 4858401 4858518 4858710 4860142 4860644 4860789 4861807

4863460 4863473 4865678 4865731 4867775 4869170 4869242 4870519 4870759 4872043 4872125

4872727 4872902 4873681 4874096 4874917 4875077 4876225 4876816 4876829 4880098 4880360

4880617 4881707 4882780 4883780 4884138 4884410 4527681 4650055 4656013 4660429 4671573

4707744 4718277 4759414 4771770 4779489 4782136 4792353 4819970 4843595 4844596 4848485

4852341 4868004 4937693 4901165 4926374 4919572 4920721 4951497 4885140 4885266 4886961

4887064 4888569 4888712 4891218 4891340 4891731 4892223 4892462 4892667 4893310 4895681

4896336 4896671 4899147 4899280 4899522 4900113 4900694 4901953 4902250 4902715 4903724

4904187 4904300 4904906 4905628 4907723 4910649 4912731 4914079 4915531 4915829 4918452

4921227 4921384 4922074 4922244 4924092 4926980 4933109 4934641 4935140 4935283 4936678

4937102 4939432 4940715 4945272 4948460 4950181 4955340 4960373 4964310 4976241 4984058

4984625 4998060 5005931 5010573

� 112540-26 – SunOS 5.9: Expert3D IFB Graphics Patch

SPARCパッチの一覧
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4316968 4494062 4497748 4514222 4515693 4617170 4624812 4645735 4649811 4650501 4651919

4652111 4652804 4654897 4655393 4659006 4663042 4663732 4664981 4668373 4675933 4691212

4697564 4698167 4703423 4720843 4731406 4733511 4744109 4770590 4773187 4773758 4796686

4799602 4800990 4807363 4811078 4819025 4821124 4827925 4829271 4834826 4834943 4835610

4838855 4841559 4842523 4849515 4855275 4855696 4859777 4860483 4860499 4878341 4890601

4891694 4892346 4904242 4904716 4915313 4916475 4916476 4916477 4916480 4916484 4919418

4924725 4925736 4927661 4938131 4992339 4994767 5014029 4961263 6278448 6297322 6239859

6266390 6319759

� 112565-23 – SunOS 5.9: XVR-1000 GFB Graphics Patch

4587680 4629777 4635704 4636225 4636721 4636748 4636788 4636846 4636866 4637546 4637796

4638125 4639155 4640002 4641167 4641177 4643375 4643767 4649442 4652512 4664996 4668381

4669035 4669039 4670095 4671387 4674533 4674551 4675252 4676118 4679353 4679830 4685579

4699753 4703545 4708069 4717529 4730199 4734313 4739840 4745719 4758471 4759742 4766223

4768264 4771302 4772027 4772063 4772398 4772798 4775646 4781933 4783131 4790859 4792390

4793154 4796917 4804999 4805014 4805898 4810194 4811518 4815925 4824880 4827925 4841960

4857379 4857396 4890323 4897108 4898864 4907857 4914546 4925658 4940639 4949497 4959146

4982117 4988586 4992946 5013917 5034134 5001029

� 112601-10 – SunOS 5.9: PGX32 Graphics

4502887 4633850 4688024 4728662 4740340 4800057 4776309 4715825 4897594 4897600 4802284

4898192 4863629 6179624

� 112613-06 – SunScreen 3.2 miscellaneous fixes for Solaris 9 SPARC

4389132 4433735 4458205 4474065 4475718 4475976 4484731 4494052 4498719 4504550 4504560

4504562 4530873 4531796 4546483 4599245 4621944 4623384 4627419 4632254 4636508 4636511

4636514 4641757 4641855 4650187 4658497 4693028 4701439 4708402 4710480 4710493 4713896

4729278 4731099 4760976 4762492 4764370 4764373 4767244 4770205 4786105 4790511 4801062

4833684 4821206 4861572 4913304 4926941 4959989 4960160 4961375 4974853 4987066 4987247

4987254 4987260 5046348 5092554 6179081 6243867

� 112617-02 – CDE 1.5: rpc.cmsd patch

4641721 4687131

� 112620-10 – SunOS 5.9: Elite3D AFB Graphics Patch

4651358 4714683 4747203 4750896 4685879 4790842 4825115 4898180 4894194 4888713 4923277

4944261

� 112621-12 – SunOS 5.9: Creator and Creator3D: FFB Graphics Patch

4649465 4651358 4663332 4685879 4714683 4747203 4750896 4779687 4790842 4798233 4798967

4885577 4894194 4898178 4923277 6240103

� 112622-19 – SunOS 5.9: M64 Graphics Patch

4452851 4531901 4632595 4633941 4668719 4672129 4682681 4684877 4692693 4692955 4735033

4737335 4749353 4769331 4788379 4809395 4810073 4823882 4850359 4884504 4892535 4910182
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4916240 4930077 4941630 4986097 5013232 5026499 5079625 4950414 6269998

� 112625-01 – SunOS 5.9: Dcam1394 patch

4699746 4827215

� 112627-01 – SunOS 5.9: TCX Graphics Patch

4349827

� 112661-10 – SunOS 5.9: IIIM and X Input & Output Method patch

4412147 4471922 4496770 4515546 4593130 4604634 4617691 4617694 4629783 4643078 4645171

4650804 4664772 4686165 4691871 4691874 4721656 4721661 4726723 4742096 4770994 4772485

4774826 4776987 4777933 4803378 4805181 4805730 4823672 4901772 5046466 6175370 6212427

6243397 6319906 6373635 6380740 6388754 6389513

� 112764-09 – SunOS 5.9: Sun Quad FastEthernet qfe driver

4292608 4367043 4411205 4451757 4645631 4655451 4664588 4681502 4704689 4717401 4719739

4727494 4738051 4760845 4772916 4779492 4790953 4792488 4792493 4794828 4807151 4838454

4876420 4911012 6238254 6267267 6268767 6293226 6297366

� 112771-32 – Motif 1.2.7 and 2.1.1: Runtime library patch for Solaris 9

4512887 4663311 4664492 4679034 4615922 4661767 4699202 4741124 4757112 4743372 4712265

4750419 4717502 4787387 4756028 4764309 4782506 4839891 4887144 4891948 4475248 4816308

4930029 4852622 4942777 4953649 4762150 4946432 4939108 4991793 4973890 4923648 5051929

5058156 5086486 5086488 5099395 6205878 6209386 6196758 6255303 6241938 6262671 6360671

6382405 6416269

� 112785-54 – X11 6.6.1: Xsun patch

4649617 4651949 4642632 4644622 4531892 4692623 4700844 4712590 4710958 4710402 4703884

4638864 4729267 4675755 4677235 4729905 4763009 4707069 4709009 4760672 4734353 4762797

4740125 4732113 4676222 4753720 4736505 4780894 4633549 4798375 4742744 4682788 4787692

4809081 4818111 4784311 4809776 4716007 4838617 4828474 4785372 4422011 4805863 4787416

4755776 4847054 4868692 4748474 4707057 4721898 4846090 4743878 4843234 4858548 4866506

4880222 4701451 4709918 4785959 4834460 4863536 4894855 4845579 4847731 4248632 4680913

4790284 4889121 4750598 4889164 4781056 4913527 4886190 4780425 4839220 4874319 4889565

4922200 4961781 4957436 4810740 4907034 4989547 4991847 4930353 4970756 4985837 4995611

4771300 4963084 5007488 4185550 4522529 4787667 5002007 4856208 4636452 4657934 5023755

5016583 4962001 4982339 5039004 5042212 5028901 5028657 4992287 4707141 5037725 5032391

5048853 5067275 5046466 5104863 6219932 6219947 5016163 6228875 6255133 6269938 6226717

6265045 5031770 6316436 6216985 6379034 4749332 4770510 4750162 4737595 4684184 4689365

4762091 6416523

� 112787-01 – X11 6.6.1: twm patch

4659947

� 112804-02 – CDE 1.5: sdtname patch
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4666081 5033417

� 112805-01 – CDE 1.5: Help volume patch

4666089

� 112806-01 – CDE 1.5: sdtaudiocontrol patch

4666089

� 112807-17 – CDE 1.5: dtlogin patch

4667119 4648724 4750889 4761698 4807292 4720523 4768118 4687193 4864597 4840141 5022437

4849776 4697287 4962013 4980138 4986079 4973189 5006986 5100451 6209544 6215729 6254951

� 112808-09 – CDE1.5: Tooltalk patch

4722127 4741187 4744289 4784893 4668701 4707187 4713445 4865325 4871091 4915560 6206423

6235250 6328571

� 112809-02 – CDE:1.5 Media Player (sdtjmplay) patch

4663628 4731319

� 112810-06 – CDE 1.5: dtmail patch

4712584 4715670 4786715 4714769 4715322 4862205 4877306 5038601

� 112811-02 – OpenWindows 3.7.0: Xview Patch

4690979 4459703

� 112812-01 – CDE 1.5: dtlp patch

4646929

� 112817-29 – SunOS 5.9: Sun GigaSwift Ethernet 1.0 driver patch

4629291 4637950 4640855 4645885 4647988 4648346 4651090 4658962 4675241 4678583 4678908

4681554 4686107 4686121 4686126 4687821 4690643 4690650 4696480 4698533 4699088 4702980

4703803 4703839 4704372 4704413 4707612 4708099 4708816 4710796 4717385 4717637 4724811

4728208 4730696 4734902 4735212 4735224 4735240 4738499 4739846 4746230 4753629 4753634

4754360 4762837 4763498 4763533 4779486 4784093 4792519 4797403 4798684 4804568 4813252

4817746 4827599 4827852 4830725 4833497 4840375 4841619 4841922 4842533 4845437 4850591

4850593 4850596 4850598 4850601 4858668 4861928 4872163 4873132 4877395 4878072 4878966

4883900 4884801 4885316 4892527 4892531 4892948 4894783 4898660 4899720 4899721 4900973

4906860 4915216 4915383 4915384 4922948 4924976 4925585 4928320 4929138 4935473 4939954

4948197 4948202 4952213 4952649 4952687 4949787 4919336 4962537 4988034 4998501 4963384

4958238 4962776 4934451 4998655 4962352 5004020 4993010 4828534 5052253 5056005 5065648

5070824 5074196 5079552 5076202 5008297 5090320 5099378 5097913 6187030 6266985 6255365

6277650 6273441 6223263 6238254 6261657 6212559 6205539 6204150 6199118 6251174 6279238

6266901 6218302 6280692 6304571 6216131 6255394 6214285 6310502 4722784 6356079 4770635
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6358618 6358633 4763926 6341121 6313896 6236474 6390978 6227233 6385683 6345632 6395634

6388242

� 112834-06 – SunOS 5.9: patch scsi

4628764 4656322 4656416 4883142 5027030 5041567 6178851

� 112835-01 – SunOS 5.9: patch /usr/sbin/clinfo

4638788

� 112837-10 – SunOS 5.9: /usr/lib/inet/in.dhcpd Patch

4621740 4678758 4721862 4840208 4932150 4944796 4981080 5074510 5086331 5098448 6220012

� 112838-12 – SunOS 5.9: pcicfg Patch

4407705 4496757 4711639 4716320 4716448 4717617 4718370 4787898 4792953 4793178 4834066

4835953 4853539 4879904 4948204 5001947 5076027 6381666

� 112839-08 – SunOS 5.9: libthread shared objects patch

4254013 4479187 4524527 4533712 4647410 4647927 4667173 4679005 4688450 4749669 4768343

4769150 4769166 4786566 4792908 4795308 4819289 4855271 4897700 5066336

� 112854-02 – SunOS 5.9: icmp Patch

4511634 4647983

� 112868-19 – SunOS 5.9: OS Localization message patch

4658681 4685336 4706059 4681374 4733193 4734495 4736248 4775204 4767999 4809660 4831626

4804312 4817097 4841909 4881566 4896232 4909364 4907285 4938538 4949060 4951926 4960952

4652810 4977809 5033601 5007256 5049550 6285742

� 112874-34 – SunOS 5.9: libc patch

1258570 4152876 4165723 4192824 4221365 4223846 4248430 4254013 4271957 4318178 4353836

4390053 4444569 4489885 4503048 4510326 4518988 4530367 4533712 4635556 4656492 4661997

4669963 4683320 4686454 4694626 4700602 4704190 4705942 4709984 4715561 4749274 4751182

4756113 4756148 4756192 4764855 4767215 4770160 4772200 4772960 4782294 4795713 4797219

4810810 4812362 4818401 4828746 4831309 4839080 4844583 4845974 4863473 4871054 4877492

4878257 4881606 4888508 4894760 4904877 4915053 4932869 4950403 4961173 4980686 4981484

5043013 5044097 5059751 5061718 5061770 5081268 6176463 6182350 6270398 6348147

� 112875-01 – SunOS 5.9: patch /usr/lib/netsvc/rwall/rpc.rwalld

4664537

� 112905-02 – SunOS 5.9: ippctl Patch

4644731 4647361 4712511

� 112908-27 – SunOS 5.9: krb5, gss patch
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4197937 4220042 4406914 4430138 4452339 4516537 4521000 4526202 4614979 4621219 4630574

4635546 4642879 4657596 4666887 4671577 4680230 4690212 4691352 4707788 4708846 4709475

4710108 4710111 4711335 4711993 4713097 4713592 4714596 4719654 4720595 4727224 4733532

4740969 4743181 4744280 4750989 4759759 4770661 4777436 4784872 4786126 4794436 4799122

4799173 4807010 4811575 4816590 4828467 4829637 4830044 4836676 4837140 4837278 4841013

4841566 4846024 4847827 4851952 4857179 4860226 4862449 4865664 4881066 4882946 4924554

4925472 4925970 4926391 4926624 4928964 4957406 4964839 4966521 4967674 4967945 4969306

4971630 4971810 4975057 4976155 4976745 4977574 4982991 4990122 4995543 5002100 5004688

5005870 5006690 5006695 5006762 5008950 5012765 5013640 5014180 5014600 5014946 5014951

5014969 5019044 5020325 5021347 5022903 5023074 5025296 5031562 5036242 5048596 5049660

5054240 5054835 5055875 5058293 5060425 5060618 5062508 5063375 5063407 5066767 5076804

5082282 5083048 5083197 5088670 5090324 5094142 5094528 5096445 5109147 5109225 5109404

5109487 5109496 6176256 6181680 6182695 6185726 6203833 6208638 6246405 6247126 6261685

6284864 6410919 6410987

� 112912-01 – SunOS 5.9: libinetcfg Patch

4396697 4417647 4425786 4479794 4592876 4648388

� 112913-02 – SunOS 5.9: fruadm Patch

4505850 6344008

� 112915-04 – SunOS 5.9: snoop Patch

1148813 1240645 4075054 4259149 4327168 4328452 4341344 4396697 4417647 4425786 4473583

4475921 4479794 4532805 4532808 4532860 4559001 4587434 4592876 4635766 4637330 4637788

4648299 4648388 4676230 4744248 4763631 4874672 5024476

� 112916-01 – SunOS 5.9: rtquery Patch

1148813 1240645 4075054 4327168 4341344 4475921 4532805 4532808 4532860 4559001 4587434

4635766 4637330 4637788 4648299

� 112917-01 – SunOS 5.9: ifrt Patch

4645471

� 112918-01 – SunOS 5.9: route Patch

1148813 1240645 4075054 4327168 4341344 4475921 4532805 4532808 4532860 4559001 4587434

4635766 4637330 4637788 4645471 4648299

� 112919-01 – SunOS 5.9: netstat Patch

4645471

� 112920-02 – SunOS 5.9: libipp Patch

4644731 4647361 4712511

� 112921-07 – SunOS 5.9: libkadm5 Patch

SPARCパッチの一覧

Solaris 9 9/05HWご使用にあたって • 2006年 9月128



4197937 4220042 4642879 4727188 4810632 4831653 4836676 4837278 4838735 5110105 6209960

� 112922-02 – SunOS 5.9: krb5 lib Patch

4197937 4220042 4642879 4668699

� 112923-03 – SunOS 5.9: krb5 usr/lib Patch

4197937 4220042 4642879 4703622 4836676

� 112924-01 – SunOS 5.9: kdestroy kinit klist kpasswd Patch

4197937 4220042 4642879

� 112925-06 – SunOS 5.9: ktutil kdb5_util kadmin kadmin.local kadmind Patch

4197937 4220042 4642879 4646370 4836676 4837278 4955217 5110105

� 112926-06 – SunOS 5.9: smartcard Patch

4366894 4524620 4629775 4635010 4635082 4635106 4636389 4639842 4642726 4646472 4646476

4646497 4647454 4647542 4649161 4655166 4676018 4682730 4683241 4704250 4760613 4876141

6192339

� 112927-01 – SunOS 5.9: IPQos Header Patch

4644731 4647361

� 112928-03 – SunOS 5.9: in.ndpd Patch

4396697 4417647 4425786 4479794 4592876 4648388 4728204 4837086 4907462

� 112929-01 – SunOS 5.9: RIPv2 Header Patch

1148813 1240645 4075054 4327168 4341344 4475921 4532805 4532808 4532860 4559001 4587434

4635766 4637330 4637788 4648299

� 112941-09 – SunOS 5.9: sysidnet Utility Patch

4519228 4678406 4683519 4698391 4698500 4704974 4711830 4719195 4759857 4787789 4807079

4867326 4868757 4904083

� 112943-09 – SunOS 5.9: Volume Management Patch

4429002 4478237 4508734 4516578 4576802 4632847 4637525 4645142 4648750 4656914 4656931

4660125 4664713 4696741 4704081 4715667 4730706 4739995 4764186 4773530 4791015 4791556

4931702

� 112945-41 – SunOS 5.9: wbem patch

4486297 4496120 4626762 4639638 4641801 4641818 4641851 4643267 4644880 4645051 4645080

4645105 4645146 4645315 4645581 4645811 4647508 4648811 4649058 4654765 4655882 4656941

4658145 4674537 4682188 4686244 4696284 4699585 4700539 4701067 4720857 4739720 4742164

4742960 4754758 4759233 4760846 4766098 4766971 4768461 4769053 4769612 4769791 4769795
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4769860 4769889 4770013 4770017 4770024 4770027 4771207 4771466 4771469 4771476 4773485

4777931 4781761 4782465 4786712 4786891 4792126 4795642 4796483 4796491 4796519 4796556

4807821 4809906 4810642 4813116 4824518 4834362 4845276 4847816 4848759 4866907 4867928

4872697 4883742 4911869 4914834 4931247 4931702 4945068 4946973 4964126 4997883 5058260

5064520 5078226 5082296 5083069 5092404 5095994 6191674 6205118 6205454 6212927 6225230

6235892 6242775 6242778 6255908 6264918 6277884 6283762 6316966 6319220 6385646 6425298

� 112951-13 – SunOS 5.9: patchadd and patchrm Patch

4421583 4529289 4623249 4625879 4639323 4678605 4706994 4723617 4725419 4728892 4731056

4737767 4744964 4750803 4759158 4767392 4850925 4919852 4949580 4967080 4985934 5045607

5087817 6199776 6220578 6360157 6378927

� 112954-14 – SunOS 5.9: uata Driver Patch

4432931 4498182 4506478 4628670 4643720 4741112 4751244 4773958 4776171 4776340 4788885

4801603 4818293 4820811 4831997 4839726 4845333 4923208 5016145 5021806 5062839 5083090

5092593 6231964 6241837 6256312

� 112958-04 – SunOS 5.9: patch pci.so

4657365 4695771 4767641 4779758 4798214 4872741 4884579 4959085

� 112959-03 – SunOS 5.9: libfru patch

4643255 4661738 6309900 6382587 6422711

� 112960-39 – SunOS 5.9: ldap library Patch

4192824 4248430 4357827 4390053 4523936 4614945 4624458 4626861 4630226 4643366 4645604

4648140 4648146 4658569 4658625 4660019 4670947 4677591 4682120 4683522 4688752 4698366

4698379 4698387 4700602 4702568 4709300 4720818 4723361 4743707 4746114 4747441 4751386

4751394 4754634 4755582 4756113 4756193 4757282 4765506 4768140 4774607 4776571 4779333

4780109 4784324 4787488 4791006 4793719 4802414 4805635 4830406 4830525 4858673 4873939

4874749 4877796 4887906 4890233 4890303 4894518 4894583 4909247 4913437 4920444 4966423

4977110 4980441 4981868 4988859 4989454 5003953 5005602 5006801 5007891 5012514 5014922

5014993 5022076 5044522 5047250 5055748 5067333 5077098 5096736 6219143 6226776 6230927

6232564 6232579 6237466 6262121 6262153 6274517 6276525 6311010 6380248 6384642 6453641

� 112963-25 – SunOS 5.9: linker Patch

4461340 4470917 4504895 4526752 4526878 4529912 4533195 4546416 4616944 4621479 4622472

4624658 4630224 4633860 4638070 4642829 4651493 4651709 4654406 4655066 4662575 4664855

4668517 4669582 4671493 4696204 4698800 4701749 4706503 4707030 4707808 4710814 4714146

4715815 4716275 4716929 4728822 4730110 4730433 4731183 4739660 4743413 4744337 4744411

4745129 4745932 4746231 4753066 4754751 4755674 4764817 4765536 4766815 4770484 4770494

4772927 4774727 4775738 4778247 4778418 4779976 4783869 4787579 4790194 4792461 4793721

4796237 4796286 4798376 4802194 4804328 4806476 4811093 4811951 4811969 4816378 4817314

4824026 4825065 4825151 4825296 4826315 4830584 4830889 4831544 4831650 4834784 4838226

4845764 4845829 4850703 4860508 4865418 4870260 4872634 4878827 4889914 4900320 4900684

4904565 4904573 4906062 4911775 4911796 4911936 4912214 4915901 4918303 4918310 4918938
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4930985 4930997 4933300 4936305 4939565 4939626 4939869 4940894 4946992 4948119 4948427

4951840 4955373 4955802 4963676 4964415 4966465 4967869 4968618 4973865 4974828 4975598

4987898 4994738 5002160 5006657 5012172 5013759 5021541 5021773 5023493 5029830 5031495

5032364 5034652 5036561 5041446 5042713 5044797 5047082 5047235 5047612 5056867 5058415

5062313 5063580 5064973 5067518 5071614 5076838 5079061 5080344 5080443 5085792 5086352

5092414 5094135 5096272 5098205 5102601 5105601 5106206 6173559 6173852 6174599 6175609

6175843 6177838 6178667 6181928 6182293 6182884 6183645 6189384 6190863 6191488 6192164

6192490 6195030 6195521 6198358 6204123 6207495 6209350 6212797 6215444 6217285 6219538

6222525 6226206 6228472 6235000 6236594 6241995 6244897 6251722 6251798 6254364 6258834

6260361 6260780 6261803 6261990 6262789 6266261 6267352 6268693 6273855 6273864 6273875

6276905 6280467 6283601 6284941 6290157 6291547 6295971 6299525 6301218 6309061 6310736

6311865 6314115 6314743 6318306 6318401 6324019 6324589 6329796 6332983

� 112964-15 – SunOS 5.9: ksh patch

4223444 4372800 4402737 4498084 4702798 4750637 4753777 4786817 4790885 4801490 4804763

4902634 4902666 4927873 4985002 5010511 5056943 5084140 6208198 6261715 6277643

� 112965-05 – SunOS 5.9: patch /kernel/drv/sparcv9/eri

4467555 4467562 4479894 4496082 4518457 4528597 4546894 4599774 4637678 4688458 4797731

4833490 4859554 4869132 5069764

� 112966-05 – SunOS 5.9: patch /usr/sbin/vold

4638163 4794712 4817817 4895798 4903521 4905812 4961288

� 112968-01 – SunOS 5.9: patch /usr/bin/renice

4502191

� 112970-09 – SunOS 5.9: patch libresolv

4353836 4646349 4700305 4708913 4777715 4793327 4796596 4805812 4810893 4863307 4928758

6205056 6315143

� 112972-17 – SunOS 5.9: snmpdx, mibiisa, libssagent.so.1 patch

4395096 4633918 4643121 4691177 4706022 4743605 4782625 4787450 4870467 4872468 4883185

4889976 4935739 4940928 4955967 4958796 4959348 5013979 5053265 6174926 6177562 6190633

6191323 6227115 6228341 6275006 6277029

� 112985-04 – SunOS 5.9: Volume Management Localization message patch

4692900 4775188 4804590 4928522

� 112998-04 – SunOS 5.9: /usr/sbin/syslogd patch

4243984 4424387 4558909 4665297 4670382 4670414 4670468 4674435 4705713 4772471 4787413

4812764 6221022

� 113020-02 – SunOS 5.9: Fixing Asia and Thai locales related problems
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4674651 4683429 4752139

� 113021-02 – SunOS 5.9: Sync with UTF-8 and correct yesstr/nostr definition

4660271 4752139

� 113023-01 – SunOS 5.9: Broken preremove scripts in S9 ALC packages

4707449

� 113027-06 – SunOS 5.9: libfrureg.so.1 Patch

4687199 4726567 4911698 4987746 6309900 6374002

� 113028-01 – SunOS 5.9: patch /kernel/ipp/flowacct

4645622 4658416

� 113029-06 – SunOS 5.9: libaio.so.1 librt.so.1 and abi_libaio.so.1 Patch

4222093 4491712 4501001 4529739 4529831 4529893 4635940 4635945 4636591 4665847 4673944

4709171 4785625 4914854

� 113031-03 – SunOS 5.9: /usr/bin/edit Patch

4349324 4635504

� 113032-03 – SunOS 5.9: /usr/sbin/init Patch

4503048 4662013 4868026 6183189 6185257

� 113033-05 – SunOS 5.9: patch /kernel/drv/isp and /kernel/drv/sparcv9/isp

4521066 4657311 4661696 4672156 4682951 4729861 4911589 4988575 5108175

� 113038-10 – SunOS 5.9: JFP manpages patch

4808428 4809083 4695070 4742031 4688476 4710452 4717366 4851824 4852478 4907337 4907341

4961965 4961971 4979314 5046638 6458390

� 113046-01 – SunOS 5.9: fcp Patch

4529255

� 113049-01 – SunOS 5.9: luxadm & liba5k.so.2 Patch

4334693 4622990 4716238 4820044

� 113068-06 – SunOS 5.9: hpc3130 patch

4672995 4698278 4762081 4796327 4799299 5062839

� 113070-01 – SunOS 5.9: ftp patch

4658282
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� 113071-01 – SunOS 5.9: patch /usr/sbin/acctadm

4696138

� 113072-08 – SunOS 5.9: patch /usr/sbin/format

4334693 4622990 4670999 4689757 4716238 4726667 4742992 4766161 4777332 4781880 4785642

4791416 4820859 4826988 6296988

� 113073-14 – SunOS 5.9: ufs and fsck patch

1101554 4138139 4159866 4259149 4330959 4349828 4352265 4373671 4409244 4456383 4462054

4473583 4508010 4518313 4518317 4521998 4525396 4614574 4615383 4615387 4628758 4631270

4632281 4632750 4634737 4638166 4639871 4640210 4640578 4643091 4647351 4647352 4648067

4648917 4651323 4653481 4655532 4661975 4662172 4665951 4666299 4668224 4668960 4669927

4676143 4676731 4678627 4680610 4683907 4690701 4690983 4692082 4693730 4696312 4698878

4701093 4705486 4705513 4706477 4708464 4710160 4710390 4711136 4711969 4712873 4714648

4714923 4714988 4715369 4715443 4718706 4719744 4720138 4721112 4721124 4723547 4725693

4728078 4733518 4734635 4740375 4742084 4744248 4757140 4760182 4763631 4767357 4768557

4770487 4772960 4774716 4780601 4783931 4785875 4794712 4796134 4796430 4797967 4802281

4803148 4807979 4807983 4808079 4808489 4814438 4815160 4816898 4816970 4817074 4820916

4825181 4826191 4829570 4829703 4830061 4834259 4835153 4839059 4839268 4839900 4840737

4844927 4851366 4854233 4854408 4854410 4866439 4866453 4866715 4871258 4878873 4883796

4883904 4884138 4884359 4888423 4889619 4889692 4891129 4893952 4908210 4910467 4917281

4933271 4934391 4934706 4935923 4936591 4942378 4948494 4948693 4954374 4957434 4963065

4964390 4971146 4975541 4998030 4998625 5001778 5003251 5004305 5007951 5007980 5009586

5009684 5009733 5011522 5011799 5011839 5012030 5012606 5012815 5013142 5013143 5013146

5013148 5013166 5013167 5013172 5014316 5014558 5016028 5016531 5016684 5018631 5021214

5022111 5024116 5026788 5026796 5026803 5028147 5030217 5030655 5031644 5033523 5035160

5037602 5038605 5040057 5040128 5040154 5040306 5041157 5046091 5046783

� 113074-04 – SunOS 5.9: ngdr.conf patch

4654448 4712441

� 113075-01 – SunOS 5.9: pmap patch

4660871

� 113076-02 – SunOS 5.9: dhcpmgr.jar Patch

4643257 4673713 4687991 4731988

� 113077-18 – SunOS 5.9: su driver patch

4028137 4397794 4646641 4666211 4697226 4707716 4709299 4734045 4747008 4764445 4766657

4776340 4781075 4835358 4897539 4940982 4961206 4972451 5003327 5006489 5042551 5076535

5104883 6205778 6300839 6362844 6365805

� 113085-02 – SunOS 5.9: Thai font enhancement

4688066 4708093 4747781
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� 113086-01 – SunOS 5.9: iconv modules between zh_CN.euc and UTF-8 are incompatible

4672806

� 113087-01 – SunOS 5.9: Cannot use other fonts to display Asian characters in xterm

4692528

� 113088-01 – SunOS 5.9: SPECIAL PATCH: Safe default permission violations

4671052

� 113089-01 – SunOS 5.9: SPECIAL PATCH: Bad postremove script of SUNWkuxft

4706829

� 113090-01 – SunOS 5.9: SPECIAL PATCH: Bad postinstall script of SUNWcdft

4714477

� 113096-03 – X11 6.6.1: OWconfig patch

4684184 4682788 4707897

� 113110-01 – SunOS 5.9: touch Patch

4482571 4659955

� 113113-01 – SunOS 5.9: Problem with depend file of SUNWhdcl with HK locales in S9

4670820

� 113125-01 – SunOS 5.9: missing libc_psr.so.1 symlink

4704023

� 113145-02 – SunOS 5.9: Naturetech /platform links are not exist

4707235

� 113146-07 – SunOS 5.9: Apache Security Patch

4705227 4737442 4759882 4768221 4948830 5002881 5061043 5069902 5073308 5082985 6204933

6308127

� 113167-01 – SunOS 5.9: JFP xhost manpage patch

4700173

� 113168-02 – SunOS 5.9: JFP Japanese TrueType Font

4674655 4704720

� 113220-01 – SunOS 5.9: patch /platform/sun4u/kernel/drv/sparcv9/upa64s
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4114317

� 113224-01 – SunOS 5.9: efdaemon Patch

4633009

� 113225-04 – SunOS 5.9: Timezone commands and zoneinfo database update Patch

4649654 4683487 4959639 6226357 6348147 6380398

� 113226-05 – SunOS 5.9: hme Driver Patch

4364929 4370044 4725575 4789487 4846087 4893349 4905982 4951777

� 113228-01 – SunOS 5.9: 64 bit locale links missing in Solaris 9

4664306

� 113240-11 – CDE 1.5: dtsession patch

4701185 4743546 4763733 4788212 4837640 4880232 4845302 4944400 5023052 5023659 5064140

� 113244-09 – CDE 1.5: dtwm patch

4743546 4853367 4868035 4917291 4948424 4956257 4971032 5091345 6289158 6234179 6328101

� 113273-11 – SunOS 5.9: /usr/lib/ssh/sshd Patch

4406914 4452339 4614979 4621219 4635546 4680230 4707788 4708590 4708846 4709475 4710108

4710111 4711335 4713097 4713592 4714596 4718590 4719654 4720595 4725702 4733532 4740969

4750989 4759759 4777436 4784872 4799122 4801044 4811575 4816590 4828467 4837140 4841566

4857179 4860120 4862449 4895076 4923312 4924554 4925970 4926391 4926624 4928964 4939055

4964839 4966521 4967674 4969306 4971630 4971810 4975057 4976155 4976745 4977574 4982991

4990122 5002100 5005870 5006469 5006690 5006695 5006762 5012765 5013640 5014180 5014600

5014946 5014951 5014969 5019044 5020325 5021347 5022903 5023074 5025296 5036242 5039669

5048145 5048596 5049660 5054240 5054835 5055703 5058293 5060425 5060548 5060618 5062508

5063375 5066767 5076804 5082282 5083048 5083197 5087792 5088670 5090324 5094142 5094528

5109225 5109404 5109487 5109496 6176256 6181680 6182695 6185726

� 113277-47 – SunOS 5.9: st, sd and ssd drivers patch

4027074 4273477 4313732 4334693 4336105 4358054 4360365 4375499 4412239 4492264 4498182

4500536 4527668 4622990 4624524 4628670 4645691 4651339 4651386 4651679 4654850 4655315

4656322 4656416 4672504 4673243 4716238 4722426 4725656 4728530 4731122 4734019 4734033

4739785 4741112 4744131 4746064 4756712 4758160 4758953 4759557 4761337 4766742 4770566

4773941 4773958 4774943 4776340 4788885 4797314 4799891 4801603 4804362 4808352 4809961

4812565 4818293 4819633 4819888 4819983 4820811 4821401 4824592 4828972 4831997 4839726

4841612 4848845 4851925 4852194 4854282 4861895 4866891 4870452 4886293 4894442 4895202

4899611 4903496 4904408 4957614 4976566 4983202 4987026 5020296 5023670 5030903 5036894

5047076 5067923 5087477 5095543 5103484 6177478 6183286 6216135 6224221 6225780 6230146

6232414 6237149 6252197 6260355 6271626 6271814 6273374 6292076 6325893 6332948 6334799

6339864 6340983 6450670
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� 113278-15 – SunOS 5.9: NFS Daemon, rpcmod Patch

4377827 4492876 4531028 4531029 4634519 4653361 4662762 4756472 4827409 4852381 4875916

4880986 4883107 4899933 4919172 4945167 4945997 5009814 5011718 5021165 5061331 6214620

6253388 6272865 6279317 6297186 6329593

� 113279-01 – SunOS 5.9: klmmod Patch

4492876

� 113280-06 – SunOS 5.9: patch /usr/bin/cpio

4646589 4661824 4674849 4677773 4679533 4679805 4688928 4711504 4738687 4740813 4768749

4771017 4789757 4790357 4792482 4802626 4803461 4810827 4844489 4879536 4894077 4911399

4971255 5006405 5021475

� 113281-01 – SunOS 5.9: patch /usr/lib/netsvc/yp/ypbind

4515621

� 113318-26 – SunOS 5.9: NFS patch

4044295 4407669 4427971 4465488 4471199 4519102 4531662 4631449 4658316 4664740 4680195

4683308 4706036 4716413 4725574 4736706 4747261 4757427 4759341 4768760 4774462 4816496

4837285 4837290 4852269 4857986 4865731 4865982 4901380 4903465 4932305 4955962 4960336

4976875 4987169 5002826 5011676 5016808 5070448 5082540 5083133 5105010 6190519 6194271

6224764 6262249 6277307 6342430 6368753

� 113319-24 – SunOS 5.9: libnsl, nispasswdd patch

1226166 4152876 4156580 4192824 4248430 4353836 4390053 4419428 4503714 4517003 4644308

4648085 4655472 4668699 4674036 4680691 4684558 4686960 4687778 4688447 4690775 4691127

4700602 4710928 4724357 4727726 4738852 4745909 4753610 4756113 4757387 4765506 4767276

4772960 4806914 4817833 4823553 4825334 4828271 4915053 4941669 4966526 4973536 4977978

4990222 4996337 4997108 5016629 5071759 5106725 5109439 6225117 6254605 6261290 6301766

� 113320-06 – SunOS 5.9: se driver patch

4028137 4626537 4655495 4730608 4735231 4755417 4813598 4849939 5064695

� 113321-06 – SunOS 5.9: patch sf and socal

4451550 4492895 4589401 4643768 4657427 4772960 4805731 4956868

� 113322-03 – SunOS 5.9: uucp patch

4686442 4756979 4804089 4952456

� 113323-01 – SunOS 5.9: patch /usr/sbin/passmgmt

4687515

� 113327-03 – SunOS 5.9: pppd Patch
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4647938 4684948 4902137

� 113329-17 – SunOS 5.9: lp Patch

4530499 4593031 4626542 4635978 4640166 4640976 4648825 4652453 4687458 4687483 4697460

4704146 4704153 4704157 4704303 4704376 4704377 4704786 4704793 4704798 4704812 4704824

4704921 4704926 4705611 4705626 4705635 4705663 4705665 4705899 4705910 4705911 4705915

4705933 4705937 4705943 4705947 4705948 4705950 4705957 4705959 4705977 4706351 4714952

4734301 4751570 4761753 4761791 4775108 4809082 4809690 4819203 4902916 4915855 4925015

4927784 4930119 4940032 4981362 4986866 4997994 5025203 5043034 5060450 5064120 5065608

6186040 6208058 6289134 6314243 6314245

� 113330-03 – SunOS 5.9: rpcbind Patch

1226166 4690775 6332990 6355614

� 113331-01 – SunOS 5.9: usr/lib/nfs/rquotad Patch

4683311

� 113332-07 – SunOS 5.9: libc_psr.so.1 libmd5_psr.so.1 Patch

4666069 4713409 4726041 4771216 4780672 4842538 4915833 4919019

� 113334-03 – SunOS 5.9: udfs Patch

4548887 4651869 4655796 4714259 4762254 4865731

� 113335-03 – SunOS 5.9: devinfo Patch

4522638 4869606 6244523

� 113374-02 – X11 6.6.1: xpr patch

4704388

� 113400-01 – SunOS 5.9: zh_CN.GBK is incomplete for 64 bit

4762909

� 113403-04 – SunOS 5.9: Tamil/Kannada/Gujarati/Bengali support

4769446 4752426 4767689 4767747 4752139 4681931 4832435

� 113405-02 – SunOS 5.9: sync with 4751190 for th_TH.UTF-8 locales

4751190

� 113407-03 – SunOS 5.9: Added Five stroke input method support in S9UR

4741018 4783961 4749970 4749975 4837040

� 113409-01 – SunOS 5.9: SPECIAL PATCH: Missing locales in SUNW_LOC in s9u3
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4780217

� 113424-01 – CDE 1.5: message patch to add IM title in the workspace menu

4731995

� 113432-10 – SunOS 5.9: Fujitsu PRIMEPOWER - platform links

4761257 4842538 4888179 4888265 4948727

� 113434-32 – SunOS 5.9: /usr/snadm/lib Library and Differential Flash Patch

4313832 4385866 4391400 4501772 4642585 4654964 4655075 4658735 4660835 4707022 4718661

4723051 4724529 4733324 4734649 4744624 4750446 4753030 4759768 4760694 4761562 4761681

4763919 4767378 4767678 4768717 4793554 4801754 4812304 4826147 4827060 4832216 4834450

4834885 4846793 4862735 4879767 4888173 4889594 4889623 4904610 4945516 4963778 4985741

4985934 4989156 4997302 5031468 5050613 5096647 6178185 6225766 6242499 6254694 6331045

6355905 6421466

� 113446-03 – SunOS 5.9: dman Patch

4640542 4697219 4704996 4707993 4807502

� 113451-11 – SunOS 5.9: IKE patch

4508547 4628774 4628901 4653051 4666686 4667873 4671563 4673333 4673338 4687237 4704460

4731575 4739746 4741543 4742619 4745493 4745709 4752466 4762219 4804299 4823665 4832562

4840090 4842368 4890236 4919747 4919802 4927429 4930399 4941232 4974853 4976759 4977335

4982429 5016628 6259973 6265403 6268124 6316863 6317027 6326584 6331159 6333693 6340770

6347364 6348585 6367959

� 113459-04 – SunOS 5.9: udp patch

4511634 4708720 4727825 6251862

� 113467-01 – SunOS 5.9: seg_drv & seg_mapdev Patch

4533078 4533108 4630754 4638608 4644346 4648171

� 113470-02 – SunOS 5.9: winlock Patch

4533078 4533108 4630754 4638608 4644346 4648171 4712871

� 113471-09 – SunOS 5.9: Miscellaneous SunOS Commands Patch

4254013 4533078 4533108 4533712 4630754 4638608 4644346 4648171 4668520 4686454 4845974

4921661 4950966 5016934 5070816

� 113472-01 – SunOS 5.9: madv & mpss lib Patch

4533078 4533108 4630754 4638608 4644346 4648171

� 113477-02 – SunOS 5.9: SPECIAL PATCH: class action replacement scripts
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4712441

� 113480-02 – SunOS 5.9: usr/lib/security/pam_unix.so.1 Patch

4192824 4248430 4390053 4700602 4756113

� 113482-02 – SunOS 5.9: sbin/sulogin Patch

4192824 4248430 4390053 4700602 4960245

� 113484-02 – SunOS 5.9: WBEM SDK Localization message patch

4733195

� 113485-01 – SunOS 5.9: DHCP Manager Localization message patch

4733194

� 113490-04 – SunOS 5.9: Audio Device Driver Patch

4660099 4670245 4701098 4714088 4776340 4778303 4790888 4824455 4829190 4831766 4946859

� 113493-03 – SunOS 5.9: adb, mdb, libproc.so.1 Patch

4271957 4725696 4756192 4797219 6367266

� 113494-01 – SunOS 5.9: iostat Patch

4511098 4679590

� 113495-05 – SunOS 5.9: cfgadm library patch

4433415 4529095 4665200 4672974 4692545 4810029 4828994 4900705 4904520

� 113503-01 – SunOS 5.9: GigaSwift Ethernet 1.0 special postinstall script patch

4735162

� 113513-02 – X11 6.6.1: platform support for new hardware

4731970 4726510

� 113572-01 – SunOS 5.9: docbook-to-man.ts Patch

4649171

� 113575-07 – SunOS 5.9: sendmail Patch

4509017 4678365 4697068 4704672 4704675 4706596 4706608 4706632 4706660 4720281 4725387

4728227 4737586 4756570 4798135 4808977 4809539 4826809 4835344 4839833 4924036 4960609

4975106 4981319 5063431 5070217 5086978 6209101 6215377 6223059 6242365 6314932 6326006

6397275 6401629 6403183 6424201

� 113576-01 – SunOS 5.9: /usr/bin/dd Patch
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4632818

� 113579-09 – SunOS 5.9: ypserv/ypxfrd patch

4192824 4248430 4283355 4390053 4700602 4737417 4823553 4882937 4890530 4905454 4926318

4951399 5022150 6332906

� 113580-01 – SunOS 5.9: mount Patch

4715028

� 113581-01 – CDE 1.5: message patch to add to /usr/dt/bin/dtlp

4646929

� 113713-21 – SunOS 5.9: pkginstall Patch

4405634 4658542 4720211 4786593 4813860 4826609 4842146 4848801 4850925 4851760 4876125

4881141 4887795 4905318 4909852 4910538 4920769 4933503 4953336 4979694 5015850 5034108

5038650 5050493 5062603 6202671 6217206 6244125

� 113716-02 – SunOS 5.9: sar & sadc Patch

4627454 4723484 5039002 5066317 6257191

� 113717-06 – SunOS 5.9: SPECIAL PATCH: For EDITABLE files

4712441

� 113718-02 – SunOS 5.9: usr/lib/utmp_update Patch

4659277 4705891

� 113720-02 – SunOS 5.9: rootnex Patch

4692542 4887432

� 113742-01 – SunOS 5.9: smcpreconfig.sh Patch

4704611

� 113746-01 – SunOS 5.9: uxlibc Localization message patch

4760256

� 113764-05 – X11 6.6.1: keyboard patch

4716868 4237479 4633549 4766231 6311410 6338085

� 113789-01 – CDE 1.5: dtexec patch

4759425

� 113798-02 – CDE 1.5: libDtSvc patch
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4720526 4786448 4917860 5092678

� 113799-01 – SunOS 5.9: solregis Patch

4762680

� 113813-02 – SunOS 5.9: Gnome Integration Patch

4752366 4770721

� 113839-01 – CDE 1.5: sdtwsinfo patch

4729180

� 113841-01 – CDE 1.5: answerbook patch

4729199

� 113859-04 – SunOS 5.9: Sun ONE Directory Server 5.1 patch

2057900 2063534 2065178 2069342 2079262 2097441 2097456 2097509 2097541 2097600 2097623

2097654 2097665 2098090 2099197 2099422 2101163 2101262 2101315 2101333 2108974 2117983

2118490 2119155 2120389 2120414 2120541 2120699 2121079 2121114 2121347 2121481 2121615

2121644 2121688 4527608 4529402 4530466 4530509 4532320 4532757 4533706 4535845 4537169

4538268 4550044 4589224 4592931 4614559 4615165 4616579 4617085 4617521 4619976 4620546

4621920 4622371 4623119 4623199 4623308 4624693 4627760 4628444 4630124 4639310 4639408

4639560 4640273 4640724 4643122 4645544 4645887 4646301 4646350 4646392 4649319 4649615

4651972 4652031 4652859 4653016 4656657 4656846 4658787 4658810 4663658 4665564 4665571

4668480 4669525 4669879 4671360 4672889 4672914 4672960 4674387 4675387 4682961 4683476

4684519 4686213 4687038 4689805 4691101 4692956 4695152 4697500 4704039 4704635 4705641

4707395 4708296 4709128 4711201 4711202 4713256 4714196 4714358 4715065 4715955 4716340

4716745 4717121 4719564 4722987 4723630 4732352 4735062 4735919 4737978 4738221 4738639

4742083 4742450 4743633 4743796 4748399 4749234 4751092 4753087 4754469 4754595 4756215

4758387 4759670 4761010 4765575 4767182 4773751 4773823 4773920 4776001 4777358 4778128

4778154 4778334 4780230 4780807 4781823 4783910 4784168 4786154 4786475 4786504 4786547

4787220 4789601 4791877 4795280 4797685 4802963 4805734 4807803 4809504 4809846 4813355

4813998 4815733 4817676 4818005 4819399 4819710 4819904 4820037 4821198 4821289 4824825

4826265 4826843 4826863 4827569 4829894 4830417 4834508 4836446 4836491 4838624 4838863

4840786 4840960 4842620 4846165 4846332 4848325 4850717 4850722 4851870 4851879 4854827

4854898 4856290 4856329 4856331 4857614 4863001 4863706 4863943 4864622 4865435 4865525

4865653 4865859 4866060 4867299 4880352 4881181 4881653 4883250 4884416 4885686 4886421

4891116 4894995 4897873 4898449 4899320 4903397 4904414 4908443 4911023 4911678 4911711

4912539 4912664 4913176 4913984 4916248 4918912 4920323 4921143 4921426 4922595 4925223

4928129 4929089 4930098 4932782 4935077 4938445 4942664 4943975 4945548 4946487 4948365

4953750 4957279 4957314 4957384 4965036 4973380 4976005 4976010 4976129 4976481 4980328

4990956 4994274 5013318 5014116 5024106 5026748 5044378 5047431 5052660 5053912 5071022

5071675 5072159 5084650 5088018 5098376 5103276 5104371 6176080 6185038

� 113861-04 – CDE 1.5: dtksh patch

4729959 4814825 4802900 4924920
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� 113863-01 – CDE 1.5: dtconfig patch

4732757

� 113868-02 – CDE 1.5: PDASync patch

4653758 4705576 4642465 4783087 4815680

� 113896-06 – SunOS 5.9: en_US.UTF-8 locale patch

4810102 4893213 4857313 4879620 4894641 4839796 4918666 4847017 4857857 4860057 4860065

4839577 4846689 4874481 4811234 4833698 4843218 4681931 4791073 4647462 4635650 4648210

4739481 4770344 4774817 4778370 4775106 4501634 4778686 4805695 4614828 4668356 4668371

4798658 4789856 4762506 4746498 4749928 4633291 4758189 4761039 4753468 4757704 4765728

4765666 4751190 4751699 4767922 4768220

� 113902-03 – SunOS 5.9: Asian UTF-8 iconv modules enhancement

4702278 4750690 4772950

� 113904-03 – SunOS 5.9: 7 indic scripts support in Asian UTF-8 locales

4768804 4752112 4752144 4790423 4681931

� 113906-01 – SunOS 5.9: Fixed some functional problems in Chinese locales

4731208 4677334

� 113908-01 – SunOS 5.9: SPECIAL PATCH: Missing locales in SUNW_LOC for SUNWinttf
� 113909-01 – SunOS 5.9: SPECIAL PATCH:Broken preremove script in S9U3 Asia BCP pkgs

4780225

� 113911-01 – SunOS 5.9: BCP applications hangs with NIS in asian locales

4784597

� 113923-02 – X11 6.6.1: security font server patch

4764193

� 113973-01 – SunOS 5.9: adb Patch

4664740

� 113975-01 – SunOS 5.9: ssm Patch

4709170

� 113977-01 – SunOS 5.9: awk/sed pkgscripts Patch

4737594

� 113978-01 – SunOS 5.9: syseventconfd Patch
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4737409 4745393

� 113981-04 – SunOS 5.9: devfsadm Patch

4259149 4334693 4473583 4517655 4622990 4703964 4716238 4734853 4744248 4763631 4908675

� 113984-01 – SunOS 5.9: iosram Patch

4721302

� 114003-01 – SunOS 5.9: bbc driver Patch

4706975

� 114004-01 – SunOS 5.9: sed Patch

4727485

� 114006-01 – SunOS 5.9: tftp Patch

4656587

� 114008-01 – SunOS 5.9: cachefsd Patch

1250956 4110712 4230685 4338920 4467621 4507274 4616030 4698882 4698886 4740460

� 114010-02 – SunOS 5.9: m4 Patch

4174383 4837874

� 114014-10 – SunOS 5.9: libxml, libxslt and Freeware man pages Patch

4634845 4665029 4668974 4702333 4708162 4768591 4781721 4787493 4793452 4806701 4822658

4822718 4833908 4839883 4839885 4870078 4876873 5069958 5104326

� 114016-01 – tomcat security patch

4759554

� 114020-03 – 5.9: Synching Euro UTF-8s

4773318 4788627 4846281

� 114037-02 – SunOS 5.9: patch for supporting Unicode3.2 & indic script

4774476 4823451

� 114039-02 – SunOS 5.9: Bug fix for dtpad column in Euro UTF-8 locales

4773166 4897744

� 114049-12 – SunOS 5.9: NSPR 4.1.6 / NSS 3.3.4.5

4840298 4840300 4840303 4856631 4856633 4884151 4933535 4945089 4964119 4972840 4991529

5004563 5016209 5025584 5069683
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� 114125-01 – SunOS 5.9: IKE should support hardware assist for certs and Oakley

4666686 4673333 4687237 4704460 4739746 4745493 4745709

� 114127-03 – SunOS 5.9: abi_libefi.so.1 and fmthard Patch

4334693 4622990 4716238 4888423 4906621 4935076

� 114128-03 – SunOS 5.9: sd_lun patch

4334693 4498182 4622990 4628670 4716238 4741112 4773958 4776340 4788885 4801603 4818293

4820811 4831997 4839726 6230146

� 114129-02 – SunOS 5.9: multi-terabyte disk support -libuuid patch

4334693 4622990 4716238 4888423

� 114131-03 – SunOS 5.9: multi-terabyte disk support - libadm.so.1 patch

4259149 4334693 4473583 4622990 4716238 4744248 4763631 6197410

� 114133-02 – SunOS 5.9: mail Patch

4705717 5074748

� 114135-03 – SunOS 5.9: at utility Patch

4776480 4873835

� 114153-01 – SunOS 5.9: Japanese SunOS 4.x Binary Compatibility(BCP) patch

4775198 4775194

� 114165-01 – CDE 1.5: SUNWsregu Localization message patch

4762680

� 114211-02 – SunOS 5.9: WBEM Localization message patch

4786427 4767999 5050161

� 114215-04 – SunOS 5.9: Install/admin Localization message patch

4788175 4804609 4818688 4974126

� 114217-03 – SunOS 5.9: Install/admin Localization message patch

4788175 4818688 4841337

� 114219-11 – CDE 1.5: sdtimage patch

4746059 4728421 4822709 4849909 4705973 5044241 5024924 5035922 6203734 4284511 6217996

� 114221-02 – SunOS 5.9: UR bug fixes
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4791189 4789202

� 114224-05 – SunOS 5.9: csh patch

4198269 4479584 5100865 6209912 6307905 6311438 6314637 6336149

� 114227-01 – SunOS 5.9: yacc Patch

4735960

� 114229-01 – SunOS 5.9: action_filemgr.so.1 Patch

4714071

� 114233-05 – SunOS 5.9: rsm Patch

4679690 4700142 4728023 4754589 4780149 4781177 4792165 4816959 4926718

� 114235-01 – SunOS 5.9: libsendfile.so.1 Patch

4640982 4711013

� 114244-01 – SunOS 5.9: some characters can’t be shown in GBK and GB18030 locales

4771032

� 114249-01 – SunOS 5.9: SPECIAL PATCH:Broken preremove scripts in some of S9 pkgs

4829407

� 114259-02 – SunOS 5.9: usr/sbin/psrinfo Patch

4841716 4983696

� 114276-02 – SunOS 5.9: Extended Arabic support in UTF-8

4786458 4820267

� 114282-01 – CDE 1.5: libDtWidget patch

4776648

� 114312-02 – CDE1.5: GNOME/CDE Menu for Solaris 9

4748729 5073813

� 114321-03 – SunOS 5.9: Patch Manager Localization message patch

4795479 4826155 4929385

� 114326-03 – SunOS 5.9: /usr/lib/dcs Patch

4683247 4775925 4810029

� 114329-02 – SunOS 5.9: pax Patch
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4766460 6383586

� 114331-02 – SunOS 5.9: power Patch

4776968 4785495 6342066 6358078 6414741

� 114332-23 – SunOS 5.9: c2audit & *libbsm.so.1 Patch

4383820 4445394 4457028 4473026 4499864 4501255 4592827 4647549 4647683 4647684 4685545

4688063 4712958 4715363 4728819 4732828 4735135 4745590 4750749 4761401 4778984 4779457

4805352 4809341 4818300 4828108 4829732 4833724 4835739 4842901 4845277 4857394 4892034

4904733 4916342 4959077 4964996 4975802 5012065 5042248 5064001 5076694 5076801 5082875

5093165 6174905 6192370 6260039 6281786

� 114335-02 – SunOS 5.9: usr/sbin/rmmount Patch

4628233 4705226 4726100

� 114339-01 – SunOS 5.9: wrsm header files Patch

4619267 4661424 4694445 4738280

� 114344-21 – SunOS 5.9: arp, dlcosmk, ip, and ipgpc Patch

1148813 1240645 4075054 4294701 4327168 4341344 4396697 4417647 4425786 4475921 4479794

4488694 4532805 4532808 4532860 4559001 4587434 4592876 4635766 4637330 4637788 4639729

4644731 4647361 4648299 4648388 4653899 4658177 4660167 4661975 4664957 4671440 4673190

4675796 4676731 4678130 4685978 4688392 4688398 4688704 4690565 4690625 4691277 4693464

4694560 4699047 4701276 4703689 4703864 4705755 4715897 4726444 4728056 4728423 4728429

4728541 4737760 4751531 4763906 4772797 4773326 4775648 4775897 4777295 4777791 4783283

4796820 4798787 4799577 4803389 4804064 4804756 4806220 4808860 4817668 4825472 4828297

4834142 4836677 4837086 4838049 4859127 4863621 4865207 4867136 4879396 4914143 4915436

4929493 4959954 4963675 4963771 4969154 4971665 4974963 4977677 4980989 4984037 4984625

4995674 5005545 5013238 5018661 5018864 5019039 5025728 5035061 5049232 5062168 5073182

5073668 5078640 5084073 5084344 5096257 6195122 6212756 6214946 6220619 6227282 6227733

6229034 6231263 6235832 6241739 6257723 6302789 6331032 6332525

� 114349-04 – SunOS 5.9: sbin/dhcpagent Patch

4118738 4259149 4473583 4715953 4721209 4744248 4763631 4902398

� 114352-03 – SunOS 5.9: /etc/inet/inetd.conf Patch

4761190

� 114356-08 – SunOS 5.9: /usr/bin/ssh Patch

4406914 4452339 4614979 4621219 4635546 4665983 4680230 4685658 4707786 4707788 4708846

4709475 4710108 4710111 4711335 4713097 4713592 4714596 4719654 4720595 4733532 4740969

4750989 4759759 4763864 4777436 4784872 4799122 4804165 4811575 4816590 4828467 4837140

4841566 4857179 4862449 4924554 4925970 4926391 4926624 4928964 4939055 4964839 4966521

4967674 4969306 4971630 4971810 4975057 4976155 4976745 4977574 4982991 4990122 5002100
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5005870 5006690 5006695 5006762 5012765 5013640 5014180 5014600 5014946 5014951 5014969

5019044 5020325 5021347 5022903 5023074 5025296 5036242 5048596 5049660 5054240 5054835

5058293 5060425 5060618 5062508 5063375 5066767 5076804 5082282 5083048 5083197 5088670

5090324 5094142 5094528 5099653 5109225 5109404 5109487 5109496 6176256 6181680 6182695

6185726 6402708

� 114361-01 – SunOS 5.9: /kernel/drv/lofi Patch

4302817 4331110 4335489 4342447 4348291 4361731 4389001 4446576 4477843 4505225 4526709

4628272 4649233

� 114363-03 – SunOS 5.9: sort Patch

4641790 4725245 4817791 4851433 4897491 4913776 6178339

� 114369-01 – SunOS 5.9: prtvtoc patch

4334693 4622990 4716238

� 114370-05 – SunOS 5.9: libumem.so.1 patch

4518988 4694626 4709984 4766343 4865797 4924624 4928859 5017315 5018265 6304072

� 114371-01 – SunOS 5.9: UMEM - libumem (mdb components) patch

4518988 4694626 4709984

� 114372-01 – SunOS 5.9: UMEM - llib-lumem patch

4518988 4694626 4709984

� 114373-01 – SunOS 5.9: UMEM - abi_libumem.so.1 patch

4518988 4694626 4709984

� 114374-01 – SunOS 5.9: Perl patch

4675538 4724626 4768924

� 114377-04 – SunOS 5.9: Enchilada/Stiletto - BSC comms support

4713409 4764078 4781113 4783538 4819633 4855020 4717667

� 114380-04 – SunOS 5.9: Enchilada/Stiletto librsc support

4726041 4810029 4893015 5087929 6247378

� 114383-04 – SunOS 5.9: Enchilada/Stiletto - pca9556 driver

4726041 4771216 4781113 4819633 6256312

� 114387-06 – SunOS 5.9: Enchilada/Stiletto - scadm support

4448914 4726041 4733895 4799727 4812658 6333508 6376763 6382379 6384404
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� 114389-03 – SunOS 5.9: devinfo Patch

4745581 4794712 4870565

� 114470-10 – SunOS 5.9: Sun Fire V880z/XVR-4000 Graphics Patch

4796037 4797704 4796973 4799777 4792452 4801660 4800526 4812003 4802530 4804995 4808067

4796917 4815925 4761925 4782193 4793942 4793943 4827241 4809512 4841825 4841963 4806680

4747098 4845198 4898864 4891631 4809518 4887691 4890323 4912940 4914546 4907857 4909722

4919873 4919888 4925363 4926113 4958423 4959146 4949497

� 114473-08 – SunOS 5.9: Fujitsu CPU performance counters patch

4893015 4968806 4810029 4924929 4924938 4907860 4810655 4944951 5030223 6247378 5087929

� 114482-04 – SunOS 5.9: Product Registry CLI Revision

4385866 4391400 4655075 4753030 4767378 4767678 4768717 4796532 4801439 4863376

� 114495-01 – CDE 1.5: dtprintinfo patch

4788209

� 114501-01 – SunOS 5.9: drmproviders.jar Patch

4712814

� 114503-14 – SunOS 5.9: usr/sadm/lib/usermgr/VUserMgr.jar Patch

4418366 4750864 4756441 4762502 4770830 4803524 4810642 4914834 4931702 4946973 4997883

5080683 5092404 5092418 6192017 6196606 6236163 6242775 6242778

� 114509-01 – SunOS 5.9: cs_CZ Locale not usable

4793388

� 114513-03 – SunOS 5.9: patch for Japanese and English X man pages

4811454 4797892 4801395 4849095 4852478

� 114516-01 – SunOS 5.9: patch for English sdtudctool man pages for S9UR3

4808428

� 114520-07 – SunOS 5.9: SPECIAL PATCH: For postinstall script

4786712 4809906 4834885 4825349 4824518

� 114538-36 – SunOS 5.9: Sun XVR-100 Graphics Accelerator Patch

4792630 4812350 4820147 4820254 4820999 4821832 4822149 4822443 4823003 4824233 4827346

4827720 4827837 4829583 4832885 4848884 4850955 4855985 4856743 4856749 4857139 4857143

4857383 4857946 4858706 4860082 4865081 4868991 4881586 4891308 4893876 4897985 4902258

4907678 4908183 4910095 4910515 4910717 4910866 4916095 4919863 4920467 4928284 4928533
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4928937 4930458 4931721 4940574 4941862 4942140 4945654 4946685 4946693 4947147 4950397

4951134 4953302 4953842 4956464 4958535 4962975 4962983 4964028 4966472 4967365 4967389

4969448 4978512 4985123 4991615 5002928 5015658 5026994 5031372 5048332 5069595 5070401

5098578 6182271 6214907 6242033 6260233 6282798 6282999 6302266 6307293 6345888 6350133

6373835 6377359 6385527

� 114555-31 – SunOS 5.9: Sun XVR-1200 and Sun XVR-600 Graphics Accelerator Patch

4744371 4767906 4799602 4807907 4808263 4819200 4821638 4822159 4822276 4827925 4829846

4830544 4830549 4833546 4834370 4834943 4835514 4837176 4837418 4837510 4838461 4847177

4849519 4853020 4860054 4860468 4860493 4867922 4870055 4881084 4890241 4891452 4891672

4891690 4891715 4893057 4893813 4897827 4899854 4899910 4901449 4904242 4904711 4904716

4906894 4907853 4910656 4911553 4911753 4913881 4915313 4923657 4925028 4925035 4925735

4926474 4927936 4932555 4933144 4935228 4935929 4958168 4961263 4971719 4977935 4982296

4990538 4991126 5004939 5017713 5085848 6181282 6202655 6205888 6210235 6244529 6248620

6250233 6260241 6266390 6278448 6279278 6293254 6297322 6311081 6319362 6368913 6364976

� 114561-01 – X11 6.6.1: X splash screen patch

4807285

� 114564-09 – SunOS 5.9: /usr/sbin/in.ftpd Patch

4705192 4706072 4714534 4791264 4806960 4864687 4902032 5012436 5015948 5016478 6239487

6316337

� 114566-02 – SunOS 5.9: SPECIAL PATCH: For EDITABLE files
� 114569-02 – SunOS 5.9: libdbm.so.1 Patch

4668699 4825407

� 114571-02 – SunOS 5.9: libc.so.*.9/bcp Patch

4668699 4934260

� 114584-01 – SunOS 5.9: i2c driver patch

4720029

� 114586-01 – SunOS 5.9: bzip Patch

4634845 4659775

� 114598-03 – 5.9: UTF-8 dtcm chars not appearing, dtpad too wide

4787603 4418543

� 114600-06 – SunOS 5.9: vlan driver patch

4619750 4788391 4730657 4847441 5065648 5074196 5097913 6216827 6421519 6313896

� 114602-04 – X11 6.6.1: libmpg_psr patch
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4830251 4860869 4877022 4914747

� 114607-02 – SunOS 5.8: SPECIAL PATCH: pkginfo replacement scripts (S9U3)
� 114612-01 – SunOS 5.9: ANSI-1251 encodings file errors

4812123

� 114624-02 – SunOS 5.9: SPECIAL PATCH Upgrade bug UR

4826785 4819542 4708858 4895101

� 114633-02 – SunOS 5.9: ja_JP.UTF-8 locale patch

4749205 4868872

� 114636-03 – SunOS 5.9: KCMS security fix

4661008 4774256 5040882

� 114641-03 – SunOS 5.9: Japanese iconv for UTF-8 patch

4706863 4671351 4671363 4109290 5077658

� 114654-02 – CDE 1.5: SmartCard patch

4785011

� 114677-11 – SunOS 5.9: International Components for Unicode Patch

4731597 4757662 4757683 4783065 4784646 4865107 4872194 4903197 4906617 4907166 4910918

4911499 4922414 4936232 4936244 4954656 4984965 4987315 5086303 2122158 4785261 6217550

6354379

� 114684-03 – SunOS 5.9: samba Patch

4768591 4787493 4833908 4839883 4839885 5080288 5095997 6203085

� 114711-03 – SunOS 5.9: usr/sadm/lib/diskmgr/VDiskMgr.jar Patch

4818306 4825948 4931702

� 114713-02 – SunOS 5.9: newtask Patch

4798119 4970817

� 114716-02 – SunOS 5.9: rcp patch

1149636 4771893

� 114718-05 – SunOS 5.9: usr/kernel/fs/pcfs Patch

4413261 4782709 4865731 4898397 5047630 5065397 6180557

� 114729-01 – SunOS 5.9: usr/sbin/in.telnetd Patch
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4798177

� 114731-09 – SunOS 5.9: glm driver patch

4450607 4661880 4696162 4730256 4741149 4744095 4770492 4776340 4799457 4819026 4823893

4919566 4929125 4995568 5065435 6258111 6350993

� 114734-01 – SunOS 5.9: /usr/ccs/bin/lorder Patch

4747253

� 114736-01 – SunOS 5.9: usr/sbin/nisrestore Patch

4759428

� 114818-06 – GNOME 2.0.0: libpng Patch

4809087 4901822 4979460 5019699 5075227

� 114822-04 – GNOME 2.0.2: 64bit libpng Patch

4901822 5019699 5048062 5075227

� 114861-01 – SunOS 5.9: /usr/sbin/wall

4803267

� 114875-01 – SunOS 5.9: XML library source patch

4822718

� 114923-01 – SunOS 5.9: /usr/kernel/drv/logindmux Patch

4674066

� 114926-02 – SunOS 5.9: kernel/drv/audiocs Patch

4777298 4834087

� 114927-01 – SunOS 5.9: usr/sbin/allocate Patch

4714170 4809341

� 114934-01 – SunOS 5.9: usr/platform links patch

4761257

� 114947-02 – SunOS 5.9: ATOK12 patch

4859514 4871090 4938649 4824729 4909461

� 114951-07 – SunOS 5.9: FUJITSU ULTRA LVD SCSI Host Bus Adapter Driver 1.0 patch

4817865 4837781 4837785 4837786 4837787 4837788 4837789 4917774 4917776 4917778 4951668

5006444 5048561 5048567 6342915 6342916 6342918 6398480
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� 114963-01 – SunOS 5.9: SCRIPT patch
� 114965-01 – SunOS 5.9: SPECIAL PATCH: For editable files only

4834885 4841998

� 114967-02 – SunOS 5.9: FDL patch

4892060 4892039 4796458

� 114971-02 – SunOS 5.9: usr/kernel/fs/namefs Patch

4711164 4921637

� 114974-01 – SunOS 5.9: kernel/drv/ifp Patch

4779757

� 114975-01 – SunOS 5.9: usr/lib/inet/dhcp/svcadm/dhcpcommon.jar Patch

4782691

� 114994-13 – SunOS 5.9: FUJITSU PCI GigabitEthernet 2.0 patch

4841231 4841239 4841244 4841248 4891077 4891084 4940787 4940788 4976257 4976340 4976348

4976355 5035580 5067290 6178695 6178751 6263610 6314180 6314192 6326340 6328936 6389287

6389294 6389298 6411854 6411855 6411856

� 115006-01 – SunOS 5.9: kernel/strmod/kb patch

4354427

� 115008-01 – SunOS 5.9: /usr/sbin/ipqosconf patch

4664957

� 115010-01 – SunOS 5.9: Providing Platform Support for Enchilada Tower Server

4780968

� 115012-01 – SunOS 5.9: Sunfire-V250-Enchilada-Tower librsc patch

4780968

� 115014-01 – SunOS 5.9: /usr/platform/SUNW,Sun-Fire-V250/sbin/scadm patch

4780968

� 115018-01 – SunOS 5.9: patch /usr/lib/adb/dqblk

4807983

� 115020-01 – SunOS 5.9: patch /usr/lib/adb/ml_odunit

4794712
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� 115022-03 – SunOS 5.9: quota utilities

4794712 4807979 4817074 4905041 5024217

� 115024-01 – SunOS 5.9: file system identification utilities

4794712

� 115028-02 – SunOS 5.9: patch /usr/lib/fs/ufs/df

4794712 4800102

� 115030-03 – SunOS 5.9: Multiterabyte UFS mount patch

4347385 4794712

� 115095-01 – SunOS 5.9: iconv cannot convert correctly among some Asian Locales

5010003

� 115107-01 – SunOS 5.9: script patch for FJSVvplu pkginfo files

4761257

� 115158-10 – X11 6.6.1: xscreensaver patch

4841343 4838390 4849641 4871833 4818344 6237901 6203951

� 115161-01 – CDE 1.5: Addition of IFD card reader support for localization

4852556

� 115172-01 – SunOS 5.9: kernel/drv/le Patch

4105008

� 115173-01 – SunOS 5.9: /usr/bin/sparcv7/gcore /usr/bin/sparcv9/gcore Patch

4832466

� 115177-01 – SunOS 5.9: SUNWjxmft/SUNWjxcft postinstall patch

4851735

� 115257-02 – SunOS 5.9: SPECIAL PATCH: For EDITABLE files
� 115258-05 – SunOS 5.9: SPECIAL PATCH: For EDITABLE files
� 115259-03 – SunOS 5.9: patch usr/lib/acct/acctcms

4701876 5040580 6200474 6227221

� 115284-02 – SunOS 5.9: script patch for FJSVulsa postinstall files

4846488
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� 115296-01 – SunOS 5.9: script patch for NATEvplu.u pkginfo file

4858453

� 115315-02 – SunOS 5.9: dtlogin issues

4854079

� 115322-01 – SunOS 5.9: SPECIAL PATCH: For EDITABLE files
� 115336-04 – SunOS 5.9: /usr/bin/tar, /usr/sbin/static/tar Patch

4481801 4517714 4662552 4697540 4714066 4727287 4756186 4819401 4864230 4918784 4977739

5026498 5027397 6350910

� 115350-01 – SunOS 5.9: ident_udfs.so.1 Patch

4855145

� 115354-01 – SunOS 5.9: slpd Patch

4471576 4767287 4837368

� 115381-01 – SunOS 5.9: Japanese xlibi18n patch

4851271

� 115426-02 – SunOS 5.9: UDC localization patch

4765005 4881642 6230779 2126785

� 115488-01 – SunOS 5.9: patch /kernel/misc/busra

4718370 4792953 4834066 4835953 4853539

� 115537-01 – SunOS 5.9: /kernel/strmod/ptem patch

4821833

� 115542-02 – SunOS 5.9: nss_user patch

4152876 4353836 6235336

� 115544-02 – SunOS 5.9: nss_compat patch

4152876 4156580 4353836 5097644

� 115545-01 – SunOS 5.9: nss_files patch

4152876 4353836

� 115553-23 – SunOS 5.9: USB Drivers and Framework Patch

4108775 4237764 4354427 4402400 4419540 4507408 4631151 4647358 4655789 4660516 4660846

4662300 4665811 4702501 4702930 4706244 4707437 4717238 4718437 4723993 4735031 4735465
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4737194 4740677 4745648 4754679 4756231 4757590 4765718 4769577 4776340 4778303 4781283

4782292 4783585 4783855 4785916 4786786 4788315 4790678 4798619 4800029 4800123 4801046

4804860 4806185 4810230 4811501 4811758 4812935 4816509 4824054 4824763 4826171 4827611

4827617 4828972 4829626 4831766 4831810 4834143 4836298 4836606 4838235 4839605 4841489

4844296 4844570 4844892 4845179 4847102 4847113 4847119 4847308 4847936 4848295 4852863

4854629 4858443 4860534 4860753 4865592 4869166 4869177 4869326 4869362 4869396 4875388

4875402 4875818 4876234 4876900 4879738 4879741 4879799 4880227 4881576 4881577 4881927

4883138 4885542 4889441 4889499 4889600 4889606 4891054 4891058 4891599 4891604 4893834

4894475 4896760 4898083 4898174 4898176 4898852 4899551 4900007 4900364 4900383 4900900

4904316 4904408 4905617 4908469 4914341 4915001 4916009 4916643 4916848 4917711 4919248

4919251 4919260 4920655 4922683 4923069 4927543 4927648 4935335 4939237 4940092 4941082

4949270 4950073 4951232 4955343 4961257 4967673 4971510 4971592 4976583 4976792 4988379

4993111 4994700 4995592 5001058 5003764 5006448 5008493 5017095 5017983 5018218 5018235

5018742 5021075 5021083 5028263 5028398 5032631 5034703 5037067 5039148 5044959 5045076

5047712 5049150 5049215 5053199 5066952 5079178 5086513 5101543 5102060 5107848 5109007

6176526 6197611 6201257 6230925 6237500 6256245 6256312 6261642 6265177 6267718 6273106

6287550 6322966 6337131 6338046 6340699 6370860 6381666 6412476 6420302 6423586 6437529

6445364 6451761 6456876

� 115591-02 – SunOS 5.9: SPECIAL PATCH: class action replacement scripts

4874869 4878696

� 115592-02 – SunOS 5.9: Gnome l10n message updates and bug fixes for UR5

4907339 4894688

� 115594-02 – SunOS 5.9: Gnome l10n help updates and bug fixes for UR5

4920961 4913386

� 115607-02 – SunOS 5.9: SPECIAL PATCH: class action replacement scripts

4878897

� 115608-01 – SunOS 5.9: Japanese fonts patch

4864476 4876428

� 115646-01 – SunOS 5.9: libtnfprobe shared library Patch

4654232 4803469

� 115651-02 – SunOS 5.9: usr/lib/acct/runacct Patch

4383138 4853917

� 115654-01 – SunOS 5.9: Some scalable ISO8859-7 Greek fonts are missing glyphs

4750555

� 115669-03 – SunOS 5.9: UltraSPARC-IV Solaris support (gptwo_cpu) patch
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4810029 4984562 6247378

� 115671-01 – SunOS 5.9: mntinfo Patch

4747261

� 115675-01 – SunOS 5.9: /usr/lib/liblgrp.so Patch

4845974 4863473 4880116

� 115677-02 – SunOS 5.9: usr/lib/ldap/idsconfig Patch

4632409 4701755 4701811 4739447 4823553 4857063

� 115681-01 – SunOS 5.9: usr/lib/fm/libdiagcode.so.1 Patch

4864979

� 115683-03 – SunOS 5.9: Header files Patch

4259149 4473583 4744248 4763631 4837086

� 115685-01 – SunOS 5.9: sbin/netstrategy Patch

4259149 4473583 4744248 4763631

� 115687-02 – SunOS 5.9:/var/sadm/install/admin/default Patch

4850925

� 115693-01 – SunOS 5.9: /usr/bin/last Patch

1260759

� 115695-01 – SunOS 5.9: /usr/lib/netsvc/yp/yppush Patch

4822978 4854241 4874752 4874757 4882029 4884927 4884929

� 115697-02 – SunOS 5.9: mtmalloc lib Patch

4464080 4782401 4831968 4846231 4848368 4851334 4856955 4873146 4873154 4962171

� 115706-01 – SunOS 5.9: init.wbem cannot register CimomService & WBEMLogServiceBean

4878180

� 115713-01 – CDE 1.5: dtfile patch

4629782

� 115734-02 – GNOME 2.0.2: Virtual File System Patch

4858368 4871285

� 115736-06 – GNOME 2.0.2: Window Manager Patch
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4839485 4928511 4749223 4760281 6244142 6329136 6348886

� 115738-05 – GNOME 2.0.2: Base GUI Libraries Patch

4884486 4858882 4861510 4871703 4875424 5103573 6317418

� 115740-02 – GNOME 2.0.2: Printing Technology Patch

4909213 4879252 4901967

� 115742-02 – GNOME 2.0.2: File Search Tool Patch

4909213 4858420

� 115744-01 – SunOS 5.9: SPECIAL PATCH: For editable files only

4733324

� 115754-02 – SunOS 5.9: zlib security Patch

4822658 4870078

� 115793-01 – SunOS 5.9: CDE Localization message patch

4869761

� 115799-01 – SunOS 5.9: WBEM/WBEM SDK Localization package pkginfo patch

4760092

� 115802-02 – SunOS 5.9: Bug fix for xscreensaver message and dtlogin locale locales

4898929

� 115812-02 – GNOME 2.0.2: Dtlogin Integration Patch

4866734 4765131

� 115835-03 – SunOS 5.9: Ghostscript patch

4795491 5045800 5046739 5060316 6333285 6343050

� 115837-01 – SunOS 5.9: SPECIAL PATCH: Alternate Root Compliance of postremove script

4718760

� 115878-01 – SunOS 5.9: /usr/bin/logger Patch

4859519 4874048

� 115920-01 – SunOS 5.9: CDE 1.5 help patch

4892024

� 115926-10 – SunOS 5.9: NSPR 4.1.6 / NSS 3.3.11 / JSS 3.1.4
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4885952 4886464 4888311 4903564 4933535 4945089 4972840 4991529 5004563 5011517 5016498

5016209 4877287 5044857 5009031 4961743 5083437

� 115936-01 – SunOS 5.9: Bug fix for Korean translation

4904741

� 115949-05 – SunOS 5.9: UDC patch

4899738 4934214 4963466 6230779 2126785 4765005

� 115958-01 – GNOME 2.0.2: Help Database Patch

4880052

� 115964-01 – GNOME 2.0.2: texteditorshare Patch

4901967

� 115966-01 – GNOME 2.0.2: Terminal emulator Patch

4901967

� 115968-01 – GNOME 2.0.2: Performance meter Patch

4901967

� 115970-01 – GNOME 2.0.2: Panel Applets Utility Patch

4901967

� 115972-03 – CDE 1.5: dtterm libDtTerm patch

4822385 4969514

� 115974-01 – GNOME 2.0.2: User documentation Patch

4901967

� 115986-02 – SunOS 5.9: ptree Patch

4757218 4912227

� 115992-01 – SunOS 5.9: /usr/include/limits.h Patch

4731122

� 116006-01 – GNOME 2.0.2: Libraries Patch

4875223 4905797

� 116009-05 – SunOS 5.9: sgcn & sgsbbc patch

4860142 4955138 5038603 5090037 6247378 6275367 6290497
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� 116012-02 – SunOS 5.9: ps utility patch

4519180 4706669 4785109

� 116014-06 – SunOS 5.9: /usr/sbin/usermod patch

4742154 4938701 5027247 6211845 6221091 6249813

� 116016-03 – SunOS 5.9: /usr/sbin/logadm patch

4763519 4824041 4885799

� 116039-02 – SunOS 5.9: sun4u platform links patch

4749396 6297712 6342066

� 116047-03 – SunOS 5.9: hsfs Patch

4865731 5010909 6244328 6332874 6338131 6343199

� 116049-01 – SunOS 5.9: fdfs Patch

4865731

� 116084-01 – X11 6.6.1: font patch

4857041

� 116090-05 – SunOS 5.9: SPECIAL PATCH: For EDITABLE Files
� 116092-04 – SunOS 5.9: SPECIAL PATCH: For Script Files
� 116105-05 – X11 6.6.1: Freetype patch

4795241 4939829 5060847 5067065 5037640 6367474

� 116119-01 – SunOS 5.9: CDE Localization message patch

4866067

� 116121-01 – X11 6.4.1: platform support for new hardware

4908954

� 116157-01 – SunOS 5.9: SPECIAL PATCH: For CDE Package CAS Scripts

4822385

� 116178-01 – SunOS 5.9: libcrypt Patch

4751585

� 116180-01 – SunOS 5.9: geniconvtbl Patch

4908670
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� 116229-01 – SunOS 5.9: libgen Patch

4840237

� 116231-03 – SunOS 5.9: llc2 Patch

4828919 4841523 4949336 6360708

� 116237-01 – SunOS 5.9: pfexec Patch

4925561

� 116241-01 – SunOS 5.9: keysock Patch

4730920

� 116243-01 – SunOS 5.9: umountall Patch

4687955 4761847 4874083

� 116245-01 – SunOS 5.9: uncompress Patch

4668687 4914361

� 116247-01 – SunOS 5.9: audit_warn Patch

4503182 4650565 4845882

� 116298-21 – Sun One Application Server 7.0: Java API for XML Parsing 1.2 Patch

4724728 4734337 4744128 4761151 4776091 4811431 4818853 4819412 4830338 4840324 4849368

4849513 4851218 4853543 4860400 4861767 4861948 4862994 4869664 4870233 4872948 4876672

4884552 4886253 4886683 4888612 4890613 4892587 4893954 4895814 4902210 4904100 4904764

4907283 4909380 4909796 4910686 4913290 4913458 4914362 4917206 4921551 4922884 4923230

4925548 4926581 4926972 4928341 4930027 4930986 4931379 4933997 4937416 4937667 4938319

4942044 4942341 4942381 4947231 4947756 4949245 4949318 4950035 4954609 4954711 4955404

4957162 4958393 4958395 4962225 4962418 4965713 4965815 4969036 4969425 4972432 4972796

4976025 4976401 4976502 4978068 4978369 4978647 4980136 4980660 4982525 4987217 4987274

4991198 4991659 4992275 4994363 4994366 4996111 4997113 5003309 5004406 5005643 5005653

5013767 5015561 5017630 5017695 5017895 5021054 5021585 5021712 5022904 5022976 5024804

5025894 5029014 5033159 5034880 5039545 5043376 5049159 5056917 5057723 5063790 6230798

6264531 6360036 6361877 6387790 6396045 6267905 6277733 6193156 6223367 6223368 6285724

6286783 6288472 6308777 6324565 6210327 6217658 6240424 6251775 6181948 6197275 6088593

6092475 6092499 6152742 6155154 6155446 6156869 6067367 5063854

� 116300-21 – Sun One Application Server 7.0: Java Mail Runtime Patch

4724728 4734337 4744128 4761151 4776091 4811431 4818853 4819412 4830338 4840324 4849368

4849513 4851218 4853543 4860400 4861767 4861948 4862994 4869664 4870233 4872948 4876672

4884552 4886253 4886683 4888612 4890613 4892587 4893954 4895814 4902210 4904100 4904764

4907283 4909380 4909796 4910686 4913290 4913458 4914362 4917206 4921551 4922884 4923230

4925548 4926581 4926972 4928341 4930027 4930986 4931379 4933997 4937416 4937667 4938319
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4942044 4942341 4942381 4947231 4947756 4949245 4949318 4950035 4954609 4954711 4955404

4957162 4958393 4958395 4962225 4962418 4965713 4965815 4969036 4969425 4972432 4972796

4976025 4976401 4976502 4978068 4978369 4978647 4980136 4980660 4982525 4987217 4987274

4991198 4991659 4992275 4994363 4994366 4996111 4997113 5003309 5004406 5005643 5005653

5013767 5015561 5017630 5017695 5017895 5021054 5021585 5021712 5022904 5022976 5024804

5025894 5029014 5033159 5034880 5039545 5043376 5049159 5056917 5057723 5063790 6230798

6264531 6360036 6361877 6387790 6396045 6267905 6277733 6193156 6223367 6223368 6285724

6286783 6288472 6308777 6324565 6210327 6217658 6240424 6251775 6181948 6197275 6088593

6092475 6092499 6152742 6155154 6155446 6156869 6067367 5063854

� 116308-01 – CDE 1.5: libDtHelp patch

4930117

� 116334-01 – SunOS 5.9: kanji command patch

4928656

� 116340-05 – SunOS 5.9: gzip and Freeware info files patch

4793452 5069958 6283819 6294656 6324222

� 116453-02 – SunOS 5.9: sadmind patch

4079984

� 116472-02 – SunOS 5.9: rmformat Patch

4285600 4362287 4776340 4778681 4983588 5028534 6181228

� 116474-03 – SunOS 5.9: libsmedia Patch

4776340 5006093 6240296

� 116476-01 – SunOS 5.9: pcic Driver Patch

4776340

� 116478-01 – SunOS 5.9: usr platform links Patch

4723473 4776340

� 116480-01 – SunOS 5.9: IEEE 1394 Patch

4358271 4498803 4620080 4719215 4723471 4723473 4743919 4776340 4780080 4780083 4799679

4891594

� 116482-02 – SunOS 5.9: modload Utils Patch

4719453 4747701 4776340

� 116484-01 – SunOS 5.9: consconfig Patch

4806185 4828972
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� 116486-03 – SunOS 5.9: tsalarm Driver Patch

4870759 4874917 4876816 4899522 5034685 5062839

� 116488-03 – SunOS 5.9: Lights Out Management (lom) patch

4870759 4874917 4876816 4899522 6302553

� 116489-01 – SunOS 5.9: ttymux Patch

4743801

� 116490-01 – SunOS 5.9: acctdusg Patch

4411999 4897608

� 116493-01 – SunOS 5.9: ProtocolTO.java Patch

4866638

� 116494-01 – SunOS 5.9: libdevice Patch

4778303 4900007 4783585

� 116495-03 – SunOS 5.9: specfs Patch

4878795 4978326 5030377

� 116498-02 – SunOS 5.9: bufmod Patch

4875506 5101653

� 116500-01 – SunOS 5.9: SVM auto-take disksets Patch

4871258

� 116502-03 – SunOS 5.9: mountd Patch

4634519 4745909 4817833 4898991 6253388 6279317

� 116506-02 – SunOS 5.9: traceroute patch

4837086 4902275

� 116510-02 – SunOS 5.9: wscons Patch

4966145 5002139

� 116527-02 – SunOS 5.9: timod Patch

4924525 6337123

� 116529-01 – SunOS 5.9: smbus Patch

4777162
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� 116530-02 – SunOS 5.9: bge.conf Patch

4978610 6306072 6387618 6395954 6402958 6404079 6407424 6414357 6417933

� 116532-03 – SunOS 5.9: mpt Patch

4961578

� 116534-01 – SunOS 5.9: metassist Patch

4966463

� 116538-03 – SunOS 5.9: SUNW_disk_link.so Patch

4334693 4622990 4716238 5005820 6177814

� 116543-04 – SunOS 5.9: vmstat Patch

4871277 5047837 6284248

� 116546-08 – SunOS 5.9: CDRW DVD-RW DVD+RW Patch

4839581 4845620 4982556 5004884 5008897 5038057 5039437 5052888 5106372 6178838 6194995

6226041 6237805 6237817 6239665 6297848 6327126 6346283 6372024 6373496 6374677

� 116548-05 – SunOS 5.9: ufsboot Patch

4520944 5028438 6228203 6276060

� 116552-01 – SunOS 5.9: su Patch

4026556

� 116554-01 – SunOS 5.9: semsys Patch

4941742

� 116557-04 – SunOS 5.9: sbd Patch

4917418 4937471 5046939 5109126 6180634 6200160 6247378

� 116559-01 – SunOS 5.9: powerd pmconfig patch

4706727 4724465 4725193 4725195 4733462 4858600 4858604

� 116561-14 – SunOS 5.9: Volume System H/W Series platmod patch

4463714 4498135 4643212 4646439 4751357 4765953 4777162 4807354 4818224 4838016 4844765

4846785 4854783 4877168 4919578 4924716 4975592 4985416 4993700 5007181 5041132 5042559

5062839 5067101 6197206 6213630 6233445 6256312 6289903 6297079 6342066 6348687 6405176

6237913

� 116636-01 – SunOS 5.9: Symlinks for fr_BE and es gnome l10n support
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4921134

� 116663-01 – SunOS 5.9: ntpdate Patch

4727171 5021867

� 116669-20 – SunOS 5.9: md Patch

4380147 4634775 4695547 4734624 4750899 4790035 4813460 4822189 4826485 4842627 4886687

4892666 4915431 4927518 4964361 4981298 5018506 5026655 5047567 5048347 5048915 5061410

5061599 5063525 5067898 5068997 5070446 5070496 5070511 5071059 5071901 5072849 5073220

5073727 5080192 5080292 5081041 5081477 5085032 5087369 5088893 5089083 5089909 5093712

5097853 5102518 5109446 5109456 5110153 6176220 6178538 6178560 6182797 6184792 6189856

6192304 6209065 6217370 6220234 6220478 6224745 6242768 6243675 6244431 6290815 6304858

6324927 6341629 6345556 6370127

� 116670-04 – SunOS 5.9: gld Patch

5028003 5052933 5075995 6269285 6271650

� 116674-06 – GNOME 2.0.2 File Manager Patch

4860816 4955976 4874903 5048025 4789033 4851761

� 116755-01 – SunOS 5.9: usr/snadm/lib/libadmutil.so.2 Patch

4868757 4904083

� 116774-03 – SunOS 5.9: ping patch

4807715 4837086 4902275

� 116776-01 – SunOS 5.9: mipagent patch

4837086

� 116778-01 – SunOS 5.9: in.ripngd patch

4837086

� 116780-02 – SunOS 5.9: scmi2c Patch

5056654 6181495

� 116782-01 – SunOS 5.9: tun Patch

4742715

� 116807-02 – SunOS 5.9: /usr/sadm/lib/smc/lib/preload/jsdk21.jar patch

4947668 5090761

� 116846-03 – SunOS 5.9: SCRIPT patch
� 117067-04 – SunOS 5.9: awk nawk oawk Patch
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1239581 4836376 4896779 4900365 4955130 5004023 5040318 5041036 5090114 6337300

� 117071-01 – SunOS 5.9: memory leak in llc1_ioctl()

4713774

� 117100-04 – SunOS 5.9: New Euro UTF-8 locales needed

4944441 5007190 6181537

� 117114-02 – CDE 1.5: sdtwebclient patch

4834610 5010600

� 117119-05 – SunOS 5.9: Sun Gigabit Ethernet 3.0 driver patch

4804523 6188981 5054087 4964514 5063362 4993021 4982982 5090946 6238162 5019183 6240487

� 117123-07 – SunOS 5.9: wanboot Patch

4994863 5036999 6228203 6231877 6276060 6307652

� 117124-12 – SunOS 5.9: platmod, drmach, dr, ngdr, & gptwocfg Patch

4410012 4762259 4831702 4857426 4860202 4860955 4873095 4893666 4921936 4929059 4957883

4964679 4979315 5000945 5018945 5032418 5036945 5046939 5075885 5076027 5081588 5090037

5109126 6180581 6198169 6200160 6214180 6247378 6252214 6298989

� 117127-02 – SunOS 5.9: header Patch

4942663 4944406 5059500

� 117129-01 – SunOS 5.9: adb Patch

4942663 4944406

� 117131-01 – SunOS 5.9: adm1031 Patch

4854121

� 117132-01 – SunOS 5.9: cachefsstat Patch

4256677

� 117134-01 – SunOS 5.9: svm flasharchive patch

4838219

� 117138-01 – SunOS 5.9: seg_spt.h

4477936

� 117143-01 – SunOS 5.9: xntpd Patch

4892938
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� 117152-01 – SunOS 5.9: magic Patch

5046669

� 117155-10 – SunOS 5.9: pcipsy Patch

5008778 5042249 5076027 5078437 5091275 6189186 6235959 6242831 6247399 6316557 6364698

6381666 6384639 6387590

� 117160-01 – SunOS 5.9: /kernel/misc/krtld patch

4983758

� 117162-01 – SunOS 5.9: patch usr/src/uts/common/sys/cpc_impl.h

4943059 4948972

� 117165-01 – SunOS 5.9: pmubus Patch

5012902

� 117168-02 – SunOS 5.9: mpstat Patch

5026628 5075341

� 117171-17 – SunOS 5.9: Kernel Patch

4025675 4167478 4368576 4398885 4477936 4493561 4615194 4626323 4632219 4643312 4682197

4682537 4769472 4772960 4802594 4802646 4802915 4817079 4819991 4825043 4833860 4841632

4841930 4849610 4860183 4860955 4860976 4865731 4865856 4866849 4874549 4878077 4893666

4895891 4896149 4897386 4905701 4915782 4926737 4927647 4928612 4930184 4930185 4932237

4934929 4941431 4941930 4942663 4943059 4944039 4944406 4946459 4946473 4946815 4948972

4953382 4958313 4959637 4975228 4978865 4988523 4996240 5002279 5017145 5017148 5017847

5017962 5021064 5026502 5026824 5028398 5035198 5036234 5039920 5042241 5042253 5050686

5054052 5056444 5059500 5059920 5084220 5092221 5108333 6210001

� 117177-02 – SunOS 5.9: lib/gss module Patch

4406914 4452339 4614979 4621219 4635546 4680230 4707788 4708846 4709475 4710108 4710111

4711335 4713097 4713592 4714596 4719654 4720595 4733532 4740969 4750989 4759759 4777436

4784872 4799122 4807010 4811575 4816590 4828467 4837140 4841566 4857179 4862449 4924554

4925970 4926391 4926624 4928964 4964839 4966521 4967674 4969306 4971630 4971810 4975057

4976155 4976745 4977574 4982991 4990122 5002100 5005870 5006690 5006695 5006762 5012765

5013640 5014180 5014600 5014946 5014951 5014969 5019044 5020325 5021347 5022903 5023074

5025296 5036242 5048596 5049660 5054240 5054835 5058293 5060425 5060618 5062508 5063375

5066767 5076804 5082282 5083048 5083197 5088670 5090324 5094142 5094528 5109225 5109404

5109487 5109496 6176256 6181680 6182695 6185726

� 117179-01 – SunOS 5.9: nfs_dlboot Patch

5027222

� 117184-01 – GNOME 2.0.2: GNOME panel and support libraries Patch

SPARCパッチの一覧

Solaris 9 9/05HWご使用にあたって • 2006年 9月166



4982661

� 117186-02 – GNOME 2.0.2: GNOME Virtual File System Framework Patch

4944784 5068240

� 117201-09 – X11 6.6.1: st patch

4959585 5030512 5048581 5054000 5054083 5054770 5049175 5061404 5063909 4997203 5064804

5067089 5048680 5067795 5065960 5071005 5070541 5069220 5070941 5071007 5072097 5072207

5049419 5079484 5037640 5102370 5104693

� 117203-04 – X11 6.6.1: fontconfig patch

4983354 5028919 5011380 5036458 5065960

� 117256-01 – SunOS 5.9: Remove old OW Xresources.ow files

5016219

� 117280-03 – SunOS 5.9: SPECIAL PATCH: For EDITABLE Files

4531894 4941466 4773326 5023674

� 117282-03 – SunOS 5.9: SPECIAL PATCH: For Script Files

4531894 5062839

� 117400-01 – SunOS 5.9: ISO8859-6 and ISO8859-8 iconv symlinks

4928164

� 117418-01 – SunOS 5.9: consms patch

4718437

� 117420-02 – SunOS 5.9: mdb Patch

4531894 5037365

� 117426-03 – SunOS 5.9: ctsmc and sc_nct driver patch

4941466 5062839 6202868

� 117428-01 – SunOS 5.9: picl Patch

4941466

� 117430-01 – SunOS 5.9: ttymux Patch

4941466 4967381

� 117431-01 – SunOS 5.9: nss_nis Patch

4644308
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� 117433-02 – SunOS 5.9: FSS FX RT Patch

5059500 6251636

� 117441-01 – SunOS 5.9: FSSdispadmin Patch

4977407

� 117443-01 – SunOS 5.9: libkvm Patch

5078943

� 117445-01 – SunOS 5.9: newgrp patch

4705393

� 117450-01 – SunOS 5.9: ds_SUNWnisplus Patch

5030069 5057130

� 117453-01 – SunOS 5.9: libwrap Patch

4967563

� 117455-01 – SunOS 5.9: in.rwhod Patch

4705157

� 117457-01 – SunOS 5.9: elfexec Patch

6175381

� 117459-01 – SunOS 5.9: routing socket module Patch

5074404

� 117471-03 – SunOS 5.9: fifofs Patch

5036875 5098322 6376632 6396390

� 117473-01 – SunOS 5.9: fwtmp Patch

6180974

� 117477-01 – SunOS 5.9: vol Patch

4349871 4857372 4906902 4907085 4940964 5006301 5073105 5073109 5073158 5073172

� 117479-01 – SunOS 5.9: efcode patch

4766717 6177369

� 117480-01 – SunOS 5.9: pkgadd Patch

6202830
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� 117483-01 – SunOS 5.9: ntwdt Patch

6230025

� 117485-01 – SunOS 5.9: fn_ctx_x500.so.1 Patch

4807798

� 117488-01 – SunOS 5.9: printmgr Localization message patch

5033604

� 117560-03 – SunOS 5.9: Microtasking libraries (libmtsk) patch

4822965 4877490 4915962 5087100 5087277 5087628 5089382 5091653 5092014 5092233 5094879

5096814 5098026 5098139 5104020 5102871 5106203 5107215 6177038 6190879 6192978 6204867

6206169 6210378 6203445 6198156 4640927 5105585 6176541 6224639 6266200 6281454 6284576

6292619 6308531 6315352

� 117577-03 – X11 6.6.1: TrueType fonts patch

5033155 5074803

� 117590-04 – SunOS 5.9: Bug fixes for Locale Administrator

5032377 5046046 5052631 5067857 5070441 5075710

� 117593-04 – SunOS 5.9: Manual Page updates for Solaris 9

5042752 5050045 5064171

� 117595-05 – SunOS 5.9: Manual Page updates for Solaris 9

5067497 6423729 4919470 6424375 6433593 6433601 6439987 6445753 6447932 5027915 5029671

5029685 5029691 5041575 5043813 5015497 5041574 5057158

� 117601-01 – X11 6.6.1: libowconfig.so.0 patch

5028599

� 117632-01 – CDE1.5: sun_at patch for Solaris 9

4839620

� 117636-01 – SunOS 5.9: disk_ata driver patch

5008787

� 117659-01 – SunOS 5.9: Wnn6 set_fi_user_dic set Error on local path option

5038089

� 117663-02 – X11 6.6.1: xwd patch
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4763759 6183403

� 117728-01 – CDE1.5: dthello patch

5034913

� 117746-04 – SunOS 5.9: patch platform/sun4u/kernel/drv/sparcv9/pic16f819

5023674 5062839

� 117753-01 – SunOS 5.9: SCRIPT patch
� 117780-01 – SunOS 5.9: FUJITSU PCI Fibre Channel Driver Special Patch

5062979

� 117985-03 – SunOS 5.9: XIL 1.4.2 Loadable Pipeline Libraries

5060776 6255091 6357678

� 118064-04 – SunOS 5.9: Admin Install Project Manager Client Patch

4851840 4937907 5083192

� 118191-01 – gtar patch

5069958

� 118193-01 – gtar source patch

5069958

� 118260-01 – GNOME 2.0.2: GNOME configuration framework Patch

5082453

� 118300-02 – X11 6.6.1: libXpm patch

5077952 5082323 6196754 6231515 6241936

� 118305-08 – SunOS 5.9: tcp Patch

4511681 4708720 4796648 4846184 5084452 5089150 5094229 6259389 6276464 6354773

� 118335-05 – SunOS 5.9: sockfs Patch

4846022 4999223 6231203 6292950

� 118413-02 – SunOS 5.9: Project Manager Localization message patch

6180563 6207707

� 118463-01 – SunOS 5.9: du Patch

5068958
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� 118465-03 – SunOS 5.9: rcm_daemon Patch

4483136 4655205 4775771 4836686 4847585 4856242 4956981 4976595 5048956 5083865 5103374

� 118472-01 – SunOS 5.9: pargs Patch

4878757

� 118535-03 – SunOS 5.9: sh/jsh/rsh/pfsh Patch

4498084 5045556 6277636

� 118539-02 – SunOS 5.9: schpc Patch

4902271 5076027

� 118558-34 – SunOS 5.9: Kernel Patch

1260290 4028137 4117562 4215923 4316952 4324361 4353832 4392972 4484386 4487110 4490112

4510864 4520798 4527582 4587617 4599397 4616050 4618950 4636540 4640542 4640559 4647808

4651946 4656626 4656821 4658782 4660073 4661192 4664349 4665239 4670300 4673645 4679229

4681464 4692005 4692023 4692053 4697219 4697505 4703981 4704996 4710160 4710161 4711217

4711218 4713409 4715000 4715664 4715927 4718737 4721200 4721451 4723351 4726041 4729275

4731122 4733895 4733898 4735825 4743493 4745648 4760403 4762548 4764927 4765183 4766240

4767221 4767281 4769786 4771216 4773186 4773830 4775419 4776134 4776340 4778049 4780312

4780968 4781113 4781568 4784092 4784977 4785498 4788465 4788809 4790332 4794193 4794712

4794822 4796100 4796798 4801542 4806961 4807724 4808786 4809862 4810029 4815744 4818004

4818739 4819633 4820126 4824390 4827612 4827672 4827687 4828270 4832753 4834042 4834149

4836230 4836779 4836824 4840725 4840813 4842171 4842538 4843188 4843701 4845221 4852595

4856282 4857410 4858641 4860202 4860424 4860428 4862012 4864535 4864707 4866433 4870759

4872089 4873815 4874917 4876816 4882246 4885996 4886012 4886938 4887975 4890510 4892419

4895610 4895681 4896555 4897925 4899400 4899522 4903838 4907010 4921361 4923037 4923583

4925049 4931707 4934299 4934546 4934617 4935587 4935907 4936030 4937645 4941466 4942492

4944925 4945033 4946504 4946686 4947970 4949500 4952413 4952525 4952988 4953623 4955544

4955554 4955965 4960084 4961433 4961578 4962596 4963688 4966373 4969038 4969599 4976806

4977946 4979731 4979787 4984733 4986223 4994422 4995744 4998275 5003068 5003760 5006368

5006842 5011103 5012334 5012666 5014326 5015272 5015315 5016636 5017095 5023674 5024277

5025956 5025959 5025968 5027393 5027427 5031720 5033191 5034691 5034702 5036234 5037923

5039202 5040068 5041985 5044486 5046939 5057101 5062387 5062645 5062839 5063140 5065051

5065994 5072636 5073604 5076027 5076548 5077968 5082877 5084201 5084503 5086715 5087929

5090037 5093352 5095432 5103805 5106210 5106803 6175186 6176554 6178457 6180227 6186851

6187076 6188865 6192370 6195171 6197811 6197861 6199548 6200160 6203341 6203464 6204443

6204621 6205337 6206732 6207276 6208131 6208896 6209411 6209588 6210881 6213074 6214188

6218503 6225381 6228874 6229754 6230025 6234363 6239011 6239064 6242869 6243046 6243697

6243897 6245090 6247378 6248724 6250164 6256245 6256312 6259809 6264883 6265177 6266921

6269517 6272865 6274493 6278650 6280933 6283565 6286821 6294464 6301580 6302553 6306023

6311576 6312941 6312946 6312949 6312954 6317677 6320011 6324745 6329593 6330765 6332630

6333508 6337779 6339942 6340900 6342066 6344534 6346698 6347431 6349142 6350363 6350587

6356477 6358498 6360506 6361360 6363181 6364067 6365800 6367660 6372436 6373268 6374049

6377502 6378652 6381666 6382016 6385529 6398346 6405273 6407867 6420302 6421515 6422882

6427498 6436993 6462053 6462760 6464774
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� 118586-02 – SunOS 5.9: cp/ln/mv & XPG4 cp/ln/mv Patch

5015406 5028048

� 118618-01 – Network Security Services for Java (JSS) 3.1.2.3 SunOS 5.8 5.9: genesis patch
� 118759-01 – X11 6.6.1: Font Administration Tools patch

6203719

� 118897-01 – SunOS 5.9: stc Patch

6174587

� 119433-01 – SunOS 5.9: telnet

6234932

� 119438-01 – SunOS 5.9: usr/bin/login Patch

6179000

� 119447-01 – SunOS 5.9: ses Patch

6227029

� 119449-01 – SunOS 5.9: Perl Patch

4951799

� 119494-01 – SunOS 5.9: mkisofs patch

5104326

� 119928-02 – SunOS 5.9: SPECIAL PATCH: For Script Files

6237500 6247378

� 119929-01 – SunOS 5.9: /usr/bin/xargs patch

6203159

� 119937-02 – SunOS 5.9: inetboot patch

6228203 6276060

� 119976-01 – CDE 1.5: dtterm patch

6219941

� 120025-01 – SunOS 5.9: ipsecconf Patch

6214460

� 120192-01 – SunOS 5.9: SPECIAL PATCH: For EDITABLE Files
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4531894 4941466 4773326 5023674 5057101 6230025 6231964 4883904

� 120240-01 – SunOS 5.9: ps cmd patch

4798073 5045071

� 120241-03 – SunOS 5.9: bge patch

4913952 4991238 6198216 6306072 6387618 6395954 6402958 6404079 6407424 6414357 6417933

6468502

� 120315-01 – SunOS 5.9: XMITS 3.X ASIC and IO assemblies for Starcat, Serengeti, LW8

5076027

� 120441-03 – SunOS 5.9: libsec patch

4426407 4701712 6332352 6341429 6362641 6407635

� 120443-01 – SunOS 5.9: sed core dumps on long lines

4865669

� 120445-01 – SunOS 5.9: Toshiba platform token links (TSBW,Ultra-3i)

6296066

� 120768-01 – SunOS 5.9: grpck patch

6221968

� 120850-01 – SunScreen 3.2 miscellaneous fixes for Solaris 9 SPARC

6316892

� 120877-01 – SunOS 5.9: xscreensaver localization message patch

6203951

� 121194-01 – SunOS 5.9: usr/lib/nfs/statd Patch

4634519 6253388 6279317

� 121314-01 – SunOS 5.9: tl driver patch

4352289

� 121316-02 – SunOS 5.9: kernel/sys/doorfs Patch

5031470 6272865 6329593

� 121319-01 – SunOS 5.9: devfsadmd_mod.so Patch

5010948
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� 121321-03 – SunOS 5.9: ldap Patch

4701755 4701811 4739447 4857063 6294728 6365882 6371932 6373271

� 121588-01 – SunOS 5.9: /usr/xpg4/bin/awk Patch

5074811

� 121985-01 – GNOME 2.0.2: CORBA ORB and component framework Patch

6295858

� 121992-01 – SunOS 5.9: fgrep Patch

6295261

� 121996-01 – SunOS 5.9: S9 perl 5.005_03’s CGI.pm and Safe.pm modules Patch

6338552

� 121998-01 – SunOS 5.9: two-key mode fix for 3DES Patch

6296920

� 122002-01 – SunOS 5.9: kstat patch

5050786 6359607

� 122484-01 – SunOS 5.9: preen_md.so.1 patch

6273536

� 122485-01 – SunOS 5.9: 1394 mass storage driver patch

5016270 5102894 5105717 6184778 6192523 6196971 6198614 6203680 6204546 6214108 6228610

6239895 6260568 6262353 6272461 6273456

� 122673-01 – SunOS 5.9: sockio.h header patch

4796820 5084073

� 122709-01 – SunOS 5.9: /usr/bin/dc patch

4510555

� 122713-01 – SunOS 5.9: expr patch

6354064

� 122716-01 – SunOS 5.9: kernel/fs/lofs patch

5034470

� 122976-01 – SunOS 5.9: /usr/lib/mdb/kvm/ipc.so Patch
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6371108

� 123056-01 – SunOS 5.9: ldterm patch

4028137 5024277

� 123058-01 – SunOS 5.9: /usr/xpg4/bin/more Patch

4268038

� 123182-01 – SunOS 5.9: iwscn patch

6347629

� 123760-01 – SunOS 5.9: platform driver Patch

6256312 6342066 6358078

� 123761-03 – SunOS 5.9: PCIE/Fire drivers Patch

6381666 6387501 6450048 6460091

� 123762-01 – SunOS 5.9: Chicago audio driver Patch

6229153 6256312

� 123763-02 – SunOS 5.9: Sun Fire V215/V245 platform Patch

6313684 6342066 6356712 6369683 6370208 6370213 6370337 6386970 6392368 6406491 6410521

6422106 6432451 6432807 6436993 6440599

� 123764-01 – SunOS 5.9: Boston platform Patch

6342066 6328752 6412527 6356712 6369218 6371983 6432451 6368491 6392368 6432807

� 123765-01 – SunOS 5.9: Chicago platform Patch

6256312 6335746

� 123766-01 – SunOS 5.9: pcf8584/pmugpio/ebus Patch

6256312 6342066 6358078

� 123767-01 – SunOS 5.9: locator patch

6347537

� 123768-02 – SunOS 5.9: byteorder.h and ddi_impldefs.h patch

4760705 6381666

� 123769-01 – SunOS 5.9: Schumacher platform binaries patch

6237913
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� 123770-01 – SunOS 5.9: Schumacher platform libraries patch

6237913

� 123837-02 – SunOS 5.9: SPECIAL PATCH: For Script Files

6201257 6229153 6287550 6337131 6345641 6363181 6437529

� 123838-04 – SunOS 5.9: SPECIAL PATCH: For Editable Files

6256312 6342066 6345641

� 124015-01 – SunOS 5.9: SPECIAL PATCH: For Package Level Scripts

6425298
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